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にほんぎいせきく'んはっくつちょうさ

二本木遺跡群の発掘調査でわかったこと

にぼんざいせさぐんこんかいばつ<つちょうさくまもとえさいどうろほどう

二本木遺跡群のな力､で、今回、発掘調査をしたのは、熊本駅に行く道路と歩道を

と二品 どうろ【』とうあたら じめんした むかしひと

つくる所です。道路と歩道を新し<をつくることで、地而の~ドにある昔の人たちが

せいかつ Ｉきつくつちょうさ

生活したあとがなくなってしまうので、発掘調査をしました。

絶つくつち上うざ八・Ｊじだいせも､かつ ふ いもばんしたならじだい

発掘調査で、三つの時代の生活のあとが見つかりました。一番下には奈良時代

やくねんｆえへいあんじ譜いやくねんまえみぞぎんこうしたず

(約1300年前)、平安時代（約1200年前）の溝（参考：~ドの図）などがありました。

うえかま<らじ麓いやくねんまえむろまちじだいやくねんまえみぞ

その_上には鎌倉時代（約800年前)、室町時代（約600年前）の櫛、
おおあなざんこう

大きい穴（参考：

したずちいあなさんこうしたず ほ いちばんうええどじ

下の図）や4､さい穴（参考：下の図）などが掘ってありました。一番上にも江戸時

麓いやくねんまえ めいじじだいたも、しょうじだいやくねんまえみぞ

代（約400年前）から明治時代・大正11寺代（約１００年前）の溝がありました。

に似んざいせきく･んならじ湾いへいあんじだいひご<【二むかしくまもと;ﾅ人よな

この二本木遺跡群には奈良時代から平安時代の肥後のl到（昔の熊本県の呼び名）

やくしょ げん雄み かんが こんかいｌとっくつち上うき

の役所（いまの県庁のようなもの）があったと考えられています。今１回1の発掘調査

凡 やくしょ やくしよかんげい おも

で見つかったものは、この役所のもの力､、役所に関係のあるものと思われます。
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序文

熊本県教育委員会では、熊本駅北部線街路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査と

して、熊本市の二本木遺跡群の発掘調査を実施しました。

調査の結果、古代、中世、近世の溝跡や土城などを発見しました。そのなかでも、

古代、中世を中心にした、二本木遺跡群の北側の端の様相の一部を明らかにするこ

とができました。

この報告書が県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され、埋蔵文化財の関心と理

解を深めていただく一助となれば、喜びに堪えません。

なお、調査の実施に御理解と御協力をいただいた地元の方々、関係機関、並びに

指導、助言をいただいた先生方に対して厚くお礼申し上げます。

平成20年３月31日

熊本県教育長柿塚純男
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言『

本井は、熊本駅北部線街路改良１１業に伴い、記録保存を!]的として実施した、熊本県熊本市春ロに所在

する二本木遺跡群の第１次～５次、第７次の発捌湖在報;lflII:であるｃ

現地澗従は、熊本県土木部都市iilllll職の依耕を受け、平成12年度から平成18年度までのlUlIIIjに、熊本ﾘ,!：

教育庁文化課が行った。

整理・報告諜作成は平成１９年度（2007）に行った。

国土座標軸による測欣韮準杭の股定は、第１次糾在は(掬蝿蔵文化財サポートシステム、第２次調在は(槻

文化財環境整備研究所、第３次捌在は株式会社ﾉL州文化財研究所、第４次,淵企は㈱埋蔵文化財サポート

システム、第５次洲従は㈲坂井繊汁コンサルタントに委純した。第７次,淵在は国土座標軸による測11ｔ

基雛及び水準点のデータは、熊本ﾘ11:熊本土木１１:務所の協力により㈲内Ⅲ旅業から得た。

本ｉｌドに使用した航空が典は、熊本UI1:文化財調在剛I『第17‘l災で九州航空株式会社に委誕したものである。

また、昭和22年撮影の空中写真は極東米耶が倣膨したものである。

本il}のllliI辺遺跡地側で使用した地lxIは、畦l土地肌院発行の熊本ｌ：５０，０００地形図である。

遺柵実測・地形測川:及び製図は、－．部を株式会|:九州文化財研究所に委批した、

遺物実測及び製図は、一部を㈱埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

遺物写典搬影は、村川而合子、手嶋裕子が行った。

鉄器処即は、今田1M枝、谷川亜紀ｆが行った，

自然科学分析は、バリノ・サーヴェイ株式会社に委託した，

本ilドの糊巣は、西住欣一・郎を111心に行い、加膝'１１縦、平川忠1M子、松本裕子が補助した。

出土迩物・写真・図IIIi等は、熊本県文化財涜料案に保管している。

２

３
４

例

６
７
８
９
、
Ⅲ
吃
旧

凡例

本11ドで使用している方位は、座標軸を基準とした北を示している。

報告譜に掲絞した実測図の縮尺は不統一であるため、第Ⅲ噸～Ⅶ章の綱fIfの成果に明腿した。

弧忠器については、断面を黒で難色し、その他のものは白抜きにした。

士肘及び土器の色洲は、農林水脈符腿林水産技術会議事務Ａｊ監修「新版標準土色帖」（Ｈ本色研‘l↓

業株式会社：2004）に準拠したα

写典の縮尺は任意である。

発掘辿柵には遺構の伽別を示す以下の略号を仙川した。

SＤ（櫛）ＳＥ（井jri）ＳＩ（竪穴11端）ＳＫ（士城）ＳＸ（その他、不Iﾘl逝撒）
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第Ｉ章調査の契機と経過

第１節調査に至る経練と経過

熊本県教育庁文化郷は､ド成11年度に、平成12年皮

以降の国・県等の公共ﾘＩ業の照会を各事堆部局に

行った。その際、熊本駅北部線街路改良工躯の,汁脚

を知り、事業範囲が周知の埋蔵文化財包蔵地内であ

るため、熊本県土木部部11jiil画課・熊本県熊本土木

ﾘｉ務所と協議を側始した。

熊本県教育庁文化iMlと熊本雌土木部都市計画抑・

熊本県熊本土木１f務所との協縦の結果、遺跡を現状

で保存することができないことが判明したため、‘氾

録保存目的の発掘綱在を爽施することになった、

発掘調査を実施する箇所は、熊本市巡に面してお

り、市街地化が進んでいるため、捌査予定地をlIqIl

の発掘調在で終了することが閣難であった。そのた

め、建物等の解体・撤去に合わせて、第１次（平成

12年度)、第２次（平成13年度)、第３次（平成14年

度)、第４次（平成15年I虻)、第５次（平成16年庇)、

第７次（平成18年度）の６Iulに分けて発掘調在を災

施した。

今回の工事筒所はき本木辿跡群の範囲内であり、

複数の発掘調在が実施されており、今後も襖数の苑

伽Ｉ淵在が予定されているので、拠乱を避けるために、

発掘捌在地点を地区名と何'1'１１|の発掘捌杏であるか

明示することにした。

今IuIの発掘調交は、赤Ｈ地Ⅸ第１次捌査、春日地

低第２次調査、春日地区第３次,淵従、春日地区第４

次0淵企、春日地区第５次網代、存11地区第７次調在

とした。

二:本木遺跡群の調査区の呼称については、熊本県

救育庁文化課と熊本市教ff委叫会文化財課で協議を

行い、次のようにした。

まず、遺跡群を春Ｈ地区、川崎地区、三本木地区

の皇つに大きく分け、それぞれの地区ごとに調在年

度の占い方から調壷次数をつけることにした。

今luIの報告書の中で、鋪６次I淵炎が抜けているの

は、別の'1Ｆ業（九州新幹線辿股1刈Ｉ）に伴って発掘

捌企を実施したからである。

これまでの調盗を表にまとめると、表ｌのように

なる。

Ｉ淵代に至る経緯と経過の‘郡細、網盃の組織につい

ては、各次の調査報併で述べることにする。
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表１熊本県教育庁文化課による二本木遺跡群調査一覧表

１

地区名 鯛査次数 駆業名 鯛査年度

二本木地

地区名 唄査次数 駆業名 姻査年度

、崎地 幣附新幹線駅按備調整砺業 1１７

川崎地 ワ
ー

ＪＲ鹿児鵬本線・暇肥本線連統立体交錐W雌

九州新幹線述設工邪
1１１５

川崎地 ３ 九州断幹線処役ｒ１ｊ １１１７～1８

地区名 鯛査次数 取業名 鯛査年度

祥１１地 ４駅北部線街路改良那梁 1２

存Ⅱ地
ワ
】 イ以北祁線街路改良1f業 1１１３

拝11地 ３ イ駅北部線街路改良事業 1１１４

春１１地 ４ 熊イ 駅北部線街路改良 |I粟 Ｈｌ５

祥11地 ５ 熊本駅北祁線街路改良 !i業 1１１６

イドⅡ地 ６ 九州新輔線建設エリ 1117～1８

祥11地 ７ 熊本駅北部線街路改良那業 1118

＃日地 ８ 熊本地方合Iiil庁舎新営I邪 ＩＩｌ８～1９
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第Ⅱ章位置と環境

第１節地理的環境

熊本UAは九州の中西部にあり、九州島本土部と西

側の天単緒烏で構成されている。県内で鮫も広い面

積を占めるのは山地である。熊本平野と阿蘇111、鞍

岳、冠ケ舟に挟まれた状態で、熊本、菊池、大泳な

どの地域に台地が広く分布しており、火砕流台地、

溶岩台地、河成段丘などの地形が存在している。

この他に、人吉盆地や阿蘇南郷谷にも台地が形成さ

れている。

県内の主要河川には、北側から菊池川、白川、緑

川、氷川、球磨川がある。これらは大きく見ると、

東側から西側に向かって流れており、有明海、八代

海に注いでいる。これらの河川の下流部や中・上流

部には、沖積平野が広がっており、菊池平野、熊本

平野、八代平野と呼ばれている。

二本木遺跡群は、白川下流域に位置する。白川は

阿蘇中央火口丘の南麓に源を発し、南阿鮮村の白川

水源などの湧水が集まり、阿蘇南郷谷を流れ、黒川

と合流する。白川は全娃約78km、流域面械約498k㎡

で、主に火111灰地域を流域とするため、堆械作用が

激しく、吸水期と渇水期の水賊の差が大きい。’|'流

域付近には河成段丘が発述しており、有明海沿隙部

は藩政時代から造成された干拓地が展開している。

また、白川には加藤洲Ⅱ§時代から熊本平野を縦慨

するⅡ的で工事を開始したと考えられる川水路・服

が残っている。代表的なものに、瀬田上・下、津久

礼、馬場補などの用水路・脳がある。

二本木遺跡群は、東側から西側に向かって流れて

いる白川が熊本市内で大きく蛇行し、北側から南側

に向かって流れを変化させる箇所の西側に位|冊して

いる。遺跡は白川に隣接し、川の流れに沿った状態

で存在する。そのため、遺跡の立地に白川は密接に

関連していると考えられる。

第２節歴史的環境（第１図）

二本木過跡群の周辺に分布する遺跡を時代ごとに

概観してみる。

旧澗器時代、縄文時代の遺跡は少なく、二本木過

跡群の北西周辺部に旧石器時代の谷尾崎遺跡・柿原

羽山尻遺跡、純文時代の島崎辿跡、北東周辺部に'１１

石器時代の古閑前遺跡、純文時代の打越貝塚が分布

している。柿原羽山尻遺跡ではナイフ形石器、打越

貝塚では北久根山式土器が兄られる。

弥生時代になると、二本木遺跡群の北東部･北部・

西部・南部周辺地域に多くの辿跡が分布する。北東

部には烈髪町逝跡群、大江白川避跡、藤園中学校校

庭遺跡、船場町遺跡などがある。熟髪町遺跡群では

中期の標式土器である黒髪式土器の艶が出土してい

る。北部には井芹遺跡、牧崎遺跡、戸坂遺跡などが

あり、艶械群が確認されている。西部では白川と坪

井川に挟まれた低地に上代町避跡群などがあり、前

期土器が川土しているｃ南部には平田町遺跡、白膿

遺跡群、捜膜過跡群、八ノ坪遺跡、御幸木部遺跡聯

などがある。白藤遺跡群、護雌辿跡群、八ノ坪遺跡

は白川と緑川に挟まれた低地にあり、氾濫平野の''１

に鳥状に形成された自然堤防の上に立地する。雌近

の発掘捌従により大規模な世跡の一端が明らかに

なった。捜騰遺跡群では弥生時代前期後半～中川後

半の遺櫛・過物が出土するが、特に中期前半が主体

となる。出土遺物の中で、注|jされるのは朝鮮系無

文土器と聯製石包丁・磨製石剣・柱状石斧・打製ｲｉ

錐の一群である。白藤遺跡群、八ノ坪遺跡で特兼さ

れるのは、１'f銅器の鋳型が川土し、工房跡も確泌さ

れていることである。現段階では、北部九州弥生文

化圏の南端である。御幸木部通跡群は加勢川両岸の

氾濫平野や自然堤防上に立地しており、金海型の大

型聖が採巣されているｃ

古墳時代の過跡の分布を見ると、二本木遺跡群の

隣接地点・西側及び北側周辺地域に集中している。

隣接地点には花岡山・万HIlIjim跡群、北岡神社境内

古墳、北岡横穴群、吉祥寺枇穴鮮などがある。Ｉｉｌｉ側

には城111遺跡群、城山古城群、じゅうげんじllI1Iirj、

うまの塚古噛などがある。北側周辺部には術ノ尼iIi

墳群、本妙寺Ａ・Ｂ箱式石柚群、永浦遺跡群、稲荷

山古墳、iIt浦一ノ谷横穴群、稗田横穴群、舟場ｌｌＩ１１ｉ

墳、寺脈横穴群などがある。これらは坪井川西岸に
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集中して分布している。耐ノ尼Ili墳群には３基の古

墳があったが、２坐は破壊され、うち１基は前方後

円墳であったといわれている。現存しているｌ鵬は

円噛で、１１１１１石を積んだ横穴式石塞が内部主体で、イｉ

陣をめぐらしている。石室内に装飾文様を描いてい

たといわれているが、現状は赤色顔料が僅かに残っ

ている。東蝋同立博物館に鵬示してある石人は、術

ノ尾古噛群のいずれかの古墳に伴うものと思われる。

稲荷111古墳は横穴式石室を内部主体とする円墳で、

石室の奥にある石屋形内部に装飾文様が描かれてい

たが、現在はうすれている。北岡神社境内古戦は111

墳で、，蝿文鏡が出土している。北岡横穴群は春日池

上線住宅市街地総合盤備事業に伴い平成19年度に発

掘調森を実施しており、横穴群に伴う前庭部、墓道

などが確偲されている。

古代・'''11tの遺跡は、二本水逝跡群の東側、西側、

南側に分布している。東側には新雌敬遺跡、大江週

跡群、出水lEl府跡、国分寺跡などがある。西側には

独鈷山迩跡群、池の上遺跡、商橋町遺跡群、池辺寺

関迎遺跡脈などがある。南側には''１無田遺跡群、熊

本平ﾘf条蝋跡、川尻外城跡、大慈寺などがある。大

江遺跡群は奈良時代後半から平安時代を主体とする

複合通跡であり、遺跡のほぼＩＩ１央部に官道が確認さ

れている。側分寺跡は、土地凶I､確理蛎業などに伴

い熊本ﾘ,!;・熊本市教育委貝会による発掘調査が実施

され、部分的に遺構等の状況を確腿しているが、辿

跡周辺の市街地が進んでおり、全体像を把握するま

でには至っていない。大慈寺は県内雌古の曹洞宗寺

院で、九州有数の名刺である。弘安５年（1282年）

河尻泰明を大棚那として寒巌錐Ｊ１･によって創設され

た。境内は県指定史跡になっている，この寺院の維

鐘は竜頭・ポノ間の文様に地域色が兄られ、銘文か

ら弘安１０年に製作されたことがIﾘj確であり、菰要文

化財としてlIil指定されている。この他に、届燃（永

仁５年銘）ｌ雄、層塔（無銘）ｌ無、宝薩印琳３鳩

宝塔（元仁元年）１基、木造釈迦如来座像及びil1lj脇

侍立像３躯が県指定重要文化財になっている。商櫛

町遮跡俳はⅢ石器から鎌倉時代の襖合遺跡である。

その''1で、商橋南貝塚、上商怖商Ⅲ迩跡からは|玉I内

外の広域流皿品が多迅に出土しており、高橋町は港

第Ⅱ章位慨と環境

としての機能が推定できる。池辺寺跡は熊本巾数育

委興会による亜要辿跡確認調査の結果、その一部が

明らかになっている＠百塚地区では３棟の礎石建物

や一辺2.4ｍの方形をした１００基（１０×１０列）の石積

みなどが確認され、出土遺物から９１１１:紀前半～後半

のものと考えられており、国史跡に指定された。こ

の他に、堂床地Ⅸ、烏帆子地区、馬場上・来迎院地

区などから関連する遺構や遺物が確泌されている。

近世の遺跡としては、二本木遺跡群の北側に熊本

城跡、妙解寺跡、花畑航跡などがある。南側には御

船手永会所跡、川尻船粁場跡などがある。熊本城跡

は加藤清正の腸城として慶長６年（1601年）～12年

の築造であり、壮大な規模と石垣をもつIlilの特別史

跡である。城内の13棟の櫓などは国の爪要文化財

（建造物）となっている。妙解寺跡は熊本滞主細川

家墓所であり、阿部一族の墓もある“川脆船蒲場跡

は加勢川が緑川と合流する箇所の上流で、大きく湾

曲する地点の右岸にあり、舟が停泊するのに適した

環境にある。雌近の熊本県教育庁文化保、熊本市教

が委貝会文化1M課のI捌在で、船蒜き｣しﾙ階段の撒造な

どが明らかになっている。

参考文献「新熊本市史」別編第２巻民俗・文

化財熊本市平成８年
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§ 2km「

第１図二本木遺跡群周辺遺跡地区
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遺跡群周辺過跡一覧表１
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飢刻際（43）１１１１卒巾（鋤1）

県他 潰跡名 所在地 時代 籾別 稀帝 旧掴跡名 固審

033 装雌川耐跡俳 篭町蛍出 IOi咽 包匿地 籾６，跡. 帥C耐;r川h2m・釜雌爺111輪火ｲifW研 １，２堆以ｋ，輪式イi柚移散
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蝿又～､if'贋
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如店写坤
唾［原諏諏
悪服蔀跡。
職『而嗣E~Ｊ前
彩化守野批岬

r耐亦燕誘話煮再
'丁〃衿I剛竜kFI音【幻〃ｆ碓了才・５Gｊｌ１Ｉ

Iヨ
喝３
Iヨr一億
喝３ 血卯週跡訂

に一芸二一
ｋ町屯井

『当=ー筈弓
縄文～11‘性

r＝字弓
包蔵地
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①②■Ｆ凸1～Ｆ▽Ｔ乱

ｎｊｷj､跡・屯〃壊跨・心ﾒｷ金剛院跡・地１１険111
劇地・血ﾘ卜襲鱒電前椛碑

1丁、へ,へ…、″'･－．．ワリ叩Ｃｕへ呼暗■・’■ ｰ

【よ現光黙寺内、樋碑尺文２fIi鮎

０ 喝ノ水 剥町 岡文・弥唯 趣 f地 珂虻晩期､抹唯銅描漣状主・jlY極虻

７１ ｔ黄lc1iパイjWW群 §町 ,Iｉｊｎ 閲 雑
ワ
】
一
Ｊ 賜崎 自町島崎紙賊 縄文 包 i地 術斧
７３ 荒尼耐 §町 判文～中枇 趣 i地

7.11内大作 谷脇崎町 仰文～中 i地

751閥誇院､1４ 行雌崎町 側史～II1iitl i地
7６１ 芥略崎 待雌鰯町 lIMi勝Ｉ i地 碓冴古

7７１野姫力 池13町野添平 糾I虻 ～OIDIltl :地 眼では野添遮跡
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跡・金光､f跡ｲi碑・兜率石・抄柵水・鹿野辺111

の澗仏・昆州高野１１l弥生適跡・独鮎''''１，肥過跡

190 花倒111．〃II111ia勝群 横手町、称日町 olijn IJjA
花岡l

Illjnl

院・Ｉ
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県
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図
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雨謁亙哩璽ZRvN題画〒習男（認2）
|哩沙hＩ：何詰窒ｌ孟乞差縮１醗伴Ｉ諦烈１階誇言ＩＦＩ；所§称雲総野

f目木哩（43）流合【鰹卿

県IlQl通読名＄所毒地１輪代１逓別Ｉ指定 191壷萱Ｔ宅 鶴 野

且
■
目
Ｒ
Ｅ
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県NＣ
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城
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【１１ｋ代町
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時代
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ｉｊＩＩ
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Iiit
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種別

寺社

包遊地
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禰遥物

寺社

墓

寺社

旧逓跡名 備彬
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岬
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高

本
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物

紬

地

壷潮宝薩印塔・坪井の跡

藩ｋ菰斑問閲

阿弥陀堆石描六地幽、ｌ･冒恥､ﾉ[倫蛎

犬地段、.‐芋一価

【I『堆帥

川人船舶備視の役ﾘﾘｉ

Ｉ調、，１３段のｨijli

永Ｓ年

553

５５

1０

1２

1５

1６

1９

北川ＸＩｌ諜刷

Ⅲ町-脚舟跡

光明､跡

ilf飛院跡踊地

熊,ド駅前のrrjMi

化畑伽蹄

代撚神＃ﾋの澗蝶

浄冊１

熊

熊‘Ｉ

熊zｌ

1111（

L“

Iが跡

12野桑IiL跡

＆平野染'M跡

§平野糸111跡

外鯉町迩跡

躯瑚跡

池111町

京町

典服町万２丁１１ほか

'１１坪ﾉド

イド11町

樋剥可

焦荘３ｒＩＩ

呉服可万２丁目ばか

川肌３』~【１

脇町

1１１１

近１

近１

'''１

iIrl

近枇

IIf代・’

'1811ｔ・近世

弥唯～ili1（

１１世

１世

１８１１ｔ

1世

1世

イ１

城

聯祉

聴地

迅遊物

包磯地

処遊諦

寺辻

生産

生産

佐産

包蔵地

包灘地 兜IW12j舟,i:城IiV6IA･弥喧時代後朋化1脳,･I9i代仙:勝1Ｍ

川腿船軒場を‐部範１１M修1１

6０ 1M
Ｉ

■

０

Ｉ
Ｊ
Ｐ

肌．

綾Ｉ

畷ぎんI1ijn

Ｗ『塀，，iK堺帥

跡批地地

:尚到’

花Nil町

ｲ剛町柿臓

6崎町.郭F凧

2Ｍ町井片

''111.

I:ｊｉ

『噸

111ｔ

『咽

i逓物

没

物 愈水】 』年蹄

7s

金剛がIfi乾111跡

仙研院跡

円光雛跡

駅将が跡

箭坪

賦可

〕X剛

虚町２丁目

町中坂

Ｔｍ

~Tｍ

II8II上

近批

近股

111ｔ 離祉

搾祉

寺社

f尺測、２５蒋嫌あり

塵鰯宮吐塞代々蝋あり

独ノ

孫

是

浄醐､¥別

院塊内ｲi進物

剛肋

U砿物A慨跡

訟欝'1沈聯鞭跡

池Ⅲ町

坪メド４１．m

坪井,1ＴＩＩ

IlU坪ﾉ町

撤川 １丁側

'1811Ｉ・近11ｔ

'1ｔ
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,!i代・Ｉ

Ilf代・Ｉ
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寺社

緑地

牡

社
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所在地

刑

澗

略代
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f造物
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町
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県NＱ

００１

002

鋼跡
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Ｆ仲冊

跡代

占代・中批
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生溌
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■Ｈ１2調査坂口 ■Ｈ１4調査河野 ■Ｈ１6調査松村

■H13鯛査帆足 ■Ｈ１5調査宮崎 ■Ｈ１8調査岡本
第２図二本木遣跡群春日地区第１～５．７次調査位置図（Ｓ＝1/3,500）
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第Ⅲ章イドⅡ地区第１次』淵代の成果

第Ⅲ章春日地区第１次調査の成果

第１節調査の概要

１調査の契機

熊本ﾘ‘↓牧育庁文化裸は熊本駅北部線（ﾘ01;道熊本尚

森線）街路改良事業に伴い、１１難用地内でのjII1蔵文

化財確I遡脚森を平成12年ｌノ119日からI1jl年ｌノ121日

にかけて典施した。この,淵代により事業川地内の一

部については埋蔵文化財の存在を確認した。この結

果を受けて、熊本県教育庁文化課と熊本ﾘ‘!:熊本1木

事務所は蝿蔵文化財の取Ｉ)扱いについて協‘製に入っ

た。協縦の結果、記録保存の為の発掘調森の爽施が

決定した。

平成12年３月22Ｈ付け熊土第2672号における)jil知

の埋厳文化財包蔵地での発捌通知を受けて、’'1年８

月lOHよ')埋蔵文化財発捌悶森を開始し、１１ﾘｲド１０月

31Ｈに,淵在を終了した。その後那業用地における川

蔵文化財の記録保存のための発掘調査の全ての完]′

を待って､ド成19年度に綱代剛告井作成にあたった．

第２節調査の組織

総務係（１i務手続き等）

文化係（文化振興・文化財の指定・補助金聯）

調従第一係（受託事業）

調介第異係（県事業・折定文化財現状変虹呼）

【平成11年度（1999）確認調査】

調在尚任荷豊田貞鬼（文化牒災）

調従総ｌｉ１ｉ川上康治（繰腿補佐）

島津義昭（裸腿補佐）

捌在I州終江本、！[(1群加文化財訓在鋪喧係艮）

村崎孝宏（文化財保護主Ｊ１ｊ）

調従拠pIi後蔭貴美-『．（文化財保護主‘Ⅱ）

調従邪勝小斉久代（総務係災）

広瀬泰之（参りI）

川口久夫（1;'ｉｆ）

【平成12年度（2000）本調査】

調在間征併阪井火文（文化i卿と）

調侮総柵川上康治（iMluと補佐）

烏津義昭（裸腿補佐）

調在捌幣江本直(主紳服文化財調企第二係｣と）

村崎孝宏（文化財保護主事）

調在批P'１坂口未太郎（文化財保護主邪）

宮崎拓（非常勤職貝）

調企ﾘI務中村幸宏（i§幹雅総務係長）

広瀬泰之（参11）

杉村卸彦（主'１１:）

【平成19年度（2007）整理・報告書作成】

整理尚征打梶野英二（文化,喋及）

整理総拙宗村士郎（敬育群磯貝兼課及補佐）

江本直（i猟災補佐）

野田拓治(文化財涜料室長）

IXi住欣一郎(主幹膿文化財調査第二係災）

整理担刈坂口圭太郎（参1Ｉ）

加雌早織（非術勤職員）

終J1|邸務商宮優美（1{枠雅総務係長）

塚原健一（参'1Ｉ）

商松克行（ｉｌ任主ﾘ#）

第３節調査の方法と経緯

１調査の方法

今側の‘淵従区は事業予定地が二筒所に離れていた

ため、北東側をＩ区、南西側をⅡ区とした。いずれ

もI|j屯の皿I)に近接した細災い捌在区である。

調企Ⅸは宅地であったので、まず血機による炎上

除去を行った．続いて、辿櫛の配世図作成のために

国士座標軸に合わせたグリッドを調査区内に股定し

た。没だした方眼の一辺の腿さは５ｍとした。

表二|:MlWjll後に遺構検111を行ったが、Ｉ区は戦IiiIと

戦後の宅地造成により遺柵が大きく撹乱を受けてい

た。

Ⅱ|えは比鮫的撹乱の影評が少なく、遺櫛の残存は

Ｉ区に比べて良好であった《，

－９－



第Ⅲ章存日地腫鋪１次I淵従の成果

２調査の経偉

二本木遺跡群春１１地区は平成12年81110日に本洲

在を開始し、同年１０月31日に終了した。

【平成12年８月】

１０１１現場事務所i没瞬。

14日調査資材等搬入。

1611Ⅱ区の重機による表土除去l}M始。

1711Ⅱ区の表土除去終了に引き続き遺柵検出開始。

l8III区の重機による表土除去iHl始。

25111区の表土除去終了に引き続き過柵検出開始。

２８１１１．Ⅱ区の現代の撹乱掘削llM始。

【平成12年９月】

６１１Ⅱ区の古代の包含層掘削開始。

８１１台風１５号接近により風養生のｲﾙWtを識ずる。

12111区の遺櫛火測開始。

1411Ⅱ区において古代の遺構を確紐。

ｌ９ＨＩ区の櫛状通櫛を完掘。北西から南東に向け

て直線上に延び、かつ南西へT字上に分岐し

ていることを確腿する。併せてⅡ区の遺構検

出状況の全体写真撮影を行う。

211Ｉ熊本市教育委貝会稲津氏来跡。Ｉ区の溝状遺

櫛について教示を受ける。

22Ｈ１区の完掘状況記録のための全体浦掃。

25日Ⅱ区の遺撒検出状況記録のための全体清掃。

【平成12年10月】

２１１１区の遺柵突測。

３１１１区の榊状避榊完掘。

４日Ⅱ区の古代包含肘掘削完了。以降Ⅱ区は古代

の遺構検出を進める。

５１１１区の全体写典搬影。

６Ｈ１区の調交終了。

lOllⅡ区の竪穴他居跡掘削開始。

１８１１Ⅱ区の竪穴住居跡実測開始。

27111区の埋め鵬し開始。

30111区の埋め鵬し終了。Ⅱ区の埋め戻し|淵始。

3111Ⅱ区の埋め鵬し終了。調在機材等搬出。

第４節調査の成果

１基本土層

今回の調在区の鵬本土届は以下のとおりである。

近現代の撹乱により土層が乱されていたため、坐本

肘序の説明に制めておく。

Ｉ脳表土、撹乱土。近現代の生析具と整地の際に

持ち込まれた喋や砕石が混入している。

Ⅱ刑この調炎区では確認できなかったが、近11t以

降の整地肘と考えられる。

Ⅲ届黒褐色粘衝士。ややしまりがある。土中に鉄

分を含む。中世の遺物包含牌である。

Ⅳ1Ｗ黒褐色砂髄士。Ⅲ屑と比べるとややしまりが

ない。古代の遺物包含肘である。土中に鉄分

を含む。

Ｖ屑黄褐色砂衝土。ややしまりがない。この肘の

上面で古代の遺構を検川した。

Ⅵ届明黄褐色砂質土。粘性はないが硬くしまって

いる。

Ⅶ1Ｗこの調森lXでは確認できなかった。

Ⅶ肘緑灰色砂蘭士。粘性はなくⅦ屑よりさらにし

まっている。

－１０－
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０１ｍ

S=1/４０ー－－－Ｉ

２週栂

【Ｉ区】

Ｉ区については、後世の撹乱が調従区全体に及ん

でおり、避櫛検出は困難を極めた。しかし、この調

在区ではほぼ南北東西方Ii1に延びる柵状遺櫛を検川

できたりfは幸いであった。時期を符定11Ｉ来る遺物は

残念ながら遺構からは検出出来なかったが、遺構の

蝿土からⅡ区で検出した照穴住居跡とほぼ同時期に

埋まったものと考えられる。

⑭
、画

●

１

／

ＪＵｚＩと３

ＫＯＯ１

・Ａ１Ａ・一

●
画

●
国

L=920019Ａ，Ａ・－‐

(1)満状遺栂

ＳＤＯＯｌ（第２図）

ほぼ南北と東西方向に直行する。確遡できた南

北の腿さは18.5ｍ，帆は股も広い簡所で1.60ｍ，

狭い筒所で1.20ｍを測る。櫛の形状は逆かまぼこ

形を呈す。

底部においては流水や踏みしめられた痕跡は確

認できなかった。共伴過物が無いため時期の特定

は困難であるが、埋土の状況から古代の櫛状遺柵と

考えられる。

、

乱

第Ⅲ章祥１１地区第１次湖代の成果

第３図土城（ＳＫＯ０１．００２）実測図

／

Ａ・－

(2)士塘

ＳＫＯＯｌ（第３図）

土城の平面形態はやや歪な隅丸方形を呈する。

規模は挫軸1.00ｍ、短軸0.91ｍ，深さは０．１２ｍを

測る。底部はフラットである。後11tの撹乱により

大きく削平を受けている。この過櫛の時期は共伴

遺物が無いため特定川来なかった。

ＳＫＯＯ２（第３図）

土城の平面形態はやや盃な隅丸災方形を呈する。

規模は災軸1.50ｍ、知軸１．１０ｍ、深さは0.06ｍを

測る。底部はフラットである。後'1tの撹乱により

西側が大きく削平を受けている。この遺構の時期

は共伴辿物が無いため特定出来なかったｃ

Ａ・

Ｂ・‐－‐

彦滅砺診〃
Ｏ１ｍ

Ｓ=1/4oトヨ一戸→一弐

L=9.2001,.Ｂ’

－１２－
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第４図調査Ⅱ区配砺図

【Ⅱ区】

Ⅱ区はＩ区に比べ比較的、後11tの撹乱が少なく過

構の残存状況は良好であった。この調査Ⅸでは２条

の溝状遺櫛と５粁の竪穴住肘跡を確認した。遺構の

共作遺物と埋土の状況から占代に作られたと考えら

れる。

(1)溝状遺構

ＳＤＯＯ２(第５図）

北西から東南方向にやや弧状に延びる。確認で

きた腿さは2.80ｍ、幅は雌も広い箇所で1.02ｍ、

深さは約0.34ｍである。櫛の形状は逆かまぼこ形

を呈するｓ

ＳＤＯＯ３(第４図）

ほぼ南北方向に直行する。確認できた南北の促

さは約８ｍ、柵は雌も広い筒所で約1.3ｍを測る。

櫛の形状はＶ字状を呈する。

ＳＤＯＯ４（節５脚）

北東から南西方向にやや１１１１曲して走っている｡

確選できた提さは4.6ｍ以上、幅は雌も広い簡所

で1.30ｍを測る。深さは0.16ｍを測る。溝の形状

は逆かまぼこ状を呈する。

(2)竪穴住居跡

ＳＩＯＯｌ（第６側）

住)片の平面形態は隅丸方形を鼎する，規桟は南北

軸2.60ｍ、東西軸2.52ｍ、深さは0.20ｍを測る。他

居跡からは４本の１１柱穴を検川した。この遺構は東

側に竃を作っている。共伴迩物から奈良時代の遺柵

と考えられるｃ

ＳＩＯＯ２（第６側）

住冊の平面形態は隅丸方形を鼎する。Ｉ'ⅧIllは調代

区外で東側は別の化居跡により壊されているため、

確認できた規模は南北軸2.56ｍ、東西軸1.67ｍ以上、

深さは0.08ｍを測る。この住lIII跡からは３本の主柱

穴を検出したｃこの過構も東側に竃を作っている，

共伴過物から奈良時代の遺榔と碁えられる。

ＳｌＯＯ３(第７側）

住A'}の平面形態は隅丸方形を呈していると考えら

れる。Ijli側は撹乱で南側は別の住居跡により壊され

ているため、確認できた規模は南北軸2.410ｍ、東西

柚1.40ｍ以上、深さは０．１８ｍを測る。仙１１';跡からは

４本の蹄1;穴を検出した。共伴辿物から奈良時代の

遺構と考えられる。

－１３－



第Ⅲ章滞日地区第１次側在の成果

窓

Ａ Ｉ Ａ・－ L=9.20Q皿．Ａ，

S雲1'40Ｌ」ｍ
Ｏ

⑳,雲

ＳＤＯＯ４ ／

ザ

1ｍ

〆

◇●

Ａ・－

や
●

Ｂ・一.一

／･●

Ｓ堂1/４０ーＪ

第５図溝状辿櫛（SD００２．００４）実測図

－１４－

L＝

Ｌ=9.200ｍ Ａ↑

9.20皿．Ｂ’



●
画

第Ⅲ章作11地区第１次洲従の成果

⑧
･０．面０oz･6=１ ・・

ロ
● 、

●
Ｉ
Ｅ
Ｃ
○
園
．
①
Ⅱ
』

L=9.200,.Ａ，

ロ

Ａ●－

●
ロ

．
‐
百
⑥

１５

Ｓ1００１
〃
〃
‐

Ｉ
｡●－ ・０

川
畑
Ⅱ
叩
Ⅷ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
川
Ｍ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ

唾

Ｉ。 。 。Ａ’Ａ･－

第６図竪穴住居跡（SIOO1

L －
Ｆ
Ⅱ
○
・
ｍ
○
○
ヨ
。
ロ

ア
●

－ －一

Ｏ

|－

●
、

S＝1／4０

ｌｍ

●
』
画

1ｍ０

Ｓ=1/4０

002）実測図

、

ｉ
ノ
ー
柵
Ｉ
Ｉ
！
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
‐
鯛
査
区
外

奄
，
／
心Ｆ

Ⅱ
①
、
他
。
ｐ
目
●
ア

画
●
匡
一
。
○
副
・
①
Ⅱ
』



⑦

第Ⅲ章半日地区輔１次調壷の成果

⑳

く
●

、
●

画
●

戸
己
○
Ｎ
●
の
Ⅱ
ゴ

竪穴住居跡（SIO03.004）

、

SIO０３

Ｆ
Ⅱ
⑮
。
ｍ
○
○
昌
ご
●
、

一
○
○
門
切●

く

IＯＯ１

1ｍ０

S=1/４０陰一一一一一

－１６－

Ａ･－

、
●
‐
巳
○
○
Ｎ
●
の
Ⅱ
当

Ｏ １ｍ

Ｓ=1/４０陰一一一一一

1）実測図

×

鯛
査
区
外

SIOO4

●
画

｡Ａ’

第７図

１
１
６
ｍ

Ａ･－ L=9.20ＱｍｏＡ,

〃；Z〃〃



－．Ａ,／~、
、ノ

0.--
山０ｏｚ･6=~１

－－．０

①
●
目
。
。
“
．
①
Ⅱ
』

、
●

(訂ロ
●ロ

？
１
１

一一宇毎＝

一堅一Ｔ一一ー一

一

で

●
、

ｒ､
Ｌノ

，b

○
－－●０

L=9.200,.Ａ，

SIOO5

第Ⅲ章作１１地l型輔１次調査の成果

Ａ◆－‐

○

グ

戸
Ⅱ
①
。
ｍ
○
○
コ
一●
ロ

１ｍ０

◆
ロ●

ロ

S＝1／4０

３週物

１，１１Ⅸとも近現代の撹乱の影響で遺構の上面が

大きく削平されており、避櫛に伴う遺物が少最で

あった。また今回の調交区は近iHの二本木遊郭が存

在した場所であり、当時の辿物が多く出土した。以

下で近11tと古代の遺物について述べる。

ｌは甑である。胴部の両側に摘みをもつｃ２は両

側に把手を持つ浅鉢である。底は平らであり、煤が

底部外1mで認められることから、殻物等を妙るため

に川いられたと考えられる。３も２と同様の浅鉢で

ある。２に比べやや底が丸みを持つ。４は短頚壷で

ある。５は３個の脚を持つ火鉢である。『政』の刻印

が認められる。胴部中ほどの透かしと大きく上部に

'１M<IMI~I部が特徴的である。恥独で用いるものでは

なく、内側にさらに容器を入れて川いられたと考え

－１７－

ＳＩＯＯ４（鋪７図）

この遮柵は,淵在区の雌も南側で検川した。住居の

平面形態は隅丸方形を呈していると考えられる。確

認出来た規模は南北軸1.90ｍ、東西軸Ｌ25ｍ以上、

深さは0.18ｍを測る。この住居跡からは２本の主柱

穴を検出した。共伴遺物は無いが埋土の状況から奈

良時代の通柵と考えられる。

ＳＩＯＯ５(節８図）

住居の平I､形態は隅丸方形を呈する。規模は南北

軸2.54ｍ、束西軸2.62ｍ、深さは0.08ｍを測る。住

居跡からは４本の主柱穴を検出した。共伴遺物は無

いが埋土の状況から奈良時代の遺柵と碁えられるｃ

第８図竪穴住居跡（SIOO5）実測図



第Ⅲ通券日地区節１次測壷の成果

られるが、他に類例が無いため詳細は不明である。

６は台付火鉢である。ハート型の透かしと大きく開

いた正而の1M口部が特徴的である。内而は良く焼け

ている。７は組み合わせ式の瓦である。８は皿、９

は杯である。１０は瓦である。１１は蕊の口縁である。

12は皿、１３．１４は杯である。１５．１８は艶の口縁であ

る。16.17は杯の鑑である。１９は杯の身である。２０

は瓦である。２１は大斐の胴部である。２２は蕊である。

23の器種は不明であるが小型の盤と考えられる。

24.25.26は瓦である。２７は台付火鉢である。胴部

に鶴や松等を掘り込んでいる。

、

、

ここ〕

ここ三〉
１

第５節まとめ

今回の澗壷ではＩ区で検出した撫状遺櫛とⅡ区で

検出した竪穴住居跡が主な成果である。

Ｉ区の櫛状遺櫛は条里制に伴う区画のための溝で

あった可能性があり、古代の区画雛理の一端を垣川

見させてくれる遺柵と考えられる。

Ⅱ区の竪穴住居跡は二本木遺跡群の集落の様相を

検紙するための重要な資料となり得る。

限られた調在範囲の中で十分な遺椴検証は出来な

かったが、今後の周辺調査と併せて二本木遺跡群の

全容を解明する資料として役立てて頂けることを切

に望みまとめとする。

０ １０cｍ
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第９図Ｉ区出土過物実測図（１）
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第13図Ⅱ区出土遺物実測図（２）
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第IV章作11地区第２次‘淵侮の成果

第Ⅳ章春日地区第２次調査の成果

第１節調査の概要

１調査の契機

熊本県教育)j:文化裸は、熊本駅北部線（11b1;jii熊本

商森線）街路改良事業に伴い、’1#業川地内での蝿蔵

文化財確認調代を実施した。鮒１次の確遡調従を平

成12年１月1911から1,1年ｌﾉ121冊に実施した□その

後、随時、調在が可能になった地区の確認調代を継

続して火施した。

これらの一巡の調従により、１#業川地内の部に

ついては埋職文化財のｲjf在を側認した。この結果を

受けて、熊本ﾘ01:数育庁文化課と１$業拙､ｌｉの熊本Ｉ‘L熊

本土木'1{務所はjJl1蔵文化財の取り扱いについて協縦

を行った。協縦の結果、遺構が存在する地区につい

ては、Ｉ:聯粁手Iiiiに記録保存の為の発ﾙﾙ淵在を爽施

することになった。

平成13年４１｣に熊本ﾘ０１:知邪から、１１１知の埋蔵文化

財包蔵地での発掘通知が提出され、それに対し、熊

本県教fr災から発掘捌代の指氷が出された。発捌綱

森の]liliiI準備を行い、現地での発揃調代は平成13年

l2Ml91Iに開始、平成14年ｌｊ１３１Ｈに終ｒした”そ

の後、関係する捌査区での現地での発捌,淵盃が終了

した後、平成19年度にI淵森報(ｌｉｌｌＩ:作成を行った。

２調査の組織

【平成11年度（1999）確認調査】

捌森寅征者１１川Ⅱ貞二（文化抑腿）

,淵在総括川上康治（課長補佐）

脇泳義昭（課長lWi佐）

凋査湖稚江本Ｉｈ:(iﾐ幹兼文化財捌従第二係災）

村崎孝宏（文化財保護主'11）

I淵査担､'１後藤ft美f・（文化11ｹ保渡Ｍ#）

I淵喪邪務小斉久代（総務係腿）

広瀬泰之（参事）

川l-I久夫（1主事）

【平成13年度（2001）本調査】

綱査黄任者阪舛大文（文化糾災）

捌査総括断l1義昭（裸奨補佐）

I淵査洲幣木崎康弘（文化財鯛恋第晶係長）

,淵従ｵⅡ､1１帆足俊文（主任学幾ｕ）

‘淵在りＩ勝ｌＩｌ村幸宏（盲i皇幹兼総務係腿）

広瀬泰之（参事）

杉村抑彦（1劃#）

Ｉ平成19年度（2007）整理・報告書作成】

幣理壷脈肴Ｉ‘野英二（文化iMluと）

終理総括旅村士郎（教育群縦貝兼牒腿補佐）

江本ｌｈ：（拠長Ni佐）

野川拓治（文化財壷料室｣と）

IIli住欣一郎（主幹蝋文化財閥在第二係災）

盤理担pI1帆足俊文（jﾐ任学践貝）

加喋早織（非常勤職貝）

終理邪務Ｎ､５脚優美（i亀幹雅総務係災）

塚原健一（参事）

１１‘Ｉ松克行（i見任iZ1i）

第２節調査の方法と経過

１調査区の設定

今lulのI淵査は街路改良11業がｌｉ咽１雌のため、県

道熊本尚森線（j血称「1ulIi通り」）沿いの現歩道上に

Ｉ淵在世を投定した。主な捌査区は、熊本商森線を熊

本駅に向かってｲi側に,没世した幅約７ｍ×及さ約

35ｍの災方形の‘淵在区である。この調代Ⅸを水過符

搾で棚WIlできない部分をtlW観察川のベルト（未掘

部分）として６Ⅸに設定し、それぞれの‘淵企IＸをｌ

～６Ⅸとした（，また、この’～６ｌｘと道路を挟んで

In1かい側（熊本駅に向かってﾉＩｉ側）に約３×６ｍの

小規模なI淵在区を設定し、そのi１１を８Ⅸ北・８Ⅸ南

とした（第１～２図。７１〕<は欠榊)ｃ

なお、この捌代区名は二本木辿跡群2001年度の捌

制又にのみ利川した呼称である｡

２調査の方法と経過

発捌I淵従は、ｌ～６Ⅸの調代から粁乎した”

淵従IiiIの調在Ⅸはりi1:道の歩道であった。そのため、

歩道の路盤を除去した後、重機により衣１１（後に肥

す蝶本12Ｍの１Ｍ。以下、同じ）除去作業を行った，

続いて、世撒の位慨をb肥録するために、Ｉ淵在低際に

堆準点を役慨した。それに基づき、調代Ⅸ内に枕を

打設し、ＩＫｌｔ座標刺lに合わせたグリッドを設定した。

－３１－



第Ⅳ軍春Ⅲ地区輔２次‘淵在の成肌

幅が狭い捌在区のため、設定したグリッドの一辺の

長さは５ｍとした。

表土除去後にⅡ１Ｗ及びⅢ肘を対象として、それぞ

れ人力による掘削を実施した。Ⅱ１Wからは古代から

近11tまでの辿物が川士し、Ⅲ届は11i代から１１１世まで

の辿物が出|北た。Ⅱ届及びⅢ1Ｗは当時のﾉ|§活、が

流出した後に堆穣した埋没上であり、撹乱を受けて

いる部分も多く、各1ＷからUl確な巡柵を検川するこ

とはできなかった。

２区で検lI1した近世の柵であるSDOlはⅢ|河上Ⅲ

のj､柵としているが、実際にはⅣ肘上面で検出して、

断1ｍによりⅢ層上１ｍから切り込んでいることを確遡

したものである。辿構の時期は、ilWの埋士に含まれ

る辿物から判断した。

その後、Ⅳ肘の捌削を行った。Ⅳ胴はⅢIIviとＶｌＷ

の漸移厨であり、Ｉｌｉ代から11'世までの遺物を含んで

いた。そのMII削の途''１で一部、検川できる遺櫛もあ

るが、ほとんどの辿僻は下肘であるＶ届上1ｍまで捌

削を行わない限り、検出が不IDI能であった。そのた

め、ｖ屑上1ｍでほとんどの遺柵を検出することと

なった。結果的に、ｖ眉上１mで検lllした週柵には、

古代の遺櫛と中世の遺構が鵬在した状態となった。

辿椛の時川の判断と同時期の遺柵のセット関係に

ついては、逝柵のMII土、そこに含まれる過物から判

断した。ただし、遮構から川上している遺物は少な

く、時期を限定する根拠としては刺いとjirわざるを

得ない．

本報告では、巡榊の時期として近世と判断したも

のについては、「Ⅲ肘検出辿構」として表現し、中iIt

の辿櫛と判断したものについては、Ⅳ肘途''１で検川

した逓構も含めて、「ＭＷ検lH遺櫛」として炎現して

いる。また、ｌｉ１じく古代の世櫛と判断したものにつ

いては、「VlW検出逝櫛」として表現した（第１～２

図)｡

企ての辿柵を捌削・記録した後、部分的に確認の

ためにⅥ１Ｍ上面まで掘削を典施したが、辿柵・遺物

を碓泌しなかった。そのため、ｌ～６区のI淵在を終

了した。その後、８区についてもＭじ手順で調在を

行い、その記録を行った後、全てのi淵在を終了した。

第３節調査の成果

１基本土層

今何の捌従区のＪ,f本土1Ｗは以下のとおりである。

ＩｌＷ表土、撹乱l:。近現代の生柄典と整地の際に

持ち込まれた磯や砕ｲiが混入している。

Ⅱ肘黒掛色シルト。やや粘性がある。古代から近

世の過物を含む。

Ⅲ１Ｗ暗禍色シルト。若1鳥、粘性があるが、全体的

にはパサパサした土蘭。古代から''''1tの遺物

を含むが、時ＫＩＩは限定されない。

Ⅱ肘。Ⅲ1Ｗはそれぞれ、中１１t又は近'1tまでに

埋没が完了した堆枇ｋであり、本来の各時川

の生活面は流出していると判断した。

Ⅳ1ＷⅢ肘とＶ肘の禰移肘。Ｖ肘の褐色シルト１Ｗに、

５～15cm大の略褐色シルトの丸い土塊が多力I：

に入る。古代の遺物も含む。部分的に、肘011

で辿柵が検川できるjﾙ合がある。

ＶｌＷ褐色シルトｃ粘性はあまりなくサラサラして

いる。主に、この1Wの上IIiで遺櫛を検出した。

検川した過柵の時期は、古代と中111:の両時期

のものがある。埋士と出土辿物等でその時期

を判断した。占代の本来の生活面ではない。

Ⅵ1Ｗ黄禍色シルト。粘性はなく硬くしまっている。

Ⅶ肘灰色シルト。粘性はない。やや粗めのシルト。

Ⅷ1Ｗ明灰色シルト。粘性はない｡Ⅶ１ＷよりややIﾘｌ

るい色調。

Ⅸ肘暗灰色シルト。粘性はない。人力の掘削はほ

ぼ不IIJ能なほど、仙烈に硬く締まる。

－３２－
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２週栂

ここでは、澗充区を分けずに、発棚鯛在を実施し

た全ての綱在区の遺櫛について説明する。遺構検出

の状況と時期決定の方法は、第２節及び第３節基本

土屈で記したとおりである。

獄
⑱

薮

【Ⅲ層検出遺柵】

近世の逝柵と判断したもの。その時期は出土遺物

から、概ね17世紀頃と考えている。

(1)満状過櫛

ＳＤＯｌ(鋪３図）

ｌ区と２区の南端で検出した。東西方向にのび

る。実際はⅣ胴上而で検出したが、断而でⅢ屑を

切り込んでいることを確認した。断而上で確認し

た職の雌大柵は3.8ｍ､底而の幅は､0.6ｍ､残存部

の深さは、1.8ｍである。

櫛の形状は、逆台形を呈する。底部は、Ⅸ層の

上而に到述したところで掘削を終了したと考えら

れる。柵は深く、上端の幅も広いことから、何ら

かの区画を意撤した可能性が商いと考えている。

(2)土職

同時期と考えられる小土峨を３蕪、検出した。

その性格は不明である。（第１図）

毒

禦織‘｝′

麓
、

’

織

１

第Ⅳ章邪日地区節２次凋在の成果

鐙

⑦ 8区北

8区南

第２図Ｖ届検出遺構記冊回

Ｓ＝1/200Ｖ層
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第Ⅳ章作11地区鋪２次鋼売の成果

(1)層淡褐色粘質土

やや粘性あり、近世陶磁器を含む。

②間褐色弱粘質土

やや粘性あり、１ｃｍ大の菰褐色粒を含む

くり層に酷似する。

③暦褐色弱粘質土

やや粘質あり、１～２cm大の黄褐色粒子

を②層よりやや多く含む。

⑧脳淡褐色弱粘質土

（ややシルト質にも近い）１～２cm大の黄

褐色粒子を含む。粒子は②層よりや大き

く多い。

⑤届褐色弱粘質±

Ｖ層の褐色±やその下の黄褐色粘土厩が

混入して生成されたと考えられる。３～

５cm大の黄褐色粘土ブロックを含む。

⑥層褐色弱粘質±

上届より水分がやや多くなる。③．④園

に類似しているが色調がやや暗い。１～

２師大の黄褐色ブロックを少量含む。

②届褐色弱粘質土

上届よりやや粘質が強くなってくる。色

鯛も砿く黄褐色粘土ブロックも少量含む

③層褐色弱シルト

粘性は中で、士の粒子はシルト質ｃ２ｃｍ

大の褐色粘土ブロックが目立つ。

⑨層褐色シルト

２～３cm大の褐色粘土ブロックが多く目

立つ。地山厨の粘土が崩れて混入したも

の。

一Ａ

⑩眉暗褐色シルト

粘性は中で、粘土ブロックは含

まない。

⑪層明褐色シルト

２～３ｍ大の黄褐色粘土ブロッ

クを多く含む。⑨届等と同様に

地山の粘土ブロックが混入した

もの。

⑫層暗褐色シルト

水分ｍは多く、シルト質だがべ

⑩眉

獄 “

Ｃ

◎

L=9,8Q9,.A’⑬厨

タベタしている。１ｃｍ大の粘土

ブロックを少凪含む。

⑬厨褐色シルト

粘性は中で、２cm大の黄褐色ブ

ロックを含む。細かなシルト質

であるが、水分通も多く粘質も

あり。

⑭屈明褐色シルト

２～５cm大の黄褐色粘土ブロッ

クを多量に含む。地山の黄褐色

粘土が多国に入ったもの。

⑮層暗褐色シルト

水分ｍは多く、やや粗いシルト。

粘土ブロックはごく少湿しか含

まない。

2ｍ

第３図ＳＤＯ１（１区・２区）実測図
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第Ⅳ通滞日地区鋪２次調描の成果
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ＳSＤＯ３

廻密区外

【Ⅳ層検出週構】

１１‘世の遺柵と判断したもの。その時期は、出土遺

物から、概ね１３世紀から１４世紀頃と考えている。

(1)溝状遺柵

ＳＤＯ２(鰯４図）

４区と５区にまたがって検出した。南北方向に

のびる。南端は４区端で東西方向に曲がるが、そ

の先は３．４区IHIのベルト（米捌）部分で終わる

ため、櫛の全体形状は不明。帆は約1.8ｍで、部分

2ｍ

的に２段棚りの形状になる。櫛の詳しい性格を判断

する材料はない。

(2)土城

同時期と考えられる小土城を数基検出した。いず

れも、その性格は不明である。（第１図）

催一一一一一引Ｓ＝1/5０

第４図ＳＤＯ２（４区・５区)・ＳＤＯ３(8区南Ｖ届検出）実測図



第Ⅳ章イドＨ地Ⅸ鋪２次捌侮の成果
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第５図１区・２区出土過物実測図

【Ｖ扇検出過構】

古代の遺柵と判断したもの。その時期は川t遺物

から、概ね８世紀から９世紀頃の時期と考えている。

(1)満状遺栂

ＳＤＯ３(鋪４図）

８区南で検出。ほぼ、束西方向にのびる。検出

した範朋が狭いため、方位や区画を意識したもの

かどうかは分からない。

櫛上端の幅は約0.9ｍを測る。櫛の性裕はﾉf川

である。

(2)土城

Ｉ‘１時期と巷えられる土城を多数検出した．いず

れも、その性格は不明である。（鋪２図）

Ｖ届検川の士戦については、次の２群について、

何らかの凹述がある一連の辿椴としての可能性を検

討した。

工１２区北側の土峨群については、束西方向に直線

的にiIIiぶ配船であったため、杭列やｲI;穴等のIIJ能性。

２'４区及び５区のｔ鯛については、方形に並ぶ配

世の一・連の辿櫛（述物の柱穴等）の'１１能性。

しかし、遺構の棚Ｉ)方や柱痕跡を確認することは

できず、士城叩土を検討した結果、類似した埋士の

土城Iijl上でのセット側係をつかむことができなかっ

た。そのため、個別のｔ城として記録するに冊めた，

－３７－

〃
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第IV章袖I地区第２次‘川在の成り!：

1２

ゴ

1Ｃ

－３８－

凸F

３遺物

ｉ淵査区から出土した逝物は、

時川の遺物である。前述のと；

【

●

》Ｌ

１０ＣＩＴ

Ｉ凋査ｌＸから出土した辿物は、古代から近世までの

1制川の遺物である。前述のとおり、符Ｉ輔から川･':す

る辿物は時Ⅲ編があり、イＷの時期を|災定する根拠

としてはjI9いａ

０

1９1Ｒ

～

Ｓ＝１／口

／

〆

鱗?．ｙ、

ここでは、出士した巡物の川上地点や出土刑位に

こだわらず、残存度が商いものを掲仙した。出土位

f齢の怖報や個別世物の解説については、観察表で

承すことにする（表ｌ～３）。

第６図４区・６区出士遺物実測図

、
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第Ⅳ章御1地|)<輔２次調査の成果

－３９－

ついては時期は異なるが、いずれも方位に沿ったも

のであり、当地|Xの遺櫛配侭が方位に沿ったもので

ある可能性を示している。

土蛎群については、いずれの時期の士峨について

も明確な性格を遡定できたものはない。しかし、古

代の土鵬群は方位に沿った配佃をしている可能性が

あり、満と側械、当地区の土地利川の状況を示して

いる可能性がある。

士城群については、建物の柱穴や杭列等の可能性

も検討したが、今回は特定できていない。

今回の調在では、ほとんどの辿柵について、その

性格や時期を明確にすることができていないｃ確認

できなかった週柵の性格については、今後、周辺地

区の調査結果等と比較検討して、総合的に検討する

必要があると巷える。

表１古銭観察表

§智「焔

第４節まとめ

今何の捌在区では、概ね３時期の遺構を確泌した。

それは、古代・中世・近枇の過構である。遺物包含

層はそれぞれの時期の生活面が流出した後の堆枇士

であり、遺物包含層から出土した遺物により、ｊｕ柵

の時期を限定することは難しい。検出した遺櫛の時

期については、遺構埋土から少雌、出土した過物の

時期から推定せざるを得なかった。

そのため、ここではおおまかな３時期区分のみで

報告したが、本来は、各時期に比定した遺撒につい

ても、多くの時期に区分できるはずである。今1,1は、

そこまでの時期認定はできなかったことを記職して

おく。

検州した３条の各時期の櫛については、いずれも、

東西又は南北方向等、方位に沿った識である。近'１ｔ

のSDOlは区IMIiすることをI1的として、方位に沿っ

て掘削された可能性が商い。それ以外の２条の櫛に

H動碗α鍾呼

Ｊｇｍ

第７図出土遺物（古銭）

2１０

図版

番号

過物

番号
種類 径（m､） 璽量（９） 出士地点 層位 取り上げ１h， 伽考

７ 2０ 寛永通宝 24.3 1８ ６ⅨSXOl l634fl初鋳

７ 2１ 洪武通宝 22.7 ３０ ２Ⅸ1V肺SPO４ 埋上 1368年初鋳

《
Ｉ 2２ 洪武通宝 23.7 2.7 ２ⅨＶ仲jSP36 1土 〃

７ 2３ 元豊通宝 23.7 2.7 炎ｔ 1078年初餅

寛永通宝 22.8 2.2 ６ⅨSXOl 1636年初跡写真のみ

寛永通宝 23.2 2.5 〃
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第Ｖ重存Ｈ地Ⅸ第３次淵森の成果

第Ｖ章春日地区第３次調査の成果

第１節調査に至る経緯

今回の発掘調在は、熊本駅北部線街路改良ﾘＩ梁に

伴う二本木過跡群の発掘捌査である。

平成14年５月811付け熊土第329号熊本県熊本土

木'11務所災により、二本木遣跡詐（熊本市春１１１丁

目8021他11範、調在対象、積約465㎡）の本調企実施

を依頼された。本I淵査区は平成12年度と平成13年皮

の発掘調在実施区に挟まれた場所であり、速やかに

洲従をすすめるため、確遡調在を符き水捌査に入っ

た。本調在は、文化財保護主邪河野真珊子、非常勤

職仙寓崎拓が担当となった。

また、平成14年７月2911付け熊土輔775号により

熊本市春Ｈ１丁Ⅱ766-‘18他２兼（調代対象而積約

l30nf)の確挫調在の依頼があった。主任学芸llIu田

学、宮崎拓が担Ｊ１となり、８月12日に実施したとこ

ろ平安時代の溝跡と住居跡の存在を確泌した‘この

ため、平成14年８j129日付け教文節１０８７砂により、

邪梁の実施に当たっては本調交が必要な旨、熊本県

熊本土木pMf所焚あて通知を行ったｃ

ここは、本来平成15年度工事粁手予定地であるが、

ＩＭＩ巡巣者等の都合により予定を111めることとなり、

本年皮予定の調査が終わり次第引き続き、河野典理

子、宮崎拓で本調代をすることとなった。（平成１４

年９月24Ⅱ付け熊上第1048号）

本捌査の期間は、第329号依馴分が､I城14年６月

311から９）117日まで、鋪1048-号依頼分が同年１０月

１１１からllj]29Ｈまでである。

１調査区について（第１～２図）

発掘調代は次のような,淵盃区に分けて火施した。

１i笈地方道熊本尚森線の北側に】区と２区、南側

に３ｌｘと４区を投定した。ｌ区は米本陶磁器I‘1;Iii、

２Ⅸはｌ区の東側のマンション前、３区は肥後銀行

熊本駅前支店の東側隣接地点、４ｌｘは３区東側隣接

箇所である。廃土般き場と通路碓保のため、ｌ区を

Ａ，Ｂ，Ｃの３つ、２区をＡ，Ｂの２つに分けてＩ淵査

した。

２進行状況

【６月】

３日ｌ－ＢＩＸの表土剥ぎ｡現上下水道管と）|：

戸跡があり、悦爪に行われた”

４～７Ｈ批乱を取り除きながら、遺櫛検出のでき

るⅣ屑まで掘り下げとiIOi掃を典施した』

５ⅡⅢ11t杭投眺捌り下げと滴掃を実施した。

１０～ＭＩＩⅣ肘検出のｔ城や溝を掘削・完掘、写真

搬影と手測りによる図I､実測にて記録を

残す。

１７．１８１１Ｖ肘（古代・中世の遺柵検出mi）まで掘

り下げとiIIi掃を行った。

19Ⅱ～Ｖ肘検出過僻の掘削・充掘、が典雌影、

実測を行った。

【７月】

引き続き、ｌ－ＢⅨの調従を実施した，

２．３Ｈ２－Ｂ区の衣土剥ぎと1111没管除去を行っ

４日

５Ｈ

８Ｈ

９Ｈ

１０日

１１日

l21El～

l７Ｈ

たじ現上1ｆ水道符・ガス管他川1投管によ

りかなり壊されていた。

２－Ｂ世の測赦枕を設i冊した。ほとんど

地111が残っていないので、調従区内には

飛地杭が打てない。作業は風I:lj対策のた

め土嚢穣みを実施した。

ｌ－Ｂ区の鯛査を終了した。２－Ｂ区は

風雨対紫を行った‘，

ｌ－Ｂ区の埋め鵬しとｌ－ＣＩＸの表土剥

ぎを実施し、２－Ｂ区のⅢ届を検出した。

ｌ－Ｃ区の表土剥ぎとiIlH1iを実施した‘：

ｌ－Ｃ区の測承杭を設i冊し、撹乱部分の

捌削を行った。

ｌ－Ｃ区の撹乱部分を掘削した。２－B

lXのⅢ．Ⅳ層を捌削し、過構を検出した。

ｌ－Ｃ区．２－ＢⅨの遺柵の掘削・完捌、

写典撮影、実測を実施した。

ｌ－Ｃ区は遺枇密度が尚いので、遺柵内

の測鎧枕を抜いた。２－Ｂ区は撹乱が多

く、抑放枕が調在'又内にないので、光波

測距儀による実測を開始した。

－４７－



28日

2911

3011

で運ぶのはかなり効率が悪いが条件的に

仕方がないと判断した。作業１１の安全に

は十分弧を付けて作業を実施した。

４区については隣で行われているＮＴＴ

の工耶が終わり次第、捌査に入ることに

なった。

測武杭を設置した｡調在区内の基準杭が

２本とも上下水道管の位世にあり、調従

区内には逃げ杭しか打てなかった。撹乱、

Ⅲ層を掘削した。

Ⅳ層を掘削した。

３区の遺構を検出し、遺櫛の掘削．完掘、

写真搬影を行い、実測を開始した。

４区の表土剥ぎを実施した。以前あった

処物の地下室が存在し、約半分が調従で

きない。

４区の環境整側を行い、Ⅲ層を捌削した。

Ⅳ屑を掘削した。

４区の辿構を検出し、遺構の掘削・完掘、

写真搬影を行い、実測を開始した。

２－Ｂ区の調査を終了した。

２－BIXの埋め展しを完了した。

２－Ａ区の表土剥ぎとI淵を区内盤備を

行った。

２－Ａ区の測飲杭を設股したｃ

Ⅱ
Ⅱ
Ｈ

肥
妬
調

3111

【８月】

７１１ ｌ－Ｃ区の遺櫛捌削にかなりの時間を要

することがわかり、さらに’一Ａ区をまだ

残している状態なので、終了予定の９｝１

２日には間に合わないと判断した。調従

終了を９月27Ｈまで延期することにした。

２－AIXの撹乱、Ⅲ・1V届を掘削した。

２－Ａ区の遺柵を検出した。

２－Ａ区の遺櫛の掘削・完掘、写真搬影、

拠測を行った。

２－ＡⅨの調在を終了し、埋没符の業粁

に現腸を引き渡した。

ｌ－Ｃ区の調炎を終了した。

ｌ－ＣｌＸの埋め展し、１－Ａ区の表土剥

ぎを実施した。

ｌ－ＡｌＸの表土剥ぎ、廃土置き場の盤備

を行った。

３iｌ

７Ｈ

ｌｌＨ７Ｈ～８日

９１１

１２１１～ 2511

2211

第Ｖ章春日地I型第３次捌在の成果

2811

2911

3011 【11月】

引き続き３．４区の遺柵の掘削・完掘、写真搬影、

実測を行った。

12日４区全体を完仙I'し､土1Ｗ観察川として西

側に深堀トレンチを入れる。

1911３区全体を完棚した。

2011～28Ｈ遺物整理及び図而整理を行った。

29日残務整理を行った後、綱査を終了した。

【９月】

２１１

３１１

６１１

１３１１

１－Ａ区内を油冊し､撹乱を掘削した。

測最杭を設世し、撹乱、Ⅳ層を掘削した。

辿構検出を実施した。

’一ＡⅨの調炎を終了した。来年度捌従

予定の一部約130㎡を１０月から引き続き

I淵査することになり、手続きを始める。

１－ＡⅨの埋め展しを典施した。これよ

り月末まで図、終理に入る。

１７１１

【10月】

１１１ ３区の菱土剥ぎを行ったが、現上下水道

符が２ケ所走っており、その部分の調従

を断念した。

今回の,淵交区は非常に狭く、廃ｔ置き場

を調査区内につくることは難しいため、

迩車通りを挟んだ合同命叩前の県所有地

まで巡ぶことになった。交通fitが多く横断

歩道まで遠いので、一輪車を使って人力

－４８－



1s芯糾

○
Ｎ
。
“
釦

。）

Ｉ

Ｃ
③
。
②
“
１
Ｎ
シ
宮

、

○
寸
⑩
⑳
画

SDO24

SEOzll

SKOO7

靴
SDO40

Ｓ目０５５ ～_～_～_

④
ｐｆ

ダ

ｐｆ

ダ

塁這＝
＝全へ

1区

SKO58

SKO23

SDOel

↓

○
い
②
”
“
１
月
矛

ハ
ヒ一

●s芯糾

第Ｖ軍春日地Ⅸ鮒３次調代の成果

０

０ワ

亀の！〕
~』品

も｡心SKCO2
錨

韓

SKO63

、

。

『7）
!』こﾐjＩ

段一

Ｌ』

、

。

第１図調査１区・２区遺構配置図

ﾐﾆ； Ｃｊ

Ｓ＝1／200

.f些冒~23440

－４９－

SKO15

砦一三一一一一一一

０

○’
○

○<］ １０ｍ
ＳＫＯ６１



○
○
卜
⑳
“
Ｉ

§

i↓４区④
。
、
⑮
”
“

０

Ｘ=-23510

+一

Ｘ=－２３５１５

イー

Ｘロ-23520

←

Ｓ=1/200

０ １０ｍ

一 一一一一一

Ｘ画一23530

←

３区 SKO7D

蕊Ｖ章群ロ地区節３次鋤在の成果

5ｍ０

噸
・
吟
蔚
虹

－５０－

第２図調査３区・４区遺構配詞圃

Ｓ＝1ノ1００ 一一一一一一一一一



第Ｖ章イポ11地Ⅸ鋪３次捌盗の成鵬

(､j・法は検出面で,１１.測したものＩ (lii位：、）

遺構名 遺描番号 平面形 長軸 短軸 断面形 深さ 備考

SKOOl 略円形 2.02 2.02 怖状 0.85

SKOO2 災〃形 １．５９ 0.94 略台形 0.83

SKOO3 ､IfII1形 1.47～ 0.53～ 略台形 0.30 約1/2が撹乱されている

SKOO7 削り形？ 1.42～ 0.69～ 台形？ ０２１ 約１/2は洲ｲ削又外にのびる

SKOl5 fiIIj形？ 1.31 0.46～ 台形？ 0．１１ 約１ﾉ2は洲在Ⅸ外にのびる

SKO20 不確円形？ 0.67～ 0.61 略台形 0．１８

SKO23 略腿ﾉj形？ 1.67～ 1．０２ 台形 0.21 ＩｌＩｌｊ端が伽,'iLされている

SKO29 略I【l形 1.12 0.97 略二刈形 ０．３６ SKO30を切あ

土堀
SKO30

SKO36

略桁円形

不終円形

1.17

2.26

0.78

2.05

略台形

略二角形

０．２６

(1８

SKO37 略腿方形 １．６２ 0.85 略台形 0.43

SKO39 〃形？ 1．０１ 0.67～ 不I1i台形 0.20 約1/2は洲州><外にのび為

SKO52 略円形 １．８８ 0.50～ 不碓台形 0.82 約'’'2は糾在Ⅸ外にのびる

SKO58 略方形 2.14 1.40～ 略台形？ 0,25 約1/2は捌椛Ⅸ外にのびる

SKO59 略柑円形 ０．８４ 0.34 台形 0.17

SKO60 略附円形？ 1.92～ 0.56 不正台形 0.66 一部分が批乱されている

SKO61 ifIII形？ 1.91 0.87～ 略台形 O‘''1 約1/2が批乱されてい為

SKO63 削り形？ 1９８ LO7～ 略台形 0.32 約''2が批乱きれている

竪穴住居跡 SIO1７ 略ﾉﾉ形？ L7７ 1.32 略台形 0.30
SKOO2に切られ、批乱されてい

る。約1/2が残存している

井戸跡
SEOll 略円形？ 3.65～ ２．００～ 段をもつ簡状 2.95～

約'''2を検川、掘削１１１能な深さ

で止めている

SEO55 不幣方形？ 2.20～ 1.50～ 段をもつ怖状 2.30～ 洲在区外にのびる

SDOO4 略及方形 １．８３ ０．３２ 台形 0.】６

SDO21 略及方形 1.55～ 0.26 略台形 0．１４ 一部分が批,IiLされている

SDO24 略災方形 5.20～ 0４５ 台形 0.26

溝跡
SDO31

SDO32

略腔方形

if状

‘1.61～

952～

1０７

1.33～

略台形

深い11Ｍ

0２５

0.62

SKO39が切っている

SDO33 |f状 8.82～ 深いⅢⅣ 0.96 SDO32が切っている

SDO3‘１ |F状 9.21～ 段をもつ略台形 1.86 SDO33が切っている

SＤＯｌＯ 略艮方形？ 3.37～ 1.46～ 略台形？ 0.65 釣l/2は調在Ⅸ外にのびる

表１１区検出遺構一覧表

(､j･法は検出面で‘汁測したもの） 【Iii位：ｍ】

遺構名 遺描蕃号 平面形 長軸 短軸 断面形 深さ 備考

SKO28 桁円形 0.78 ０．５２ 台形 0．１２

SＫＯ‘(５ fiIIl形？ 0.33～ 0.38 台形 0．０８ 約:/2を他の世Ｉ から切られている

SＫＯｉ６ filIl形？ 028～ ０．５４ 台形 ０．１１ 約2/3を他の辿州 から切られている
士壌

SＫＯｌ７ 不 災方形 0‘58～ 0.56 台形 0.20 約1/3をSKO50から切られている

SＫＯ･'９ 不惟附円形 0.56～ 0.61 台形 0.12

SKO50 細り形？ 0.67 ０．５０ 台形 ０．５４ 約１/2を他の遺構から切られている

満跡 SI)0ｲ２ 柵状 2.58～ 088～ (台形） 0.55 他の遺術から切られている

不明遺柵 ＳＸＯI‘！ 隅九三角形 1.20～ 1.18 台形 0.52 凡器椀片が出'二

表２２区検出遺構一覧表

－５１－



寵Ｖ章ｲｆﾛ地Ⅸ第３次,淵ffの成采

(､j法は検出liliで,汁洲したもの） (Iii位：、）

造 澗名 遺柵番号 平面形 長軸 短軸 深さ 備考

SKO66 不幣111形？ 0.96 045～ 台形 050 約1/2は洲企区外にのびる

SKO67 不維方形 １．２０ ０．８６ Ⅲ状 0.20 領恵器ＩｌＩ上

SKO70 儲IT1形？ 0.66 0.‘1８ Ⅲl状？ 0.3Ｊ 約3ﾙiは,醐盗区外にのびる

SKO71 fil1l形？ 0.97～ 1.25～ 台形？ ０．４１ SKO66に切られ、１１怖区外にのびる

SKO72 §稚桁円形？ ０．９５ 0.37～ 〔･字状 0.50 約１/2はiJul在区外にのびる

SKO73 ''1形？ 0.74 0.66 Ｕ'ｉｆ:状 0.62

SＫＯ7.1 円形？ 0.60～ Oj6～ 深いM1状？ 0.30 SKO75に切られ､１１脚f区外にのびる

ＳＫＯ７５ 梢円形？ 0.57～ 0.30～ 深い皿状？ 0.30 捌在区外にのびる

SKO76 隅丸方形？ 1.22 0,67 台形 0．１９ SKO67に切られている

ＳＫＯ７７ 不整方形？ 1.13 0.47～ 2段掘り 0.3
約1/2は閥在区外にのびる小･Ｉ‘1.

片出土

ＳＫＯ７８ 隅丸方形？ １．３３ 0.70～
深いⅢl状で、ほ

ぼ中央に凹み
0.35 遺物出上

SKO80 隅丸方形 1.10～ １．０２
深いⅢl状の２段

掘り
０．５１

土壌
SKO81 階円形？ 0.37～ 0.56～ 【､字イ ０．４３ SDO69に切られている

SKO83 ｲく雛方形？ 0.58～ 0.15～ 深いIIluLP ０．Ｍ～ 約2/3は,iＩ 在Ⅸ外にのびる

SKO85 隅丸方形？ 1.12～ 0.53～ 不雛台形？ 042 約1/2は剛 盗区外にのびる

SKO87 不雛柵11形 ０.ｲ0～ 0.20～ 深いⅢ状？ 他の過仙に切られてい‘る

SKO88 不整方形 0‘･１５～ 0.36～ 浅いlIll状？ 0.13
他の遺拙に切られ、調交腫外Iこの
ぴる

SKO89 情Iリ形？ ０，８５ 0.34～ 不雌台形 0.42 撹乱され、，捌伽X外にのびる

SKO90 不整方形？ 0.80 0.56～ 略台形？ 0.31 SDO69に切られている

SKO91 不撚方形？ 1.20～ 0.40～ 台形？ 0.16～ 他の辿柵に切られてい為

SKO93 不整〃形？ 1.30～ １．２５ IIll状 0.24 他の辿柵に切られている

SKO95 方形？ ０.‘12～ 0.30～ 台形？ ０２９ SKO90に切られている

ＳＫＯ９７ 不幣桁Iリ形？ 0,60～ 0.40～ Ｕ'i:状？ ０４２ SKO81に切られている

ＳＫＯ９８ 不整梢円形？ 0.38～ ０４７ 深い皿状？ 0..13 SKO97に切られている

SKO99 円形？ 0.90～ 0.17～ 深いⅢl状？ 0.20 SKO78に切られている

ＳＫ１００ 僻円形？ 0.93～ 0.6,1 深いllI状 0.17 他の巡Ｈｆに切られている

竪穴住居跡
SIO9４

SIllO

隅九方形？

方形？

1.27～

２５０

2.22

2.00～

淡いⅢl状

深い皿状

0．０６

０．３０

SKO93に切られ､I洲在区外にのびる

他の遺柵に切られている

ＳＤＯ６５ 状？ 5.69～ ２ 略台形 0.56 調充区外にのびる

ＳＤＯ６９ 4.95～ 略台形 0.50～ ,淵究Ⅸ外にのびる

SDO8i 淵 Ｇ？ 3.50～ 0.72～ 深いⅢl状？ 0.15 他の遺柵に切られている

洲跡
SDlOl

SDlO2

'Ⅱ

'胴

ＬＰ 3.65～

２．１０～

1.0.1

0,82～

不紫台形

２段の深い皿状？

０．５８

０．６２

SD103 ,｢<明 不明 上府断1mで確謎

SDlO4 柵状？ 62～ 0.70～ 深いⅢ【状？ 0.18

SDlO5 不明 不明 -k牌断IiWで確認

表３３区検出遺構一覧表

(､｣.法は検lMliで‘汁illIlしたもの】 (iii､位：、）

遺構名 遺楢番号 平面形 長軸 短軸 断面形 深さ 備考

土塘
SKlO6

SK107

不稚〃形

方形？

O‘63～

L30～

0.64

0.95～

略台形

略台形

0.24

0.31～

,１Ｍ州ﾉ<外にのびる

他の巡櫛に切られている

表４４区検出遺構一覧表

－５２－



第２節調査の成果

１基本土層

１Ｍ：撹乱･表土層である。

Ⅱ肘：近世～近代の終地肘で、褐灰～IlNf褐色を呈

し、シルト質である‘

Ⅲ牌：古代～中世の遺物包含層である。照褐色の

シルト蘭である。

Ⅳ肘：古代～''１世の迩物包含暦で、Ⅲ～ｖ肘の漸

移肘であるｃ

Ｖ肘：黄褐色土府である。

Ⅵ1Ｗ：黄色細砂珊である。

Ⅶ1Ｗ：灰色の粘土質の暦である。鉄分が沈蒜する。

Ⅷ１Ｗ：暗オリーブ灰色の粗砂届である。

Ⅸ肘：にぶい甜色粘土層で、粘土と細砂のラミナ

が兄られ､鉄分が沈荊する。

Ｘ肘：にぶい黄樋色粘土1Ｗで、粘上と細砂のラミ

ナが見られ､鉄分が沈綿する。

ＸＩｌＷ：H論if灰色細砂肘で、1,.部にｌ～３Cl､同色粘

土が堆穣する。

ＸⅡ肘：にぶい此Ki色粘土層で、上部に蹄Ilf灰色細

砂のラミナが兄られる°

皿胴：暗オリーブ灰色の細砂府である。

献肘：オリーブ灰色の粘土1Wであるｃ

ＸＶ肘：黒色の細砂届である。

ＸＷ：にぶい黄褐色の粘土肘である。

２遺構について

各辿櫛の形状、大きさ聯については表ｌ～４，遺

柵から出土した遺物の詳細については表５～８のと

おりである。

ここでは、主な巡構の特徴的なことについて肥述

する。検出辿柵土肘注記は表９～12のとおりである。

(1)１区の過構

遺栂分布状況

１区の通櫛分布状況を見ると、７条の柵跡がほ

ぼ北西から南東の同じ方向に伸びており、切I)合

い側係が碓忍できる。櫛跡が伸びる〃IilIに、現ＭＩＩ

性があると考えられる。

井戸跡２基が,卿森区の北東隅に、竪穴住居跡１

第Ｖ章作日地Iえ鋪３次凋侮の成果

基が凋査Ⅸの西側に寄った箇所にある。ｔ蛾は調森

区の全域に分布している。

竪穴住居跡

ＳＩＯｌ７

遺櫛のほぼ中央部は水道神によって破壊されてお

り、さらにSKOO2によって切られている。遺柵の残

存状況は恐い。北側端部に髄を作っている｡主桃穴

は北東部と南西部の２鵬しか確認できていない（第

３図)ｃ
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覆土(Ⅱ)層の'ず面から銅銭５枚が亜なって出土した｡
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る（第５図)。

出こした銅銭は１．２が洪武通瓶、３が元符通
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ＳＫＯ６０

床、の片方端部に、ビット状の掘Ｉ)込みがある
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片が大半で、少敢の13111:紀中頃～後期の１１f磁片が混
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土状況を観察すると、饗は支脚として仙川された
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半～９世紀棚半のものであろう。（第12図）
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Ｃ，
一

（
つ
ぐ
②
［
）

つ
。
③
師

LＣ
ａ

＝

卜
。
詞
一

（
ｃ
・
④
一
〉

Ｃ
・
○
錦

つ
崎
一

急

当ぎ

（
殉
・
ぬ
）

坪
『

（
色
・
守
一
）

鐸
蹄
＝

（
窄
塑
）

誌
鍵
款
苓 垂 塗 塗 垂

華
や
運
隼
二
や
運
逢
華
に
億
遁
裁
麗 垂 津 珪

幸
仁
這
患 途
雲
仁
這

ばし･

翠
言
持 津 逢

華
に
運
塗
篭
当

孟
騨

斐
塁
当
‐

韮
謹
屋
判

錘『誌
域当

菱
澄
半

蓋
還
判

斐
塁
弓

韮
罰
票
屋
判

誇
垣
料

謹
拒
拭詑

迂弓

幸
霊
料

菱
罰
票

ヨ菱

判

蕊
漫
菩

韮
罰
蕊

鐸幸
蕊皇

蕊
埋
当

圭
李
一
塁
叩
一
山

詫
劃
票

●

圭

今

輩
屋
判

奪噸
鯛繭

（
今
詞
）

（
一
卸
）

（
副
詞
）

（
》
鈍
）

（
ぬ
和
）

（
宰
斡
）

（
卜
討
）

へ

雷
一

（
⑤
鈍
）

へ

勇
一

（
一
男
）

（
斡
向
）

（
め
雨
）

（
守
鈴
）

（
唖
鈴
）

（
④
再
）

（
ト
碗
）

（
毒
舜
）

一、

:９３
ー〆

（
。
》
）

陣墨
帥固

唖
雨 罰

唖
詞 将 馬

心
和

②
的

○
園

、
軸

RＣ
ＧＵ

Ｃ
ｅ､り

④
割

t－
ＣＪ

卜
雨

卜
悶

卜
鈍

西
園 罰 認 詞

坤
討
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表９過桐土而註記表（１）

第Ｖ亙存日地Ⅸ第３次調先の成果

咽存反
退栂

番号
層順

＋扇鮮

士飼名

妃

士色陶号
特徴

lⅨ

(輔３脚）
SIOl7

①
’
２

③

f・I,’

蹄褐色 'ルト質

略掲色 'ルト質

褐色シルト質

し至り甑く、粘性０１１。

明髄褐色細砂がJ1:常に多く入る。三角堆揃．しまI)中、帖件小、

炭化物蝿じりのPMい理-1:が災中して②の卜・部に入っている『，

｢I，赤色粘土を多く含む。しまり強めのBIO，粘性強めの中.〕

(輔４側）

SKOO3

SKOO7

SKOl5

SKO23

②

B’

、
ノ

）

(6)

(1)

I）

３}

肌褐色シルト

オリーブ醐色細砂

肌褐色シルト

オリーブ削色細砂

縄灰色シルト

灰伐褐色シルト

糊灰色シルト

峡批褐色シルト

略褐色シルト

明黄禍色細砂

肌褐色シルト

1M掛色シルト

褐灰色シルト

l珊伐間色細砂

Hue

Hll

Ilue

IIU

Ｈｕｅ

Ｈｕｅ

IＩｕｃ

IIue

llue

Ｈｕｅ

Ｈｕｅ

IIue

Ｈｕｅ

IIue

ＯＹＲ３/'1

P5Y6/４

ＯＹＲ３/Ｉ

5Y6/４

ＯＹＲ４/１

ＯＹＲ５/２

ＯＹＲ５/１

OYR4/２

OYR3/３

OYR6/８

ＯＹＲ３/２

ＯＹＲ３/１

ＯＹＲ４/１

ＯＹＲ６,'８

しまり中、粘性'１０‘

しまり１１，粘性ﾘリ 照脚色ｼﾙﾄが若干雌じる｡

しまりOII、粘性中 オリーブ哉色細砂が約40％鵬じるｃ

しまりJlI、粘性ﾙリ 照褐色シルトが岩干拠じる。

しまり111、粘性中 焼」 をわずかに含む”鉄分がオヤド沈聯する。

しまり人、粘性中 焼二１ 、炭化物をわずかに含む，

しまり火、粘性蚊 炭ｲ’ 物、白色粘土ブロックを勝I:含む“

しまり大、粘性110 焼-Ｉ 、側黄褐色細砂を騰干含む。

しまり火、粘性'1１ 焼』、災化物、明黄掛色細砂を含む”

しまり火，粘性110 褐灰色シルトプロックを約40％含む。

しまりｉＩ１、粘性中，微細な脱化物、ｉ:師器片、伐苗色細砂のブロックをわずか

に含む：

しまり''１，粘性OII･明競褐色細砂のブロックが批じる。炭化物を蒋干含む。

しまり111、粘性中。明戯脚色細砂のブロックが1:より多く拠じみ

しまり111,粘性小。照褐色シルトのブロックが多く鵬じる『、

(輔５図）

SKO29

ＳＫＯ３０

SKO36

SKO37

SKO58

（１）

【２Ｊ

3ノ

①
－
２

(1)

(2)

３）

帆）

(5)
一
’
一

(2)

(3)

､Ｉ）

２
’
一

３１

－
４
・

,''5〉

灰尚褐色シルト

間灰色シルト

褐灰色シルト

灰色シルト

胸灰色シルト

糊灰色シルト

1M褐色シルト

灰此褐色シルト

1M褐色シルト

灰胸褐色シルト

灰髄褐色シルト

櫛灰色 'ルト

細灰色 'ルト

肌褐色 'ルト

蹄褐色 'ルト

1M褐色 'ルト

明黄褐色細砂

明就褐色細砂

IIueＯＹＲ４/２

IIueOYR4,'１

Ｈｕｅ OYR4/１

Hue25Y4/１

Hue25W/'１

IIuelOYR4/１

IIuelOYR3/１

IIuelOYR4/２

HuclOYR3/２

IIuelOYR4/２

IIuelOYR･1,'２

HuelOYR5/１

IIuelOYR4/１

IIuelOYR3/２

IIuelOYR3/３

IluelOYR3''２

HuelOYR6/８

IIuelOYR6/８

しまり大､粘性中:,明繭褐色細砂のブロックが鵬じる，炭化物を芯干含む１

しまI)火、粘性中．黄色細砂のブロック、微細なｋ師片が捉じる。

しまり１１０，粘性中。明批掛色細砂のブロックが鵬じる。

しまり大、粘性中。明哉糊色細砂のブロックが混じる。

しまり大、粘性中《

しまり大、粘性中‘,鉄分が沈着する｡

しまり火、粘性中。撹色細砂のブロックが約１５％拠じる。

しまり大、粘性中。黄色細砂のブロックが約30％拠じる

しまり大、粘性中《，黄色細砂のブロックが約15兜批じる

しまり大、粘性中。黄色細砂のブロックが約40％混じる

しまl)火、粘性中,炭化物を含む。マンガンが沈箭する

しまり１１１，粘性中．灰白色細砂がわずかに汎じる,，鉄分が沈箭する!:：

しまり111、粘性110：灰甜色細砂のブロックがわずかに混じる』

しまり火、粘性110．明前側色細砂のブロックがわずかに混じる９

しまり大､粘ｆＭ,。’ﾘ伽褐色細砂のプﾛｯｸがわずかに混じる,焼土､炭化物を街む・

しまり大、粘性小。暁上、炭化物を含む。

しまり中、粘性小。鼎禍色シルトのブロックがわずかに呪じるｃ

しまI)中、粘性'１０。照出色シルトのブロックが鋤より多く呪じる，

(輔７例）

SKO59

SKO60

ｓＫＯ６１

ｓＫＯ６３

,1

IＺｌ

1.1,'

２１

(3)

↓
一

(5)

６１

l）

''２）

1M幽色シルト

IⅢ黄褐色細砂

脹伐褐色シルト

肌掛色シルト

蝋色シルト

1M掲色シルト

明衡褐色細砂

M褐色シルト

褐色シルト

ﾘl髄褐色細砂

M褐色シルト

Iﾘ噸褐色細砂

IIuelOYR3,'２

HuelOYR6/８

IIuelOYR4/２

HuElOYR3/１

HuelOYIt2/１

IIuelOYR3/２

IIuelOYR6/８

lIuelOYR3/1

lIuelOYR3/Ｉ

IIuelOYR6/８

I1uelOYR3,'２

IIuelOYR6/８

Ｌまl)中、粘性中上明髄褐色細砂のブロックが呪じるｅ粉状のｆ帥片を含む。

Ｌ主i〕110、粘性１１１。蝿褐色シルトのブロックが鵬じる。

しまり大､粘性中二明枇間色細砂のプﾛｯｸが呪じる』粉状のl輝片､燐化物を街む1二

しまり大､粘性火二明尚褐色細砂のプﾛソｸが混じる。粉状のＩ Mj片､炭化物を含む≦

しまり大､粘性中Clﾘljii掛色細砂のﾛｯｸが混じる､粉状のｌ 切片､炭化物を含む。

しまり中、粘性‘１０コ枇色細砂、明尚仙色細砂のブロックが鵬じる。扮状
の-t師片、炭化物を含む。

しまり中、粘性1１ ､茂色細砂、明枇褐色細砂のブロックが肥じる。

しまり中、粘性J１ 炭化物、土師片が混じる。

しまり１１０，粘性1１ ‘明箭悶色細砂のブロックが混じる尋

しまり'1'、粘性【Ｉ ，ｉⅢ前掲也細砂のブロックがilもじる｡

しまり中、粘性小。明黄悶色細砂のブロックが約・10％雌じる亀粉状の
上帥片を含む。

しまり中、粘性小”Ⅲ糊色シルトのブロックがわずかに出じる･

(輔８脚）

ＳＫＯ３９

SDOOL1

sDO21

SpO31

'１

１２Ｊ’

''３』

<・１

lⅢ

(1)

2ノ

（１）

!'明

'風|

(_･Ｉノ

(瓦

蹄褐色 ,ルト質

1W褐色 ,ルト質

蹄悶色シルト質

略幽色シルト質

側灰色シルト

肌褐色シルト

閏灰色シルト

柵色 ,ルト質

M悶色 'ルト質

褐色 ,ルト質

蹄細色 ,ルト質

哨側色 ,ルト質

IIuelO1｡Ｒ+'１

IIuelOYR3/２

IIuelOYR4/１

断拙価細肪混炭化物、’'1帖ｔ含む．しまり中、粘性小マ

)の苗褐世細砂の荊合がかなり助える。しまり中、粘性小，

!より蹄めの略柵､黄褐色細砂わずかに混じる。炭化物､Ｉ‘１帖-t含む二
に比べしまり強めの810、粘性中。

(3ｊ‘の黄禍色細砂の荊合がjW1える。《l;に比べしまり強めのr１帖ｔを含む．
粘性中。

しまり 1$、粘件1１１，

しまり

多く包
'１，粘性中‘，炭化物、灰白色粘士のブロックが鵬じる，土器１１．を
琴する｡

しまり大 帖件中綜‘MMhli細世細砂のブロックが批じる。土器片を少IIi包含する

出幽世釧砂混。炭化物、ｒ1帖上、止師片含む。しまり中、Ｗｉ性中。

Hの苗拙世細砂の荊合がかなり叩える。しまり小、粘性小

I]と1画のⅢ、蹄褐色と茄細色がｌ：１位で混じる。

l)より昭めの蹄柵色シルトに黄間色細砂拠じる。しまりは(1)より刺め
')中、粘性も弱めの中億

$>とほぼlldlじだが、しまり.粘牲比に中。
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表１０遺構土層註記表（２）

第Ｖ章祥１１地区第３次調礎の成果

調査区
巡柵

希号
層順

土府駐記

土層名 圭角記号
特徴

】Ⅸ

<輔９例）

1Ｋ

<輔１０Ⅸl）

２区

(輔111叩

３Ⅸ

伽12例)
SIllO

３区

(輔13脚）

３Ⅸ

(鮒１１脚）

SI)032

SDO33

ＳＤＯｌＯ

SIIO41

SEO55

ＳＫＯｌ７

ＳＫＯｌ９

Ｉ

(２

３

】

<２

③

皿、

Ｉ

:２）

３＞

１

(2)

ｆ３｝

１

声､

､｡

(６．

【７

ＩＨＩ

】､
り
宮

３）

,l）

堀

(6)

皿

皿
1２

恥

唖

Ｉ

１

Ｓ

９

111制色シル1，

lli1f褐色シルＩ

Iﾘ職褐色訓砂

略出色シルト

賠褐’

I‘り

｜明

防渦ｆ

灰枇褐色シルト

渦灰色シル!、

渦I火色シルI，

にぶい鮒u色シルト

JM禍色シルト

ＩMIM色シルト

I州１４色シルト

肌渦色シルト

|鮒u色シ‘

蹄禍色シ‘

肌側色シ

|ﾘＭｌＴ褐色；

肌褐色シ

Ⅲ渦色

｜Ⅱ‘柵色

｣Ｍ潤色

陥劉色

ｌＷＩＭ色シ‘

１Ｍ間色シ』

１Ｍ淵色シノ

｜肌色シルト

lilWM色シルト質

蹄褐色シルト質

脳

ﾘliNt褐色細砂

間色シ

間色シ

純

シルト

シルト

l色細砂

ﾕシルト

シル!、

1,1、

レト

１，１、

Hll砂

レト

レト

レト

レト

レト

|,I、
しＩ，

レト

レト

ルト

11uGlOYR3/３

IIll〔､ｌＯＹＲ３/３

lI11elOYR6/８

lllK1lOYR3/jｌ

1１

１１１

1111(hlOYR‘l/３

IIuelOYR3/２

111IcIOYR3/２

111K｡IOYR3/２

I1uelOYR3/２

Hue

1111

…

IuGlOYR3/‘１

hlelOYR3,１

I11GlOYR6/８

IuelOYR3/３

llGlOYR5/１

ＯＹＲ３/Ｉ

ｌ０ＹＲ６/８

ＯＹＲ‘1,2

ＯＹＲ４／１

ＯＹＲ３/３

ｌ０ＹＲ３０'３

l0YR3/２

10YR6/８

ｌ０ＹＲ３/２

l0YR3/２

ｌ０ＹＲ３/２

IOYR3/２

ｌ０ＹＲ３/３

I0YR3,３

ＯＹＲ３/２

10ＹＲ３ｑ‘･Ｉ

lOYR3/１

ｌ０ＹＲ３/１

lOYR7/１

しまりlli，洲'|ｉＩＩＩｏ１ﾘj州M色；111砂のブロックがf1･il&じゐ。上器片を
姓も秒<包含する。

しまり大、粘性中
を包含する。

W職褐色細砂のブロックが約109｡混じる。‐'二器ハ

しまり'''､繍俄小崎悶色ｼﾙﾄのプﾛｯｸが約'0蹄批じる｡｣:雛ｌｉｌを少1,t包含する－

しまり火、雨7FIl1SKO37の影騨か鉄分が沈滞するｌＩｌ池細砂、Iﾘ職褐色
細砂､オリーブ灰色細砂のプﾛｯｸが汎じる。炭化物、１:IIli片の粉を含む、
しまり大、粘性11ｉ
しまり大、粘性巾明く''i褐色細砂のブロックが:Mfl祝じる

しまl)'１１，１ilill;小。郷M仏シルトのブロックが約3()(“&じる。

しまI】大、粘性中。Iﾘ峨側色細砂のブロックが汎じる。厳化物、粉状の
上師片を含む。

しまり''１，帖‘|'kII1oIﾘlilWM色細砂のブロックが混じる。

しまり中、粘性小鵬禍色シルI､のブロックが拠じる。

しまり中、粘惟11＄ｉｌｔ色細砂のブロックが汎じる

しまI〕大、Ｗｉ性中。焼上、炭化物を含む。上器片を大賊に包含する

しまりﾉこ、粘ﾔﾋ人。焼土、炭化物、灰白色粘-11省を火1,tに含む『将に~ド部
は灰が堆涜している。ｋ器片を火{itに包含する

しまり中、粘1'li中。焼土、炭化物を含む。F部に灰が堆積する。土器片
を火M:に包含する。

しまり中、粘性中。焼.l:、炭化物を含む。ド部に鵬が堆祇すあ。．k器ハ
を大蹴に包含する。

しま})''１，粘ﾔＭＩｏＩﾘ峨掛色訓砂、批色細砂のプ【.Iツクが汎じる。

しまl)''１，粘性１１１明茂禍色細砂、批色細砂のブロックが③より多く汎じる，

しまり大、粘性中ニメＩ

粉状のｋ師片を含む。

しまりﾉ<、粘性’

しまりﾉ<、粘性’

しまりﾉ<、粘ﾔ’

しまり''１，粘性’

しまり中、粘性’

しまり大、粘俄’

|しまり火、粘ﾔk’
しまり大、粘性’

し室り

しまり’

m曝和Ⅱ

しまり’

しまり'

しまり’

|しまり中、粘性

|＃鰐ｼ細鵬Ｉ諦聯i:炭化物､'卿'i,小さな白色洲：

洲'’

lｌｌｉｆｌ

ｌ１ｌｌｆｌ

粘刑

粘・1１

粘刑

8つ

8□

1。

1口

DＣ

ＩＣ伽

ＩｏｌＩｔ１

ｍｅ側

'室明批掛色細砂のブロックが狐じる
【

】･ｌＩｌ１ｉ色細砂のブロックがWf･剛&じる
中。

中。蛍色細砂のブロックがわずかに混じる‘

111。

大。保水性が商い。

Ｗｕ色シルトのブロックカ

lilY褐色剥砂のブロックカ

色細砂、禄灰色剥砂のブロックが混じる炭化物、

細砂のブロックが汎じる

細砂のブロックが'1,より拶<混じる

細砂のプﾛｯｸが群干汎じる｡

期砂のブロックが苫'二

訓砂のブロックが16)より秒<混じる。－

剛砂のブロックが⑳より多く汎じる。

&じる。

脳じる。

&じる。

1１

Ｈ

、

ＳＫＯ５０

ＳＤＯ１２

SXO4４

SKO78

SKO99

SKO67

SKO76

Ｉ

Ｉ

■
夕

『

⑪

〆

】

・

ダ
Ⅲ 1M禍色シルト

M潤色シルト

|M褐色シルト

、１

II11elOYR3'２

IIuelOYR3'２

LIelOYR3･'１

一一‐Ｐ画一・・マロ･ロヮー‐ロ一己・～・ー~D･▽０”夕－－一一二二・少哩一．‐Ｕ

しまり!'』、粘惟中。批色細砂のブロックがMf干拠じる。灰''1色粘土､焼
土、扮状の．t師片を含む。

しまり'１１､洲''ｿ''｡iﾘI洲潤色細妙のブﾛｯｸが腿じる｡灰１１幽紬':､艇｜化物、‘扮状の上師片を含む＝

毒I示粘癖河破恥細砂のブロックが’より多く混じる。扮
状の上師ﾊｰを含む。

(】》

f２

(1１

/２１

ＩＩＪ

Ｉ

１
Ｊ

叩
〆
》

'１】

２：

(帥

ｌ、
■

Ｐ
ｍ
Ｍ

,６

１１！

叩
』

(1ノ

２〉

1M|M色シルi,髄

Ⅲ渦色シルl､髄

蹄褐色シルト質

略禍色シルト髄

AI‘蝋色シルト蘭

M‘拙色シルト賀

醐隅色剥

尚灰色シ

肌掲色シ

渦灰色シ

渦灰色シ

渦灰色シ‘

J灰色シ

｛渦色シ‘

(間色シ

(悶世

(|仙色シ

I砂

レト

，卜

レト

しＩ

レト

ルト

′Ｉ

1，１

レト

しＩ

1１１

111

IIu《'10YR3／

Ｈｕｅｌ

111

111

uc75Y

ue7L5I

clOY

elOY

elOYR,I，

elOYR5ノ

IOYR3,'１

LOYR3/２

lOYR3,'２

Ｍ／Ｉ

l/１

炭化物、土Ⅲ|iﾊ．、白色粘土ブロック含む。全体雨に雌池細砂混じ為
しまI)'|】、粘性中

黒潤色シルトにi蝿色剥砂多雌に混じるしま1ﾜー ﾎﾏー 可子Wi弓小

翫覇雨症ﾙ跡混じり再i》満天息．ああi宛流汚諾汚謡。
しまり８１１，１ili性ｌよ')強めの中
熟褐色シ
まIj(2)よ

黒禍
な内

茂棚
幸
江

１
）

しまり

しまＩ

しまｉ

しまＩ

しまり

しまりＩ
プロッ2

し叢りＩ

しまりＩＩ

シルト伽二明醐禍色細砂がｊ
枯士ブロック含む。しまl)Ｉ

洲砂に肌褐色シルトがわずン
画一‐←ーエニニニ･－－一一~■Fﾛ-･戸夕守.▼ー凸夕型一・口Ｐｕ

'大、粘惟'11．腿化物、粉状の土師ﾊ･を念む。

~‐~一一~~~~~マーーーーローー"一一ﾜｰ･.~･･･"己。~･＝ニニーーと二"~~、"〆、白.二二一

'大、粘性１１'。ＩﾘIjf淵色細砂のブロックが脱じるｃ

粘性’

粘惟『

、袖ｆＭ’
、粉状ｃ

納惟【
ローマ字一ﾜ.ーニーーロー画一‐巳伊Ｆ画守”~一

１，１iIi{'k巾。灰1.1世柚.I:のブロックを含む。

-ー一一一Ｆー‐”ー一口－，‐．一二二二一Ｕ

七明１W褐色細砂のブロックが混じる念---一
自焼.l:が混じる。
一ー一宇一産一－－

．１ﾘ１１１'t禍色細砂のブロックが汎じる。灰''1色帖|:の
上師ﾊ｡、炭化物を含む‘

昌明側褐色剥I砂のブロックが拠じる

f々 に汎じる災化物、ｌ獅片､ﾉj下~吾
i、粘性中。
に混じる。
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表１１週構土層註記表（３）

第Ｖ章御I地Ⅸ鋪３次‘卿在の成鵬

劉査区
過桐

番号
届噸

十冊鱗

土囲名

妃

士角記号
特徹

３

(輔15ｌｘI）

SKO66

ＳＫＯ７１

ＳＫＯ７２

ＳＫＯ７３

ＳＫＯ７･Ｉ

ＳＫ

ＳＫＯ７７

ljl

｡〃

'３１

'１

５

(6)

イト

８

(９’

（１.’

－
２
一

(３）

'･Ｉ

l」

1２

'３，

棚,,

1１１

『ワ

(３

、

２

３’

(１）

DＪ

(３）

'４’

灰1Mi褐色シルト

狐間色 'ルト

Ⅲ間色 'ルト

掲色 'ルト

蹄褐色 'ルト

栂仏 Ii士

烈州色 'ルト

侭色粘土

栂色粘上

褐版色シルト

拠渦色シルト

珊批倒色細砂

賠柵色シルト

暗掛色シルト

略褐色シルト

明枇柵色細砂

蹄褐色シルト

熟褐色 'ルト

掛色 'ルト

にぶいjWI色シルト

胤禍色 'ルト

掛色 'ルト

明尚悶 』細砂

胤禍色 /ルト

間色 'ルト

黙褐色 ,ルト

褐灰色 'ルト

褐灰色 ,ルト

禍灰色 'ルト

明伐縄色細砂

IIu《PlOYR‘ﾙ'２

I1uClOYR3 U》

ＨｌＭＯＹＲ３

ＨｕｔｌＯＹＲ３
リ
】

ＨｕｅｌＯＹＲ３

Ｈ１IC7.5ＹＲ７ ６

Ⅲ雌７５ＹＲ３

}Iｕｆ７５ＹＲ７ ６

Ilu⑱75ＹＲ７/６

Ⅲu《PlOYR4/１

IlucOＹＲ３

Ｈｕに OＹＲ６ ８

Ｈｕｃ OYR3,'･１

Ｈ１肥 ＯＹＲ３,'.１

llllcＯＹＲ３/‘１

IＩｕｃ ＯＹＲ６'８

Ｈｕじ ＯＹＲ３'３

Ｈｕｃ ＯＹＲ３/２

Ｈｕ畦 ＯＹＲ３/２

Ｈｕｃ ＯＹＲ４/３

IIueＯＹＲ３/２

IIueＯＹＲ３,'２

Ｈｕｅ ＯＹＲ６''８

llueＯＹＲ３''１

Ｈｕｃ ＯＹＲ３,'1

Ｈｕｃ OYR3/Ｉ

HueＯＹＲ４/Ｉ

Ｈ皿ャ ＯＹＲｌ,'１

HlIcＯＹＲ４/Ｉ

HucＯＹＲ６/８

しまり111、稲恢'１１．叩j繭閲也細砂、尚色細砂、緑灰色細砂のブロックが
ilもじる，

しまり人、稲TIﾐ110‘‐防状のｋ帥片、炭化物を含む‐ブロック状である

しまり火、粘牲'11“コンクリートのように硬くしまる粉状の１２師ﾊ｡、
炭化物を含む

し壬I)11U，Ｗｉ倣人一ブロック状でボロボロ刷れや寸・ぃ

しまり人、稲惟火,二粉状の上師片、炭化物を念む「

しまりIIJ、粘椛火』粗砂馳が脱じる”

しまり人、稲職人皇プロ･』ノク状である。粉状の土師片、炭化物を含む〆

しまり111、粘柱埠棚砂粒が捉じる二

しまり１１０，粘性火,。棚砂粒が混じる，意似l的に全miに貼り付けられて
いる唇，

しまI)人、粘性０１１此色細砂のブロックが勝I言混じる‘焼ｔ、炭化物を
合む．

しまりOII、粘性中､』明批尚色細砂のブロックが好Ｉ:ij&じる、

しまり０１０．帖牲中”照間色シルトのブロックが雌じる！

しまり０１１、粘性中L､明黄悶色細砂のブロックが芯干批じる．粉状のI：
lMj片、炭化物を合む・

しまり11'、粘性中一明此脚色細砂のブロノクがＩより多く捉じる：粉
状の土師片、災化物を含む，

しまI)''１，粘性1１８，明iMi褐色細砂のブロックが： より多く拠じる，

しまり中、粘性小暗褐色シルトのブロックが１ 干拠じるく

しまり中、粘性１１１，明繭褐色細砂・出色細砂のブロックが混じる,炭化

物、粉状の土師片を含む“

しまり中、粘性111」伐色細砂のブロックが脱じる。

しまり'13、粘性111”尚色細砂のブロックが２より少なく混じる

しまり中、粘性111”俄色細砂のブロックが捉じる．

しまI)中、粘性111！

しまI)中、粘性１１１明批掲色細砂のブロックが勝干捉じる蔦
しまり'１１、粘性小皿掛仏シルトのブロックが汎じる‘，

しまり''1、粘性'11,

しまり中、粘性810‐明髄倒色細砂のブロックが蒋干混じる億

Ｌ主Ｉ)中、粘性111‘明茄細色細砂のブロックが蝿じる

しまi〕IIB、粘性111“粉状の-Ｍm片、焼化物を奇む谷

しまり‘I'、粘性中￥明黄褐色細砂のブロックがl汗拠じる星,峡、粉状の
k師片を含む動

Ｌ主り111、粘性''1‘．’ﾘ1㎡柵色細砂のブロックが脱じる‘！

しまり011．粘性811‘糊灰色シルト・１Ｍ間色シルトのブロックがu＆じる‐

3Ⅸ

(第16脚）

ＳＫＯ８０

ＳＫ鵬１

SKO89

SKO90

SKO87

SKO95

SKO97

ＳＫＯ９８

ＳＫｌＯＯ

ＳＩＯ9.1

ＳＫＯ９３

ｌｆ２

３

Ｉ

(１）

２

３１

'、

･》

３:’

ワ,，

l’

'２’

１３’

'２

:３

,:２

':３

ワ，’

１１’

２

』'

,,ワ

３

#｢恥

戸
⑩
’

拠悶色シルト

肌尚色シルト

明哉幽色細砂

尚色細砂

M褐色 'ルト

M褐色 'ルト

ﾘ】尚掛 』細砂

M褐色 'ルI、

Ⅲ悶色 'ルト

枇色Ｉ I砂

禍色 'ルト

M褐色 ,ルト

胤細色 ,ルト

Ⅲ細色 'ルト

肌掛色 'ルト

隅細色 ,ルト

吸掲色 'ルト

!(褐色 'ルト

!(間色 'ルト

褐色 'ルト

色 'ルト

A掲色 'ルト

‘(間色 'ルト

A褐色 'ルト

褐灰色 ,ルト

褐灰色 ,ルト

黙細色 ,ルト

褐阪色 ,ルト

)M拠色 'ルト

咽枇脚色細砂

Ｈｕｃ

IIue

Ｈ１肥

Ｈｕ（

IIue

Ｈ１肥

HuC

Ｈｕｃ

Ｈｕｅ

IIu（

lluC

IIue

Ｈ１肥

Ｈ

Ｈ１肥

Ｈｕｃ

Ｈｕ心

IIue

IIue

Ｈ１肥

Ｈ１Ｉｃ

IIuc

lIuc

IIue

IＩｕｃ

Ｈ１肥

Ｈｕｃ

Ｈｕｆ

llue

lluE

ＯＹＲ３/２

ＯＹＲ３/２

ＯＹＲ６,'８

2.5Ｙ8'６

ＯＹＲ３''２

OＹＲ３２

ＯＹＲ６/８

ＯＹＲ３/２

ＯＹＲ３/２

ｌ５Ｙ８/（

ＯＹＲ３／

ＯＹＲ３'

ＯＹＲ３’

ＯＹＲ３′

ＯＹＲ３／

ＯＹＲ３／

ＯＹＲ３／

ＯＹＲ３／

OYR3／

ＯＹＲ３,′

ＯＹＲ３／

ＯＹＲ３,２

()ＹＲ３／

ＯＹＲ３／

01.Ｒ４，

ＯＹＲ４／

ＯＹＲ３'２

ＯＹＲ１/１

ＯＹＲ３/２

ＯＹＲ６'８

しまり111、粘性恥明哉褐色細砂のブロックが混じる‘暁上、隣化物を
含む。

しまl)中、粘性110」明茄褐 細砂・伐色細砂のブロックが捉じる□

しまI)中、粘性１１１鵬褐色 ルトのプロックカ 混じる

しまり火、粘性''１「胆褐色 ルトのブロソクカ わず力 二汎じる,‘

しまり中、粘性'''1．明前悶色細砂のブロツクカ 肥じる

しまりＢｉI，粘性中二明菰掲色細砂のブロツクカ わずか こ#もじる

しまり110、粘性収11,(禍色シルトのブロツクカ 約.109,6批じる二

しまり１１０，帖付中ハ枇色細砂のブロックが藩１ 雌じる、

しまり011、粘性‘１１._‘f色細砂のブロックが１:』 I)多くilとじる

Ｌ主i】火、帖竹810‘蝿掲世シルトのブロックカ 出じる

しまり火、粘性'11“明繭褐色細砂のブロックカ 拠じる

１－主iD-jk-軸fI:111,．明茜細世細砂、醐色細砂のブロックか唾じゎ。

I‐主iDI1I-軸件中、

１－主l】111‐軸竹中‘，耐世剥1砂のブロックが溝１．i兇じる

１－主I】111．軸ﾔﾄ:中,‘‐崎世細砂、ＩﾘIjT刑色細砂のブロックか礎じゐ:言

I‐主i)１１１．帖俳中，耐仏細砂のブロゾクが満１．雌じる‘

I‐主ｉ)１１１．帖件111‐廿仏細砂のブロックがｒｆｌ･礎じる‘

ＩキＩ)111．粘俳111,、剛苗柵仏細砂のブロックが約40W〕１１＆じるロ

１－主Ｉ)巾一帖件'１１明苗魁世細砂のブロックが蒋十此しわ二

ｌ主l)IIB、姑付中，IUI髄細世細砂のブロックが約踊qRiD鵬じゐ」

１－主ｈ111．岬i排111‘鮒世細l砂のブロックがわずかに蝿じる【

しまり'１１、粘性‘１１１ﾘＩ黄細色細砂のプロゾクが清子肥じろ粉状の-12
師片審介む‐

I生Ｉ)111、粘俳'11,醐世細砂のブロックがi児じる息

Ｉキ＄｝巾．岬｡枠111

Ｉ全Ｉ)B#８－帖什巾Ｉ珊俄畑世細砂のブロックが雌じる

ｌ主I〕大、粘俳中

しまり火、粘性‘181ﾘＩ茂褐色細砂のブロックが婿干拠じる．炭化物、粉
状の-ｔ師片を含む

１－主ｌ】大一帖刊冒810‘明枇拙也細砂のブロックが府十雌じる．

１－主Ｉ)大、粘俳011‘、明苗柵世細砂のブロックが雌じる‘

しま})大、粘性叩掲灰色シルトのブロックが藩干捉じる二‘欺けが沈
艦する
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表１２遺柵土層註記表(4)

篭Ｖ章イ創l地区筋３次調ｆの成衆

畑査区

(輔17図）

３Ⅸ

(鋪18図）

‘I区

(輔20脚）

遺構

帝

SKO85

SKO88

SKO91

SDO65

ＳＤＯ６９

ＳＩ〕10.1

ＳＤｌＯ５

SDlOl

SＤＩＯ

SDlO3

SK106

ＳＫｌＯ

府順

①

２１

③

(リ

『
ワ
厚

■

､I)

〈1；

(2)

③

‘1］

⑤

‘Ｉ

②

③

。',

③

絶）

F屋魁

、ダ

,Ｉ。

②

③

①
F･八
Q～

１１

②

③

①

①

②

③

①

①

⑳

①
『
Ｊ
勺
戸

①

②

③
１
．

土層註記

±層名

褐灰色シルI、

渦灰色シルト

Iﾘ職間色細砂

Ⅲ灰色シルＩ

蹄褐色細砂

11W褐色剥砂

閲灰色シルト

渦灰色シルト

灰此褐色シルＩ

明批褐色細砂

|皿'Y褐色細砂

にぶい批禍色シルト

1.1‘(褐色シルト

､色シルト

Ⅲ褐色ｼﾙﾄ

Iﾘljf潤色細砂

蹄糊色シルト賀

贈褐色シルト質

蹄褐色シルＩ

昭褐色シルト

1Ｗ褐色シルト

I肝褐色シルト

$灰色シル１

M褐色シルト

M褐色シルト

M褐色シルト

M褐色シルト

M褐色シルト

｛褐色

Ｉ褐色

鵬褐色シルト

1,1褐色シルト

Ⅱ褐色シルト

M褐色シルト

1.WM色シル!、

IjA褐色シルト

ｑ褐色シルト

|ＭＭ色シルト

間色 ソルＩ，

:/ルト

ｼルト

十雀記号

lluelOYR‘l/１

IIuclOYR‘I/Ｉ

lIuelOYR3/２

lluclOYR･’１

IIuclOYR6/８

IluclOYR‘1/１

I1uelOYR3/３

IIuGlOYR3/３

IIuelOYR3/２

IIuelOYR3/２

l1uelOYIR3/２

lIuelOYR3/２

】IuclOYR‘l/１

IIuelOYR4/１

11uelOYR,l/２

IIuelOYR6/８

l1uelOYR6/８

IIuelOYR4/３

lIuelOYR3/１

lluelOYR3/1

HuclOYR3,'２

IIuclOYR3/２

II1IclOYR3/２

llue7､5ＹＲ３/1

IIu〔17.5ＹＲ３/1

lIuelOYR3/１

lIuelOYR2/１

11uGlOYR3/２

】IuelOYR3/２

IIuGlOYR3/２

IIllelOYR3/２

IIuelOYR3/２

11uelOYR6/８

IIllelOYR3/３

IluelOYR3/３

IIuelOYR3/３

IIuelOYR3/３

特徴

しまり大、粘性中。炭化物を含む。

しまり大､Ｗ耐i'｡'ﾘMf褐色訓砂のブロックが汎じる。炭化物､粉状の
土lMiﾊ･を含む。

しまI)火、粘性中。Ｉﾘ職褐色細砂のブロックが泥じる。

しまり大､粘性中。Iﾘ職褐色細砂のブロックが蒋干混じる焼上､炭化
物を含む。

しまり中、粘性中。渦灰色シルトのブロックが汎じる

しまり大、粘性中。Iﾘ職褐色細砂のブロックが勝干拠じる。粉状の上
師ﾊ｡、炭化物を含む(，

しまり中、粘性小一蹄褐色シルト、明出褐色細砂のブロックが汎じる。
粉状の土師ﾊ．、炭化物を含む。

しまり大、粘性中。（i)よりシルト質で汎人物はjUi似している。

しまり中、帖性中。蹄褐色細砂が混じる。粉ｵノ

しJﾐり大、Ｗｉ性中。Ｉﾘ峨悶色細砂のプロックカ

しまり大、粘性中。ＩﾘIlM

しまり大、粘性中。明＃

しまり大、粘性中。Ｉﾘ脳

しまり大、粘性中。明此褐色細砂のブロックが提じる

しまりﾉく、粘性小。Ｉﾘ峨褐色細砂が約・10%混じる。明ｆｌ珊色細砂、Ｉｌｆ色
細砂のブロックが汎じる。

しまり大、粘性小。禍灰色

しまり大、粘性小,、渦灰色

しまり中、粘性中。ｌﾘ雌褐色細砂、ｉｌ１ｉ色細砂のブロックが混じる

しまり中、粘性中Ｌ

し針)中、ⅢIi性中。Ｉﾘj戯褐色細砂のプlTツクが昨F汎じる。

しまり中、粘性中・明出

しまり中、１１１j性中且ＩﾘＭＨ

しまり中、ｌｉｌｊ性中ｇＩﾘ職

しまり大、粘性中出色細砂のブロックがわずかに混じる。扮状の-上
Ⅲi片を含む。

しまり大、粘性中。Ｉﾘ峨褐色細砂、ijf色細砂のブロックが若干汎じる
粉状の土師片を含む。

し叢I)'１１、粘性ｌＩ１ｏＩﾘ峨褐仏細砂のブロックがiI&じる。

しまり中、粘性中｜ﾘ蛾褐色細砂のブロックが約.10%汎じる。
‐‐‐マーーー･ﾏーー一声■■■■■■

しまり大、粘性【Ir。

しまり火、粘性中。娩土、炭化物を含む。

しまり中、粘性中明断褐色細砂のブロックが勝干混じる。

しまり中、粘性中。IﾘI1Ilf褐色細砂のブロックが汎じる。

しまり中、liIi性中。蝋褐色シルトのブロックが汎じる。

土師』

しまり中、粘性中。焼上を多く含む。

しまり中、粘性中ＩﾘI厳褐色細砂のブロックが携干汎じろ。灰I‘l色粘
上のブロック、炭化物を含む。

しまI〕中、粘惟中。灰1,1色粘l:のブロックを多く含む。

しまり中、粘性中。ｌﾘＭｆ褐色細砂のブロックが泥じる

i－，１‘1色粘土、炭化物含む。し室り中、粘惟中。

褐色釧砂、出色細砂のブロックが批じる。

劉色細砂のブロックが,勝．i二混じる。

潤色細砂のプＴＩツクが岬I祝じる。

Ｉ褐色細砂のブロックが汎じる。

シルトのブロックが汎じる。

シルトのブロックがわずかに汎じる。

の土師片を含む。

'&じる。
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第Ⅵ章存日地区第４次調査の成果

第１節調査の概要

１調査経緯

平成１５年度発捌捌赤に係る法手続き等は、以下の

とおりである。

文化財保護法（以「、「法」という｡）第57条の３

の規定に雌づく発捌皿知は、平成15年９ﾉｊ２ＩＩＩ､l･け

熊ｋ第709り･で熊水ﾘ‘Ｕ:Ⅱ'11から熊本県教帝腿あて辿

知され、教文第1236り･で熊本県教育災から熊本県知

ｲあてに発掘i淵在が脂ボされた。

調査依頼は、、ド成15年７月８Ｈ･付け熊土第709り・

で熊本県知班から熊本県教育災あて依頼があった

以後、法第58条の２節ｌ頂の規定に韮づく発州仙賊

辿知は平成15年l()ﾉｌｌＩＩ付け教文節1741り･で熊本ﾘ‘!《

数fj:庁文化課腿から熊ｲﾐﾘ,↓数fj:擬あて辿知により、

法雛59条第２項でWﾘ1jする鋪59条第１頑の規定に」膿

づく文化財発兄の辿知は平成16年１月2011付け数文

第2884号で熊本県教fjf良から熊本1打警察料足あて辿

知により、各々辿知された。

３調査舞渦

渦盗は、熊本駅北部線を挟み、南区及び北Ⅸの二

I淵在区に分割して笈施した。南区の調杏は平成15年

11ﾉjlOI1から､ド成15年12ﾉj221.1までの期間に、北〆

のi淵企は平成１５年ｌｌｊｌｌｌⅡから､ド成１６年lノｊ９１Ｉま

での川間に実施した｡

ｉ制えと北lＸとは迎統して炎ｔ利ぎを実施し、後、

揃区から掘削等の発州作業に聯手している。ｌｌＩｊ地Ⅸ

は並行して調盗が進行した時期があるが、これは肘

区が狭小な而蔽であることに似る

なお、当初は常llIjf、jWlIlII11j端がI淵喬担当となった

が、洲在の迅迎惟脈係のため、拙永、阿南、術;１行

氏の参加を得ることとなった，

また、報告;１１:作成に際しては、遺物実測ではﾉ’〈llhrjs

f、橋1-1冬美(非常勤嘱舵)、渡逢いわ子、川ｊｉ:lII久

ｆ、ｍ中知恵美(盤珊作難j1)、金偶器の保ｲf処理で

は今Ⅱ哩伎、梓川llli紀j亀(非常勤鵬託)、大塚トシj亀、

､ド川11噸(終理作郷Ｉ)、版細では工藤光美（終JIl1作

池｣）各氏の手を畑わせた。記して感謝I|'しｋげるｃ２調査体制

:本木世跡群の平成１５年皮発捌調在は､､ド成15年

11月lOpから､ド成16年ｌ〃９日まで実施した

なお、調在組織は以ドのとおりである。

凋査黄任者成瀬烈火（文化課長）

悶在総括断|k侭lIi｛（数育稀雛貝）

iJIi化欣一郎（文化財捌炎第甚係災）

i淵侭11当符１１１＃敬l：（1ﾐ任学妾貝）

jWIH1l1l:人（非鮒勤I##託）

柵永雅炎（非常勤嘱託）

阿南麻衣（非常勤嘱託）

稀制(ルｆ（非常勤嘱託）

発捌作業典抑方獅l:、小ⅡI須磨子、加雌利勝、

ｉＩﾘ111j:腿勝、小細.[洋子、’'1ｲi災糾j亀、

尚松北jL、述IlI災記、柵川久災j'．、

前111宏一郎、前田Ｈ出男、桜井昭j是、

武藤雅治、瀧川鞍、森川護、鯨川征jも

恥
識
び
ぷ
ぱ
」
拳

、
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覇Ⅵ章イ鉦1地区第.1次調ffの成烈
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第Ⅵ章券日地区鋪.１次洲在の成鵬

４調査方法

洲在に際しては、グリッド法及び分肺i発捌法を用

いた。

グリッドは、’1本iⅢ｣lu系に祁拠し、杵,iM張区内に

１０ｍグリッドを投定した。こ;'しは、既往洲在に際し

てＨ本測地系が用いられていること、既往調査のグ

リッドとの整合性を保つ必要があると考えたことに

１Ｍる措髄である。なお、グリッド股定に係る測逓業

務は、株式会社埋蔵文化財サポートシステム熊本支

脈に委託した。

土ｌＷは、包含肘、辿櫛jII1-kに分かち、それぞれを

１１本土色帳に準拠して肥録した。ｆＷの斜称は、大

別した叩iには上肺から１ル１，２ｌＷと卵川激宇を允て、

各ﾉ<別lltiを細分する場合にはヒル1からｌａ屑、ｌｂ屑

と英小文字を付加している。

各遺勝には、遺聯の郁別に応じ略り･を付し、さら

に、調在区の別、遺榊の祁別群を問わず、連番を付

加した。遺撒略号は、ＳＤ：洲、ＳＫ：土職、ＳＸ：そ

の他、を用いた。州上辿柵は、南区はＳＤｌから

SKl2まで、北区はSK31からSK43までが出土し、途

ＩＩ１の世椛番号13から30までは欠榊となっている。

第２節調査の成果

１概要

二本木遺跡群は、弥生時代からI1i代までの遺跡で

あるが、平成１５年度発掘闘柑Xが所在する春Ｉｌｌｊ．

ll近辺は、主に古代から'''11tの遺柵が存在する地区

である。

平成15年度は、古代から111'11:のｋ器聯を包含する

包含岬1及び中仙の逝椛を脈隠し、発捌した。包含肘

は近111:以降に形成されたものであり、I1i代の．t器等

と近代の陶磁器とが混在する。包含肘除去後、遺椛

確認面となるが、ｉＩ１１Ｉｌ:の遺物を包含した溝が主体で

あり、この溝を中世以降の-ｋ城錬が切る状況で確認

された、

２層序

二本木過跡群における既従IiMl森では、各洲在区で

雌本的なﾙﾅ序が異なっていた。これは、、11該地域に

おける開発行為の激しさに起り､Iすると考えられ、所

－８１－
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州地lIl肘である黄色シルト肘に達して初めて肘が一

致するような状況であるｃ

ｉｊＩえのルド肘序は、表土であるｌ届２韮礎コンク

リート聯を含む稚地肘、２屑：黄褐色細砂を鵬捌と

した包含肘、３１Ｗ：暗褐色シルトを韮調とした包含

紺、４Ｍ：黄色シルトを埜調とした地山１Wにより緋

成される。

北Ⅸの堆本1W序は、ｌ～２層、４肘はifjlXと概ね

''１じであるが、３刑は様相が異なり、３肘：黙褐色

シルトを鵬0淵とした包含脳となる。

なお、既往捌企との対応は、南区３脳が第１次捌

ffにおけるⅣ肘に対応し、４屑が地111職として共通

しているものと考えられる。

また、今Inlの椛告では層序凶等の掲戟に至らな

かった。これは、掲戦遺物を遺構出土遺物に絞った

ことの他、紙幅の蝋肘にも因るものである。

３週欄

(1)満（SD）

櫛は、Ｉ+jIXから３条、北区から７条、合iiI１０条

を確遡した。

ＳＤｌは、南北に走向する大溝である。5.65×2.75

ｍと帆が広く、埋十途中に硬化面も認められるた

め、切皿の道路として使用された時期もあったと

琴える“ＳＤ９を切る。

ＳＤ８は、南北に走向する溝であるｃ3.98×０．８１

ｍを測る｡

ＳＤ９は、東西に走向する溝である。1.90×0.60

ｍを測り、ＳＸｌｌを切る。

SD32は、南北に走向する溝である。9.12×1.27

ｍを測り、SD33を切る。

SD33は、東西に走向する満である。2.40×６．３１

ｍを測り、SD35を切る。

SD35は、南北に走向する溝である。2.44×1.33

ｍを測る。

SD37は、東西に走向する溝である。3.44×8.14

ｍを測り、SD32、ＳＤ３５、SD40を切る，

SD38は、南北に走向する溝であるｃ6.97×1.65

ｍを測るc

SD39は、南北に走向する大満である｡15.04×3．８５

第Ⅵ章春日地区第‘1次j測従の成果

ｍと'柵が広く、埋土途中に硬化面も認められるため、

切辿の道蹄として使川された時期もあったと考える．

SD38を切る。

ＳＤｌＯは、南北に走向する溝である｡5.80×1.17ｍ

を測る。

(2)土蛎（SK）

ｌ:職は、南区から６坐、北区から６雌、合計12ﾉＯＬ

川|:した。

ＳＫ２は、、ド而形が方形を呈する土塘である。

１．１４×0.72ｍを測り、ＳＤｌを切る。

ＳＫ３は、平面形が円形を呈する士脳である

2.05×1.05ｍを測る。SKl2と同一遺椴の､I能性が

あるが、ＳＸ６、ＳＤ８を切る。

ＳＫ４は、，F而形が楕円形を呈する土城である‘

059×0.92ｍを測り、ＳＫ５を切るｃ

ＳＫ５は、平面形が不終な長方形を品するｔ城で

ある。3.59×1.77ｍを測り、ＳＸ６、ＳＤ９、ＳＸｌＯを

切る。

ＳＫ７は、平而形が梢円形を呈する士城である。

0.63×1.15ｍを測り、ＳＤｌを切る。

SKl2は、平面形が円形を呈する士城である。

1.40×Ｌ７９ｍを測るが、ＳＫ３と同一遺構の可能性

がある。

SK31は、平面形が方形を呈する土城である』

SD32、SD37、SD38を切るc

SK34は、平面形が梢円形を呈する土蛎である，

1.39×Ｌｌｌｍを測り、SD38を切るc

SK36は、平而形が円形を呈する止城である。

0.67×055ｍと規模が小さく、ビットとした〃が適

切であった。SD40を切る。

ＳＫ‘11は、平而形が方形を鼎する土城と考える。

089×0.96ｍを測るが、遺櫛は調査区外に伸びてい

る｡SD40を切る。

SK42は、１４面形が方形を呈する土峨と考える‘

２．１５×0.86ｍ測るが、遺構は調査区外に伸びている。

SK43は、平而形が楕円形を呈する土城であるく

0.48×0.55ｍと規模が小さく、ピットとした方が適

切であった｡SD37を切るｃ

－８５－
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第Ⅵ章券日地区第４次調光の成果
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第Ⅵ童作11地Ⅸ鮒‘1次,MHi稚の成果
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特によく締まっている。蝿３肘は赤灰色粘土で、大

変固く締まっている。極少賊の灰オリーブ色の地111

ブロックを含み、赤褐色の筋が網Il状に入り込んで

いる。

SD39の埋土は３屑に大別した。理ｌ肘は、暗オ

リーブ褐色シルトに灰オリーブ色細砂の地山ブロッ

クが混じる。締まりはI|'秘庇、粘性も中程皮である。

埋２１Ｗは、オリーブ褐色シルトにオリーブ褐色細砂

の地山ブロックが混じる。締まりは'10税庇である。

埋３肘は、黄灰色シルトがiWiIw状に堆械し硬化面を

形成している。

ＳＫ２の埋土は２１Ｗに分1Ｗした。理ｌ胴は、ｌ火!ｉｆ

褐色シルトで粘性は弱いが、縦めて間く締まり、ｌ～

５cm大の灰オリーブ色の地111ブロックを多ｍ:に含む。

埋２層は、褐灰色シルトで粘性が強く、締まりは中

程度、２～３cm大の地山ブロックをごく少放含む。

ＳＸ６の蝿土は３１Ｗに大別した。塊ｌ肘は、略褐

色シルトで灰オリーブ色の地111ブロック（２～３ｃｍ

大）を少力t含む。細粒で締まりは殆ど無く、砂粒も

あまり含まない。理２肘は、賠掲色シルトにｌ～５

ｃｍ大の髄褐色ブロックを含む。埋３肘は、褐色シ

ルトで粘性が強く、よく締まり、地111ブロック等を

殆ど含まない。

(隣＄K3‘煮

瞥り-'巨
耐露呈

I、ごく,／ＳＫ４１

且ＬＦＪＫＩｏ豊冒，
ＥＥ'Ｌ=9.00ｍＧＧ，Ｌ=900ｍ

雲謬ＩＦ認

ＡｌＬ=9.00ｍ
●

(3)その他の週柵（SX）

櫛もしくは土職との判断がつかない遺構を、その

他の遺櫛として分翻した。その他の遺構は、南区か

ら３鵬、北区からＯ蝶、合汁３蝶出土したｃ

Ｓｘ６は、南北に走向する櫛状の遺櫛である。

5.37×2.20ｍを測るが、土職又は櫛の判別が困難な

ためその他の週櫛とした。

ＳＸｌＯは、不終形の避櫛である。1.54×1.68ｍを

測るが、土職と判別するには至らなかったため、そ

の他の辿柵とした。

ＳＸｌｌは、一部分のみが磯存していた遺構である。

0.82×1.51ｍを測るが、士職又は瀧の判別が困難な

ためその他の巡柵とした。

(4)過栂内の層序

次項に川土遺物を掲戦するが、掲戦遺櫛のなかで、

複数の埋土からの出土過物を掲赦した遺櫛について、

その巡柵内財形の概要を以下に記す。

ＳＤｌの肌土は３Ｍに大別した。埋ｌ層は灰褐色

シルトで、粘性、締まりともに弱い。粒子が租く、

0.5～２ｃｍ大の批褐色シルトブロックや灰オリーブ

色砂ブロックを含む。ｊＭＭ２用は灰赤色シルトで0.5

～１ｃｍ大のカーボン、灰オリーブ色の地山ブロック

を多く含み、粘性が強い。短軸方向の真ん中付近で

５ｍ０

第５図北区遺構実測図（SK）



一

瓦器15点、弧忠器43点、上師器126点、弥ﾉｋｌ器２点

である。なお、土師器には鯉１１ドヒ器５点、穿ｲL上器

６点が含まれる。

ｌ～13はＳＤｌ出土土器であり、ｌは雌３肘、６は

理２胴、その他は理ｌ肘から出土したｌは、磁、２

はlIf磁、３～６は須恵器、７～１２は土師器、１３は弥ﾉｋ

土器である含ｌは口唇部の軸を禿ぐ、１１禿の造りの椀

である。２は白色胎-kでｉ１Ｉｉ溌な軸薬の椀である。３

は坪捲、４，６は菱、５は壷、７～９は椀である。７

の底部は赫止糸切りの後、ナデ処理が施され、Ⅲ1mに

は指鋤E痕が残る。８の底那はIpll雌へラ切りの後、擁

いナデ処理が施される。１０は艶、１１は噸、１２はlili鉢

である。１３は黒髪式の誰脚部である‘

４出土遺物

出上辿物は、剛l1i器、弧忠器、凡器、I1f磁、白磁

聯の士器、ｌ:鍵群の上製1Wi、鉄器、碇銭雑の金鴨器

が出土した以上については、特徴的なもの209点

について側化し、孤別を問わず辿稀を付して褐戦し

ている。ｋ器･･一般については、辿柵がにとりまとめ、

恥ハ:上器、穿孔上器、上製1V,、金楓器については、

諏別ごとにとりまとめた

なお、この他、イiiW&虹勝聯のｲf器、Kir代の鉄搾、

脇'汁拶の動物遺体、近'11:の陶催器等も肌ｌ２している

が、紙|肺の蝋ﾙ１．により褐,股するにｲﾐっていない。

(1)土器

１～190はl器でああ‘，内側<は''1磁ｌ‘I』､(、Ｉ１ｊ:磁３点

第Ⅵ章御I地Ⅸ鋪.1次IJMfW)成果
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第６図土器実測図（ＳＤ１）
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１０ｃｍ

１４～28はSI〕32川･Ｉ：I:器であり、ｊﾘ１１Ｍから出土

した。Ｍ、１５は蚊忠器、その他は上師器である。１４

は縦、１５は坪、１６はﾊ゙ 杯、１７～27は椀である。１７の

底部は'１１１１膳へラ切りの後、憐いナデ処瑚が施されるc

l8の底部はIIil雌へラ切りの後、IIIi蛎ナデが施され、

さらに一方向へのナデによる底部処理が加わる。１９

の底部は'''''1戦へラ切I)の後、全休にナデを施すｎな

lml

お、１９は赤色土器であり、内面及び底部111央を除く

外1mに赤色泥を塗彩している。また、１９は蝋IIl:|器

である。２０～22は無色土器で、内lIiiに熟色処理が施

されている。２６の底部は回転へラ切りの後、底部継

辺に回転ナデ、底部中央はナデが施される。２７の底

部は回転へラ切りである。Ｉﾉ､j底而には賠紋状の横位

回転ミガキが顕著に施され、外1ｍにもI'il様のミガキ
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が確認できるｃ２８は瓶であるｃ

２９～37はSD33出土土器であり、蝿ｌ肘から出土

した。２９，３０は須恵器、３１～36は土師器、３７は凡器

である。２９は椀、３０は喪、３１は蓋である。３１は弧忠

器模倣坪蓋で、つまみと口縁端部を欠拙している』

32～34は椀である。３２，３３の底部は何転へラ切り、

34は回転糸切I)であるc35は移動式竃の可能性があ

る。３５の外面には丁寧なナデが施され、煤も付称し

ている。３６は蕊、３７は４脚を有する火鉢である。

３８～50はSD37HI土土器であり、皿ｌ肘から111土

したｃ３８は背磁、３９～43は須恵器、'１１～‘19は土師器、

50は弥生土器である。３８は灰色胎土で緑軸薬を施す。

39は蓋、４０，４１は坪、４２，４３は艶である、４４～47,

49は椀である。４４，４５の底部は静止へラ切りの後、

ナデ処理を施す。４６の底部は同職糸切り，４７は熱色

土器で、内面に黒色処理を施すc49の底部は、転へ

ラ切りの後、ナデ処理を施す。４８は艶、５０は黒盤式

の髪脚部である。

５１～61はSD38出土土器であり、理llifから111ｔ

した。５１，５２は須恵器、その他は土師器である’５１

は坪で、底部は晦止へラ切りで未調整である。５２は

斐で、口縁内面には自然袖がかかる。５３～61は椀で
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第Ⅵ章イド11地Ⅸ蛸４次‘叫従の成外Ｌ

１

第９図土器実測図（SD37）

第10図土器実測図（SD38）
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第12図土器実測図（SD39）
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第Ⅵ章春日地区第４次測在の成果
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瓶である。７７，７８は須恵器模倣坪蓋である。天井部

外Ⅲに横位の、砿ミガキを施す。７９～92は椀である。

79の底部は回転へラ切りの後、中央部にナデを施す。

所洲「板目圧換」が認められる。８０の底部は回転へ

ラ切りの後、回転ナデを施す。８１の底部は回転へラ

切りの後、中央部にナデを施す。８２の内面は丁寧な

ナデが施されるが、底部は回転へラ切りの後、中央

部のみを経<ナデる。この部分のみに所調「板目圧

痕」が魁められる。８３は底部を含む内外面共に回転

ミガキを施す。８４の底部は回転へラ切りの後、軽く

ナデる。なお、８４は赤色土器である。内外面に赤色

泥を雄彩している。また、８４は穿孔土器である。底

部''１央付近に穿孔を施す。８５，８９，９１の底部は回転

へラ切りの後、縁辺部を丁寧に、中央部を軽くナデ

る。８６の底部は回転へラ切りで、後処理を施さない。
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第13図土器実測図（SD39）

1２２

ある。５３の底部は瀞止糸切りの後、ナデ処理を施す。

所訓「板目圧痕」が謎められる°５４の底部は、怖止

へラ切りの後、軽くナデ処理を施す。５６はInlll瞳へラ

切り底部に付間台を付し、商台襲に職<回'賑ナデを

施す｡57,58は赤色土器である。間台裏を除き、内外

面共に赤色泥を雄彩している。６０，６１の底部は回転

へラ切りで、ほぼ未捌雛である。

６２～122はSD39出土土器であり、６３，７４～７５，７７，

８８，１０５，１１３は理２肘、１１１，６６，６９，９４，１２２は肌

３届、その他は理１１Ｗから出土した。６２～76は須忠

器､93,94,117,122は瓦器､その他は土師器である。

６２～65は蓋である。６２は宝珠形、６４，６５は翰形の

つまみを有し、６３はつまみが無く、盃みが鵜しい°

66～73は坪である。７４は商台付斑の商台部、浄版の

被せ蓋の可能性があるが不明である。７５は兜、７６は

、
、

、
、



、
、

切り離しの後、ｌＩ１Ｉｌ雌ケズリを施す。内liiiには仙位の

'''1kルミミガキを施す。９３，９４は火鉢である。

87,88の底部は回転へラ切りの後、縁辺部のみをナ

デる。９０の嘘部は静1ｔ糸切I)の後、中央部を軽くナ

デる。所洲「板11圧浪Ｉが認められる。９２の底部は
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第１４図土器実測図（ＳＤ】
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第Ⅵ章イ証I地Ⅸ鋪.1次測在の成架
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９５～108は碗である。９７は蝶色上器である。ＩﾉﾘⅢ

に黒色処珊を施す。１００～103は赤色上器でああ。

lOOは商台内と,(‘5台脇を除く外面及び内1mに、ｌ()lは

商台内を除く内外伽に、１０３は、騨部を含む内外1ｍ

に、赤色泥を旗彩する。１０２は内外面共に赤色泥を

雄彩し、塗彩後、内1mに横位の回転ミガキを施す。

１０５，１０６は間台貼り付け後に接合部をヨコナデする

が、間台裏11'央部にはナデが及ばず「板状１１弧」が

残存している。１０８は底部に穿孔を布する。１０９は伽

である．内而及び外liiiの１１牌端部から７mmまでの範

囲に赤色泥を雄彩する。１１０，１１１は瓶である。lllは

甑把手に内1mから刺突孔が加えられる。112,113は

鉢である。113は片11が付く。114～116は艶である。

１１７は火鉢でああ。IILIﾉ』形の休部４隅に'1｣雛形の

、
、

１＝

-ノ』

＃

－９６－

脚部を付す。１１８は,}Ｗ杯、119～121は鉢、122は州鉢

である。州１１は７条llii位である。

123～12‘ＩはＳＤ８川-上l器であり、埋２ル1から川化

した。123～12‘lは上師器である。123は腕で、底部は

回転へラ切りの後、’膝くナデる。12.1は蕊である

125～128はＳＤ９川ｋ土器であり、埋ｌルiから州

ｆした。125,128は凡器、その他は土師器でああ。

125～127は椀である。125は、外1ｍの腰部から庇

部にＭ』賑ケズリを施した後、間台を付ける。126の

底部は静止糸切りの後、未調盤である。127の底部

は回転へラ切りの後､雌<ナデる。128は鉢で､片I~１

を付す。

129～130はSD35Iハヒ土器であり、ｊ１ＭｌｊＷからIⅡ

ｋした。129～13()はIzlllIi器である。129～130は椀で

3Ｇ身”
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第16図土器実測図（SK）
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135は釧忠器である。135は坪である。

136～145はＳＫ２出土士器であり、１３７，１‘12は埋２

１W、その他は雌ｌ肘から出上した136はiir磁、１３７

～138は敏恵器、144は瓦器、その他は上師器である。

136は''1色胎上で緑色糊薬の椀である．137は蕊、

138は鉢である。139～142は椀である。139の底部は

糸切りが施される。142は赤色上勝である。内外面

に赤色泥を推彩する。143～14.1は羽維である。145

は紡錘'|[である

１‘16～''17はＳＫ３出上土器であり、ｊＩｌｌｌｌ付から出
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ある。129の底部はl11Il低へラ切りの後、’I附くナデる。

所謂「板状11｛痕」が残作するｃ

ｌ３１～133はSD《l()出土-t器であり、雌ｌルiから出

-こした。131～133は上師器である。131～133は椀で

ある。131の底部は糸切りの後、米,洲縦である‘１３２

は黒色I邑器である。Ｉﾉ1IiIiに黙色処J111を施す。133の

底部はlI1Ilhiへラ切りの後、ナデる。

134はＳＤｌ、ＳＫ２、ＳＫ３、ＳＫｌ２及びIfiⅨ４肘か

ら出土した。13.1は凡器であるｃｌ３４は火鉢である。

135はSXlOll1ヒヒ群であり、理llihiから川１名した｡

1局８



誠毎隷司

＃溌諺霊瀞Ｉ
＃、詞
上

、
､

lI8We

１６ク

ＩＣ

'二三
､

１Ｍ０

、

Ｉ ７
１
、

’

一一ミヨ．

－９８－

/／

、

1６９

第17図土器実測図（ＳＸ６】

／

／､

／

P

‐ラ
ノ
ダ 》トーで1６９ 、戸=ー牢

且

４

娘
1同８ 1７２

瞳一望

Mﾉﾙ|ﾙｸｿﾙＷ

蔵 、＜で二、
一ロー少宰

、=u)Eラグ′

１７Ｅ

7３Ｉ

『制６

ＣＩＴ

自気

F壷

そ

第Ⅵ承僻1地区第‘1次,ﾘﾘ１Ｗ)成果

０

j;:総i鍔講1…

Ｉ

、
、

１

1７

11K８

伽"MIll
源
、

I＆」
'１１

ｈ『

＝酉。＝
喜重

磯道議議，

１８弓、
／

11810

、、

,;;、

１７７



土した。146は弧忠器、147は須忠器に顛似した窯焼

成の土器である。146は壷、147は椀である。

148～149はＳＫ４及びＳＫ５出土土器であり、埋ｌ

層から川上した。148～149は土師器である。Ll8～

149は椀である。148,149の底部は'''11舷へラ切りの

後、経<ナデる。共に「板状圧痕」が脳められる°

150はＳＫ７１ＩＩ土土器であり、理ｌ肘から出土した．

150は瓦器である。150は火鉢である。

151～153はSKl2111土土器であり、ｊＩＭｌ制から出

-ｔしたｃｌ５１は弧忠器、その他は土師器である。１５１

は商杯の脚部であり、刺突により窓孔を穿つ。１５２

は小皿である。底部内而に黒く変色した部分が見ら

れるため灯IﾘjⅢと考えられる。153は赤色土器であ

るｃ間台内を除く外1m及び内面に赤色泥を雛彩する。

154～156はSK31出土土器であり、ｊＩＭｌ糊から出

上した。151は弧忠器、その他は土師器である。１５４

は壷、155は小1111,156は椀である。155の服部は回転

へラ切りの後、’'1央部をケズリ、緑辺部に板ナデを加え

る，156の底部はlul転へラ切りの後、継ぐナデる。

157～160はSK341I1上土器であI)、ｊＩｌ１ｌ肘から出

土した。157は緬忠器、160は瓦器、その他は-t師器

である。157は鉢である。158～159は椀である。１５８

は黒色土器である。内面に黒色処班を施す。159は

赤色土器である。坪部の内外面には全１ｍに、商台裏

は高台の内脇のみに赤色泥を雄彩する。なお、１５９

には墨番が付される。160は手培I）（火鉢）である。

、

､

〃

1８４

1８５

第Ⅵ章作11地lj<第４次調企の成果

161はSK42111土土器であり、jII1l肘から出土した。

161はI:師器であるｃｌ６１は椀である。

162～183はＳＸ６出土土器であり、162～163,173,

177は塊１１Ｗ、169,171～172,174,179,183は蝿２

肘、その他は埋３府から出-ｔした。162～166は須忠

器、180～183は瓦器、その他は|:帥器である。162は

機、163～165は高杯、166は艶である。167～174は椀

である。167～168の底部は1011帖へラ切り、169は榊

止糸きりで共に切り離し後のI淵桜を略している。

170の底部は回転へラ切りの後、緑辺部をナデる。

「板状圧痕｣が残存する。171の底部はl可転へラきり

の後、全体を丁寧にナデる。172は蝋色土器である。

内而に拠色処理を施す。175は11.1i坪、176～177は塾、

178は瓶である。178は甑把手に内1mから刺突孔が加

えられる．179は短頚壷であり、III部に印紋を施す。

180～182は描鉢、183は火鉢である。

(2)墨番土器

１９，１５９，１８４～186は型杏土器である。坐杏土器は

全点を褐戦している。

１９はSD32の理ｌ層、159はSK34の埋ｌ層、184は

北IXの３１Ｗ，185～186は北区の撹乱肘から出土した。

いずれも１当師器であり、椀であり、赤色土器である。

19の底部は川転へラ切りの後、令体にナデを施す。

なお、内、及び底部中央を除く外ｍに赤色泥を雄彩

している。また、墨書が魁められるが解読できない｡

1９ ９

鈴必'｡。。 １０cｍ

第18図土器実測図（墨榔土器）
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④

159は間台を有する。なお、坪部の内外面には全1ｍ

に、商台襲は高台の内脇のみに赤色泥を塗彩する。

また、商台裏には「杉本」と挫井を付す。184の底部

Iまへラ切りの後、回転ナデを施す。なお、内而に赤

色泥を縦布する。また、鋤Iドの一部が確認できる。

185は間台を有する。なお、内外面に赤色泥を蛾彩

している。また、高台裏には「政所」と墨諜を付す。

186の底部Iまへラ切りの後、怪いナデを施す。なお、

内面に赤色泥を塗布する。また、底部に「井」と蝋

脊を付す。

いる。外面からの打撃により0.5cm程度の穿孔を施

す。１０８は内外両面から打撃により0.5cm程度の穿孔

を施す。187は赤色土器であり、内外１ｍに赤色泥を

錐彩する。内1iiiからの打撃により1.5cm程度の穿孔

を施す。188は赤色土器でありiWi台喪を除く外而に

赤色泥を雄彩する。内面からの打撃により１cm程度

の穿孔を施す。189は外面からの打撃により0.5cm程

度の穿孔を施す。190は外面からの打嬢により1.5ｃｍ

程度の穿孔を施す。

穿孔は土器焼成後に、間接打繋法により施されて

いるｃ穿孔位悩は、必ずしも土器底部中心ではなく、

内面からの穿孔の場合は底面端から、外面からの穿

孔の場合は獅台または底部端から、２～３cm中心よ

りの箇所を進定している。

なお、穿孔土器は特徴的なものを選定し、掲戦した

ため、赤色土器の割合等は別途鋼森する必要がある。

(3)穿孔土器

椀等の底部に穿孔を施す例が確泌されたため、こ

の項を股けた。

８４，１０８，１８７～190は、底部に穿孔を有する土器で

ある。８４はSD39埋ｌ層、１０８はSD39埋１用、187,

190は北Ⅸ撹乱層、188は北区３吋、189は南区３肘か

ら出土した。いずれも土師器であり、椀である。

８４は赤色土器であり、内外1mに赤色泥を塗彩して

(4)士製品

191～195は土錘、196は土製IHIである。士錘は全

点を褐戦している。

191～192は北区撹乱層、193は北区表土、194は南

区３層、195は撹乱屑から出土した。遺櫛に伴う士

錘はない。

196は土師髄、素焼き、詳細不明の土製品である。

196はSD32埋ｌ刑から出土した。残存部は猪鼻に似

た形態をとり、筒部には断面が三日月形を呈する中

空部が注口状に1'1通している。土製玩具の可能性が

ある。

、

0８

、

、

8８

１

」
○，○②

１９１ １９２
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第Ⅵ章作Ⅱ地区第４次謝代の成果

０

第19図土器実測図（穿孔土器）

'

一
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－１００－

1９６

１０cｍ

第20図土製品実測図
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第21図鉄器実測図
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(5)鉄器

197～206は鉄製品である。197はSD38理ｌ肘、

201,203はＳＤｌ埋３１W、その他はSD39埋ｌ肘から

Ｈ１土した。

197～200は鉄釘である。いずれも断而四角形の角

釘で、釘.頭は平らに叩き概している。201～202は鑓で

ある。いずれも断面四角形を呈する。203～201は不

明鉄器である。いずれも帆１cm、厚み0.2cm秘度の平

板である。205は先端が二叉となった熊手形の鉄製品

である。206は弥生時代の摘嫌である。

(6)貨銭

207～209は貨銭である。207は南区６１Ｗ，208～

209はSD39皿ｌ府から出土した。207～208は無文銭、

209は兜永辿宝である。

ＣＣｉＱＧ②２０８
Ｒ）

、 q三夕

和<'０ 2０

第22図貨銭実測図

－１０１－

第Ⅵ章イiIII地Ⅸ第‘1吠調森の成肌



第Ⅶ章稀Ｈ地Ⅸ粥５次凋代の成果

第Ⅶ章春日地区第５次調査の成果

第１節調査の経緯

熊本県教育庁文化課は、平成11年５月１０日付け熊

土第433号で熊本県熊本土木ﾘＩ務所から埋蔵文化財

の予備調査依頼を受け、平成12年１月19～21日に埋

蔵文化財の確認調査を実施した。その結果、埋蔵文

化財の存在を確認したため、平成12年度より調在を

開始し、平成16年度調在簡所については、熊本県熊

本土木事務所より文化財保投法第57条３項の規定に

基づく発掘調在の通知（平成16年６月４日付け熊土

第3155号平成16年9111611付牧文第1090号）を受け

た。その後、発掘調従の期Ｈ等の協磯を進め、熊本

県熊本土木事務所より発捌捌在の依頼文と承諾i1I：

（平成16年９月24日付け熊土第3590号）を受け、文

化財保護法第58条第２項の規定に基づき、発掘調交

実施の通知（平成16年１０ﾉ１４１１付敦文第1866号）を

行った。そして、平成16年lOI112Hより発掘調在を

|肘始し、同年１２月lOHに終了した。遺物整理・報告

１０１:作成については、平成19年庇に行った。

第２節調査の組織

【平成16年度（2004）本調査】

捌森責任者島津義昭（文化裸災）

i淵在総括愈岡仲（鵬此補佐）

西住欣一郎（文化Ⅱｲ調森第二係長）

捌森那務局古、悪（i側災Ni佐）

欄杭正義（主幹蝋総務係提）

天野寿久（剛ｆ1ﾐﾘＩ）

小谷仁志（主任主'1{）

,淵従担当松村洋史（文化財保護主邪）

福永雅美（非常肋職、）

宮崎拓（非'附勤職貝）

【平成19年度（2007）整理・報告書作成】

終理寅任者梶野英二（文化,傑災）

桜理総括宗村士郎（敬育群i細l兼課長補佐）

江本ｒ'［（裸足補佐）

西住欣一郎（主幹雅文化財閥在第二係提）

終理躯務局高宮優美（主幹縦総務係長）

塚原他一（参りI）

整理担当

商松克行

松村洋史

加藤早織

(主任主耶）

(文化財保捜主ﾘＩ）

(非常勤職１１）

第３節調査の方法と経過

令1,1,,淵企を行った箇所は、二本木遺跡群の中で

も北端に位i冊する部分である。市巡の辿りに面して

いて災さ約60ｍ、幅は２ｍほどで、細災い捌在|Ｘで

ある。

，淵従は、まず菰機による表土捌削を行った。その

後、ｌｲﾊ坂仲投汁コンサルタントに委‘肥し、１１本測地

系のlIil土蛎標軸を使用する区画設定をした。Ⅸ画は

より梢庇をjWすため５ｍ×５ｍで股定した。

炎|州削後、満帰し遺構検出を行ったが、かなり

撹乱が多く難航した。遺櫛は土肘断mxI作成のため

半城し、似|面をとったあと完掘して平imlXIの作成を

行った。爽測図については、その一部を(抑九州文化

財研究所に業務委託を行ったが、朴捌代11が補足部

分報は随時iI}:き足しを行い、より輔皮の問いものと

なるように努めた，遺構番号は、避柵の性格に関係

なく迦し稀5.とした。なおＳＫ－２・’２．１３は、その

後の輔代で欠瀞とした。さらに、捌在Ⅸ全体の地形

怖報や週櫛配悩聯を知るため、地形測)1tを(抑九州文

化財研究所に委託した。また、空'1'写真搬彫も行い

たかったが、街中の狭い範囲であったので危険防止

の愈味も含めて今回は断念した。

発捌‘卿従は、平成16年１０月1211に11M始し、’０１年l2

IjloIIに終了した。その問の経過は、次の通Ｉ)であ

るｃ

【平成16年10月】

1211現場１１務所設世。発掘調森機材報の搬入。

1311現場ﾘ‘務所備品搬入。非常勤職１１のj伽Ⅱ直人

氏(現柚木町職員)来跡、指導を受ける。衣土

捌削開始。

1411桝崎拓氏、この日より調従に合流、

1511発掘作業貝による作業開始，

2011台風23号接近により作業中止｡幸い被杵は無し。

22112Ⅸ辿櫛検川開始。

－１０３－



第Ⅶ竃存Ｈ地区第５次凋従の成果

25日メッシュ杭打ち側始。

27日メッシュ杭打ち終了。

【平成16年11月】

４日ｌ区遺構検出開始。

lOH遺構実測開始。

12日３区遺柵検出開始。

ｌ６ＨＳＥ－９の掘削開始。大敵の土師皿が出土。

２区の完掘撮影終了。

25日ＳＥ－９完掘。

26日３区の完掘搬影終了。

30Ｈ２区の埋め戻し|刑始。

【平成16年12月】

２日ｌ区の完掘搬影終了。

６日３区の埋め戻し開始。

７Ｈ遺構実測終了ｃ

８日ｌ区の埋め戻し開始。

９日遺物や備品等の搬川。

１０日事務所の解体。i淵従終了。

第４節調査の成果

１基本土層（第１～３図）

今回の調査区の基本土肘は以下の通りである。本

調査区の基本土届は、８肺に分肘できる。上層より、

Ｉａ層からⅧ層とし、１Ｍを包含物の違いなどから

Ｉａ層とＩｂ層に分けた。この無本土肘は、すべて調

在区の南壁の土層状況を検付して作成したものであ

る。なお、今回の調炎区内の全域に対して、この進

本土暦は適用できる。

ｌａ届

Ｉｂ肘

Ⅱ肘

Ⅲ層

表土。円磯や砕打が混じる。住宅による

整地層。

表土。砂、焼土、漆喰などを敷き詰めた

整地層。

近世～近代の帖地肘及び掘削届と思われ

る。暗褐色シルト(IIuelOYR3/4)、褐灰色

（HulelOYR‘Ｌ'1)、蝋褐色細砂(Hue2,5Ｙ

3,''2)、黄灰色シルト(Huc2､５Y4/l)から成

るｃこれによる終地刷及び掘りこみは撹乱と

して扱っている。

黒褐色シルト（Hue7,５YR3／l)。

Ⅳ１Ｗ

ＶＭ

Ⅵ肘

Ⅶ1Ｗ

Ⅷ刑

－１０４－

しまり中、粘性中。Ⅳ刑をベースにして

褐灰色シルトと混ざりあう。小土器片、炭

化物を含む。中枇の遺物を含む。

瓢褐色シルト（HuelOYR3/2)。

しまり中、粘性中。やや砂賀、古代の遺

物包含屑。明黄褐色細砂ブロックが若干

提じる。上部の色調暗<、下部につれて

明るくなる。

明黄褐色細砂（HuelOYR6/8)。

しまり小、粘性小。しまり弱く、無遺物

肘（Ｖ層以下全て無逝物1Ｗ）上而が遺柵

検川面。

明批褐色細砂（Hue2､５Y7/6)。

しまり中、粘性小。同色の問くしまるブ

ロックとしまり中程度の細砂が混じりあ

う。

没黄色細砂（Hue2,5Y7/'4)ｃ

しまり大、粘性小。聞くしまる。

緑灰色細砂（Hue7,５GY6/l)。

しまり大、粘性小。さらに間<しまる。
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L=9.200ｍ

Ｌ=10.500ｍ
－Ｂ

Ｌ＝10.500ｍ

一・Ｃ,Ｂｏ･一 Ｃ･－
西 東

①褐灰色シルト（HuelOYR4/1）しまり中、粘性中。

Ⅲ価よりややしまりが弱い。明黄褐色細砂ブロック混じる。

圭器掘片、炭化物含む。

②褐灰色シルト（HuelOYR4/1）しまり大、粘性中。

瓜褐色シルト、明黄褐色細砂ブロック混じる。

圭器掘片、炭化物含む。

③両褐色細砂（HuelOYR5/8）しまり中、粘性中。

褐灰色シルトブロック混じる。Ｖ層が撹乱された士。

第３図２区・３区南壁土扇脈両図

L=9.500ｍ

第Ⅶ章券日地区第５次調流の成果

②
⑤

１ｍS=1/８０９－‘－」

①ＳＫＩ埋1c層瓜褐色シルト（HuelOYR3/2）しまり中、粘性中。

浅黄色細砂ブロック若干混じる。

②ＳＫ１埋1.層昭褐色シルト（HuelOYR3ﾉ3）しまり中、粘性中。

浅髄色細砂、にぶい黄褐色粘土ブロック混じる。

土器細片多く含む。

蕊|瀞…履…・

ＳＫ－７（第５図）

捌売ｌ区で検出した。平面プランは正方形に近い。

巡柵内に大きな撹乱があり、埋土の残りは悪いが、

２刑に分けられる。遺物はほとんどない。

２過柵

ＳＥ－９（鋪４図）

今回、この澗交区で検出された井戸跡はｌ雑であ

る。検出された位悩が調森区の際であったため、全

体の半分しか様子がつかめなかったが、完捌できた

ために復元することは可能であった。

平而プランの半分が、調査区外にある。推定で直

径約４ｍ、深さ約3.4ｍの井戸である。埋土は大き

く‘11Ｗに分かれていて、上から埋ｌ廟となる。埋l

lWiと肌３用は自然堆積による屑と考えられ、理２１Ｗ

は土器廃棄による堆積届と考えられる。埋４届につ

いては、埋め戻しによる堆穣府と考えられる。鯉３胴

からは炭化した種子を検出し、年代測定の結果､１０

世紀後半を示した。（詳細は４自然科学分析参照）

つまり、それ以前に井戸が廃棄され、中世に至る

過穏で徐々に埋まっていったと考えられる。

ＳＫ－６（第５図）

測托ｌ区で検出した。平面プランは桁円形。ＳＫ

－８を切っている。埋土は１層。遺物は、須恵器等

が出土。

E蕊Ｉ

ＳＫ－８（第５図）

洲在ｌ区で検出した。ＳＫ－６に切られる。肌土

はｌ師。ほとんどが調在区外にあるため、全体的な

プランは不明｡

－１０７－

－アスファルト舗装及びバラス
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Ⅱ

アスファルト鋪装及びバラス

第４図井戸跡（SE－９）実測図

しまり中、粘性中。明黄褐色銅砂ブロック多く混じる。出土週物は少鼠である。

Iａ

Ｉｂ Ｌ=９.500ｍ

Ｂ９

第Ⅶ章邪日地区第５次調在の成果

①埋１層…昭褐色シルト（HuelOYR3ﾉ3）しまり大、粘性中。黄褐色鍋砂ブロック若干混じる。土器銅片含む。

②埋２層…褐灰色シルI、（HuelOYR4/1）し座り中、粘性中。灰、炭化物、焼土が混じり間を蝿皿にもなしている。

明黄褐色鍾砂ブロック混じる。遮物多畳出士曽

③埋３層･･･黒褐色シルト（H鴎7.5YR3/1〉しまり中、粘性中。明黄褐色銅砂ブロック多く混じる。出土週物は少鼠

④埋４層…オリーブ灰色細砂（Hue5GY5ﾉ1）しまり小、粘性小。質褐色綱砂ブロック混じる。

週物はわずかしか出土していない。

Iｂｂ
皿

－－－－、弓

①｡A161

1ｍ

S＝1/４０－一

②

磯

③

０



Ａ・

Ａ・

ＳＫ－７

箸
つ

撹乱
、

一①

。Ａ,

Ｌ=9.400ｍ

一・Ａ！

影

⑪埋１層･･･黒褐色シルト（HUe7､5YR3/1）

しまり中、粘性小。

②埋２暦…黒褐色シルト（HL吟7.5YR3/1）

褐色の地山砂ブロックを多く含む。

しまり中、粘性小。

０

Ｂ・

Ａ・-－－

Ａ・－

第Ⅶ章券Ⅱ地Ⅸ第５次凋森の成果

ＳＫ－６ＳＫ－８

L=9.400ｍ

－－－・Ａｌ

豚

励埋１層…褐灰色シルト（Hue7’5YR4/1〉

褐灰色の地山砂ブロックを含み、

直径２～３mmの檀色粒、炭化物粒、

明褐灰色粒などの細粒を含む。

しまり中、粘性小。

Ｂ・

L=9.400ｍ

。Ｂ，

励埋１暦'･･褐灰色シルト（Hue7,5YR4/1）

しまり中、粘性小。

１ｍ

Ｓ＝1／４０－－－－－－↓

第５図士塘（SK－６．７．８）実測図

ＳＫ－ｌ４（第６図）

調査１便で検出した。ほとんどが撹乱に切られて

いるため、プランは不明であるｃ深さもほとんどな

く遺物も少ないｃ

ＳＫ－ｌ５（第６図）

調査ｌ区で検出した。ＳＫ－ｌ４に切られている編

撹乱に切られているが、プランは楕円形と思われる。

ＳＫ－ｌ４と同じく浅く、遺物はほとんどない。

SＫ－ｌ６（第６凶）

捌奇ｌ区で検出した。捌森ｌ区で検川した。ＳＥ－９や撹乱に切られ、

一部調査区外であるのでプランは不明である。地上

は２肘に分けられるが浅く、遺物はほとんどない。

ＳＫ－ｌ７（第６間）

調在１便で検出した。ＳＥ－９や撹乱などに切ら

れているため、半面プランは不明。埋ｋもｌ咽で遺

物はほとんどない。

－１０９－
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ＳＫ－１４ＳＫ－１５

⑧
〔秒

添う：
Ｂ，

／

L=9.300ｍ

一Ａ’

L=9.300ｍ

－・ＢｏＡ・－ Ｂ●

乱

777房弄湯

①理１層…黒褐色シルト（HuelOYR3/2）

しまり中、粘性中。明黄褐色綱砂、褐

灰色シルトブロックが混じる。ＳＫ－

１４よりやや少ない。

①埋１暦…瓜褐色シルト（HuelOYR3/2）

しまり中、粘性中。褐灰色シルト、明黄褐色

姻砂ブロック混じるｃ

ＳＫ－１６ ＳＫ－１７

窓） 心

ＳＫ－１５

夢

第Ⅶ亜イ畑地区第５次調売の成果

捌在１ｌｘで検出した。ほとんどが激しく撹乱を受

けており、ごく一部しか検出できなかった。幅は約

0.5ｍ、深さは約０．２ｍと浅い。遺物は、土師器が出

土したが小片であるため、溝の年代特定には至って

いない。

Ａ
↑

ＡＩ－・Ａｌ Ａ･‐

姻杏区

Ａ・‐

Ａ･－

E－９

主=誌

L=9.300ｍ

一Ａ０

L=9.200ｍ

①埋１暦…黒褐色シルト（HuelOYR2/1）しまり中、

粘性中。明黄褐色韻砂ブロック若干混じる。

②埋２層…明黄褐色細砂しまり中、粘性小。

瓜褐色シルトブロック混じる。

０

Ｖ一Ａ’

|源ｦ>:層-．
①埋１府…Ｅ３褐色シルト（HuelOYR3/4）

しまり小、粘性小。明黄褐色網砂ブロッ

クが混じる。焼土混じる。

－１１０－

E－９

ＳＤ－４（第７図）

測従ｌ区で検川した。東西に走る。撹乱に切られ

ている部分も多いが､幅は約３ｍ、深さは約0.6ｍで

ある。遺櫛の中心に岩があったが、埋土の上に浮い

た状態であり、もともとの位置にあったものではな

いと考えられる。遺物は、土師器・須恵器・背磁等

が出土し、櫛として古代から中世にかけて存在して

いたと想われるｃ

Ｓ＝1／４，‐↓--------1

第６図土堀（SK-－１４．１５．１６．１７）実測図

１ｍ

SＤ－５（第７図）
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W／Ｗ

第Ⅶ章非Ⅲ地区第５次調売の成果

ＳＤ－４

咽査灰外

ＹＹ

迦
ｙｱ１

岩

／

ノ

ノ
撹乱

、／

洞

L=9.200ｍ

－．Ａ,

④

ソー蚤込ＡＯ

、

、

/）

～

①埋１暦…灰褐色シルト（Hue7､5YR4/2）

しまり中、粘性小。

浅濁色～褐色の地山砂ブロック

を含む。

⑰SD_．

Ａ･－

ロワ

Ｌ=9.400ｍ

一Ａ０

①理１暦･･･褐灰色シルト（HueZ5YR4/1）

褐色の地山砂ブロックを含む。

しまり中、粘性小。

S=,/409－昌
１ｍ

第７図満跡（SD－４．５）実測図

－１１１－



Ａ,

訂） (語ＳＫ－１ ＳＤ－３

Ａ･－－ Ａｌ

廻脊区

畑査区タ

Ａ
〔
●

Ａ・－

L=8.600ｍ
L=8.600ｍ

Ａ・

⑦

第Ⅶ章稀ロ地Ⅸ鋪５次脚代の成果

し<は桁円形と考えられる。遺物は、背磁や凡蘭土

器、土師器、弧忠器等が出土。

－１１２－

"

〃〃

第８図土蛎（SK-

①埋1e層…鮒褐色シルト（Hue10YF13/4）しまり中、粘性中⑥

黄褐色細砂ブロック若干混じる。

②埋２眉…褐色粘土（HuelOYR4/4）しまり大、粘性中。

褐灰色粘土ブロノク混じる。鉄分若干沈碕。

③埋3a層…灰黄褐色シルト（HuelOYR4/2）しまり中、粘性中．

浅黄色緬砂ブロック若干混じる。.＋器姻片混じる。

④埋3b層．.，賭褐色シルト（HuelOYR3/3）しまり中､粘性中。

黄褐色細砂ブロック混じる。土器細片混じる。

⑤埋４層･-黄褐色細砂（Hue25Y5/4）しまり中､粘性小。

暗褐色シルトのブロック混じる。

①'埋1a層…黒褐色シルト（HuelOYR3/2）しまり中、粘性中。

明黄色細砂ブロック混じる。

②埋1b唐…黄褐色細砂（Hue25Y5/6）しまり中、粘性小。

黒褐色シルト、浅爾色細砂ブロック混じる。

③埋1c層…黒褐色シルト（HuelOY3/1）しまり中、粘性中。

黄褐色細砂、オリーブ灰色細砂ブロック混じる。

土器片、炭化物多く含まれる。

④埋1.層…オリーブ黄色細砂（Hue5Y6/4）しまり大、粘性小。

明褐色細砂、オリーブ灰色細砂、黒褐色シルト、

明黄褐色細砂ブロック混じる。

⑤埋1e層…黒褐色シルト（HuelOYR3/2）しまり中、粘性中。

黄褐色、明黄褐色細砂ブロック混じる。

土器片、炭化物多く含まれる。

⑥埋1f層…黒褐色シルト（HuelOYR3/1）しまり大、粘性中。

明黄褐色鰯砂フロック混じる。土器片、炭化物多く含む。

垂埋２暦…オリーブ掘砂（Hue5Y5/1）しまり中、粘性小。

黒褐色シルト明黄褐色塑砂ブロック混じる。

画埋３層…明黄褐色緬砂〈Hue2､5Y6/8)とオリーブ灰色細砂(HuelOY

５/2）のラミナ間。しまり小、粘性小。水成堆恨閣。

Ｏ １ｍ

Ｓ=1/４０一一一

1）・満跡（ＳＤ－３）実測図

ＳＫ－ｌ（第８Ixl）

調査２区で検川した。ＳＤ－３を切っている。全

体のプランは、Ｉ淵従区外の部分が多いため不明であ

るが、南端にド端ラインが確認できるので災方形も



Ａ・

SＫ－１１ＳＫ－１０

第Ⅶ章作11地Ⅸ鋪５次闘先の成果

３遺物

適物に関しては、衣ｌ～３観察衣にて魂明する。

ベ
ー
メ

／
し
、

一

Ｌ=9.000ｍ

②Ａ・－。Ａ’L=9.000ｍ

⑪埋１層…黒褐色シルト〈HuelOYR3/1）ところどころに

黄褐色シルト〈HuelOYR5/6）ブロック（１～

３qnくらい）が含まれる。

しまり中、粘性小。

中世の土師器や須忠器が出土。

Ａ，

ＳＫ－ｌｌ（第９図）

調喪３区で検出した。プランはほぼ''１形。埋土は

2層で遺物は土師器ﾊﾞが２点のみ出1名した。

０

⑥〃

①埋１層－．．黒褐色シルト〈HuelOYR3/1）ところどころに

黄褐色シルト〈HuelOYR5/6）ブロック〈１ｃｍ

ほど）が含まれる。ＳＫ､10の埋1暦とほぼ同じ。

しまり中、粘性小。土器片少凪出土。

③埋２層…灰褐色シルト<HuelOYR4/1)限りなくⅥ層に近い。

灰黄褐色シルト（HuelOYR6/2）ブロック（５ｍ

ほど）が含まれている。砂賀により近い。

しまり小、粘性小。過物はなし。

ＳＫ－ｌＯ（第９図）

調在３区で検出した。撹乱に切られているが、全

体のプランとしては災方形に近いと考えられる。埋

士はｌ層のみで、遺物もほとんど１１１１:しなかった。

１ｍ

Ｓ＝1/4０－－－～

第９図土峨（SK－１０．１１）実測図

－１１３－

ＳＤ－３（第８図）

捌従２区で検出した。ＳＫ－ｌに切られている。

東Ilqに走る。北側の立ち上がりは、ほぼ,淵従Ⅸ外で

あるが、わずかに調査区角にみられる。柵は約2.5

ｍ、深さは検出面より0.4ｍ程度である。蝿３１Ｗは、

水成堆祇と思われ、掘られた当時は水が流れていた

と考えられる。遺物は、古代の土師器・弧忠器から

''’１１tの白磁等まで含まれており、かなりの柵があっ

て腿期間使用された可能性がある。
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第Ⅶ章イ制|地区誌５吹I淵従の成果
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表１石器観察表

ﾛ

層1０

Ｓ＝１／２２２

第12図２区出士遺!|勿実測図

１０ｃｍ

』

1腸

、

凸。

２１

表２瓦観察表

）

し，

図版

番号

1１

1２

1２

物
号
遣
番

1４

2１

器種

Ｗｒ

平瓦

平瓦

さ
帥
長
に

10.3～

12.5～

12.6～

幅

(c､）

7.6～

１０．７～

１５．７～

厚さ

(c''1）

2.8

クリ
ーe閏

2..1

時期

,If代

占代

古代

出土地点

1区ＳＤ－'１

２区SＫ－ｌ

２区SＫ－ｌ

層位

(取上NQ）
－

４〔側埋］ル１

埋３ル１

備 考

炎に布11,墾に純ｲﾉ（

炎に布11,裏に純ｵﾉ（

炎に布i１，墓に純状のタタキ11あり

tのタタキ１１あり

のタタキ１１あり

図版

番号

1１

物
号
遺
番

1７

器種

‘fillll

さ
ｍ
長
い

1５．９５

幅

(c､）

13.40

厚さ

(c､）

7．５０

さ
』
重
幅

１７００

石材・石質

安'11Ｗ

出士地点

l区６Ｇ

府位

Ⅲ肺１

取り上げNo.

I肘壁i､抜き取り

備考



第Ⅶ章作Ⅱ地Ⅸ第５次劉在の成果
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第Ⅶ章春日地区第５次調従の成果

４自然科学分析

二本木遺跡群の間然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

二本木遺跡群は、坪井川両岸の沖械地に立地し、

東は白川右岸まで達する。これまでの発掘調査によ

り、弥生時代から中世までの迩櫛・過物が検出され

ている。

今回の分析調査では、遺柵の年代確認のための年

代測定と植物利用を確認するための穂実同定を実施

する。

1．試料

試料は、ｌ区の埋３肘ＳＥ９から検出された種実

週体１点である。

２．分析方法

(1)放射性炭素年代測定

土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付

耕している場合、これらをピンセット、超音波洗浄

などにより物理的に除去する。その後ＨＣＩにより

炭酸塩等酸可溶成分を除去、ＮａＯＨにより腐植酸等

アルカリ可溶成分を除去、ⅡＣｌによりアルカリ処

理時に生成した炭酸塩等陵可溶成分の除去を行う

（酸・アルカリ・酸処理)。

試料をバイコール符に入れ、１９の酸化銅（Ⅱ）

と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を

典空にして封じきり、500℃（30分）850℃（２時間）

で加熱する。液体窒素と液体謂紫十エタノールの温

度差を利用し、真空ラインにてCO2を籾製する。真

空ラインにてバイコール符に梢製したCO2と鉄・水

素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部の

みを650℃で１０時間以上加熱し、グラフアイトを生

成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径

１mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源

に装蒲し、測定する。測定機器は、３ＭV小型タン

デム加速器をベースとしたｌ４Ｃ－ＡＭＳ専用装世

（ＮＥＣＰｅｌｌｅｔｒｏｎ９ＳＤＨ－２）を使川するｃＡＭＳ測

定時に、標準試料である米凶I且'立標準局（NIST）か

ら提供されるシユウ酸（ＨＯＸ－Ⅱ）とバックグラウ

ンド試料の測定も行う。また、測定中同時にl3C

／l2Cの測定も行うため、この値をⅢいてｊｌ３Ｃを煉

出する。

放射性炭紫の半減期はLIBBYの半減期5.568年を

使用する。また、測定年代は1950年を韮点とした年

代(Bp)であり、誤差は標準偏差(OneSigma;68％）

に相当する年代である。なお、暦年較正は､RADIO・

ＣＡＲＢＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＰＲＯＧＲＡＭＣＡＬＩＢＲＥＶ

５,0２（Copyrightl986-2005MStuiveranｄＰＪＲｅ‐

imcr）を川い、誤差として標準偏差（ＯｎｅＳｉｇｍａ）を

用いる。

(2)種実同定

租実を双眼災体顕徹鏡下で観察し、現生標本およ

び石川（1994)、中山ほか（2000）等との対照から械

類と部位を同定する。分析後の種実は、年代測定対

象とする。

３．結果

同位体効果による補正を行った年代測定結果およ

び樋実同定結果を表ｌ、暦年較正結果を表２に示す。

補正年代は､970土30を示す。また、測定誤差を口と

して計節させた肝年代は、ｃａｌＡＤｌ､O20-Ll50であ

る。

勝年較正とは､大気中の'4C濃度が一定で半減期

が5568年として煉出された年代値に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中のⅡC濃度

の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5730±４０

年）を較正することである。暦年較正に関しては、

本来１０年単位で表すのが通例であるが、将来的に勝

年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった鵬

合の再iil･算、再検討に対応するため、1年Ⅱi位で表

している。拭料が械実遺体であることから、北半球

の大気中炭索に111来する較正曲線を用いる。

勝年校正は、測定誤差ぴ、２ぴ双方の値を計範す

る。ぴは統制.的に真の値が68％の確率で存在する範

朋、２ぴは典の値が95％の確率で存在する範囲であ

－１１８－



第Ⅶ章存Ⅱ地Ⅸ鋪５次,淵従の成果

存が可能で収Ｉｌｔも多いため、古くからII1IlIで保護、

採取されてきたｲj川械物であり、本辿跡でも食綴浮

として利川された可能性がある。

る。また、炎111の州対比とは、ぴ、２ぴの範|川をそ

れぞれｌとした助合、その範囲内で典の仙が存在す

る確率を相対的に示したものである。

なお、穂実は、ブナ科コナラ属（Ｑ“皿ﾉs）の子

葉に同定された。炭化しており黒色、腿さ1.2cm，径

7.5ｍ程度の卵状桁''1体。２枚からなるｊ･典の合わ

せ目に沿って縦半分に削れた破片llIAIと、、'2分未満

の破片３側が確偲された。子葉は硬く繊密で、炎而

には縦方向に走る維符束の圧痕がみられる。合わせ

目の表面は平淵で、ｉ[中線上は僅かに鞭み、爪部に

は径ｌ卿税度の小さな孔（花根）があるハ

引用文献

石川茂雄．1994．原色日本械物櫛ﾁﾂj:刈刈鑑．石川

茂雄図鑑I:ﾘ行委Ｕ会．328p・

巾111至大・ｊｌ:之１１希秀・Ｉ村谷忠志2000.Ｈ本柚物

種子図鑑．来北大学出版会．642p、

４．考察

コナラ属には、暖温帯常緑広葉樹林を柵成する常

緑のアカガシ弧屈と:次林等を櫛成する滞紫のコナ

ラ亜属がある。いずれも現在の本地域周辺で牒辿に

見られる櫛類であり、当該期にも遺跡周辺に分布し

ていたことが椎定される。

コナラ亜属の果爽（ドングリ）は、・・部を除いて

灰汁抜きを必災とするが、食用可能である。腿期保

表１二本木過跡群の放射性炭素年代測定および種実同定結果

－１１９－

年代仙の算川には、Libbyの半減期5568ｲドを使川。
BP年代仙は、1950年を蝶点として何年IiiIであるかを示す。

付記した膿飛は、測定誤差ぴ（測定仙の68り(,が入る範朋）を年代仇に摸伸した仙二

１
１
１

１
２
３

表２二本木遺跡群の暦年較正結果

ｌ）計算には、ＲＡＩ〕IOCARBONCALIBR八'1,ｌＯＮＰＲＯＧＲＡＭＣＡＬＩＩうＲＩＷ５,０】(Copyrightl986-2005MStuivcr

andPJRcimcr）を使ⅡＩ
２）計算には炎に'J§した丸める前のＩＩｆｉを他川している。

３）１桁ⅡをﾒLめるのが慨例だが、勝年蚊ＩＭＩ線や肝年鮫正プログラムが改１１｛された場合の１１脈け>:や比彼が行いや
すいように、１桁１１を丸めていない。

４）統計的に典の仙が入る確率はロは68％、２ぴは95％である

５）棚対比は、ぴ、２ぴのそれぞれをｌとした場合、確率的に典の航が〃ｲIｉする比率を机対的に,J：したものである、

地区 遺栂 届位 樋別
補正年代

(BP）
暦年較正年代（cal） 相対比 ＣｃｄｅＮＱ

ｌ区 ＳＥ９ jIM3IIvi 棚爽遺体 971±３１

ぴ

リ ⑰

唖ｌＩＡＤｌ､O20-calADLol8

mIAD1.086‐“lＡＩ〕１.l23

caIADLl38-calAD1.15(）

ｃａｌＡＤ９９９

唖ｌｌＡＩ〕1.013

Ｃ

cal

1,1.002

1,1.158

ａ
ａ
組

ｃ
ｃ
ｃ

Ｅａ

Ｃａ

ＢＰ９３０‐９０２

ＢＰ８６４‐８２７

ＢＰ８１２‐８００

BＰ９５１

ＢＰ９３７

８
２
４
９
９
７

0.407

0416

0.Ｍ８

0.005

0.995

9６１２－２

地区 遺栂 厨位 種類
補正年代

ＢＰ

６１３Ｃ

(%｡）

測定年代

ＢＰ
Ｃｏｄｅ血 MeasurementNo．

SＥ ３１Ｗ 棚実遺体（コナラ楓） 970±3０ －２８３１±０．６０ 1.030±3０ 9６１２－２ 1八八八一62853



第Ⅶ章イ制l地Ⅸ鋪５汰洲侮の成果

図版１二本木遺跡群の種実遺体

‘蕊
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三冬達シ
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Z歴

１－４．コナラ届子葉（１区；理３層ＳＥ９）

第５節まとめ

今IuI、，洲代を行った簡所は、腹い_島本水世跡俳の

北端に位慨し、Ｉ‘I川の河岸に程近いところであった。

そのため、流れ込みと思われる土砂の堆硫や、１Iijlf

通りに而しているため、開発につぐllM発で撹乱も非

常に多く、辿椛はあまりなかった。ほとんどが、士

城、柵、ビットという状況のなかで、ノ|:ﾉ『がＩＪＩ豊兄

つかった。Ｊ|:爪のjII131Wで検出された炭化ｆｌｌｉｆ

は､14C年代測定でlOlIt紀後半を示し、それ以|Niにﾙ

ﾉー fが廃棄されたことが確認された。またそのヒルiで

ある理２〃iからは廃梁された中世の-ｋ師lⅢが大'1tに

出土し、ゾI:爪としての機能を失った後はごみ拾て穴

として使川された111.能性がある。

今側の,iMifi§において、二本木辿跡群の典滞の北端

の広がりを、秘できたことは成果としてとらえるこ

とができる。

－１２０－
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第Ⅷ章存１１地Ⅸ第７次,淵frの成果

第Ⅷ章春日地区第７次調査の成果

第１節調査に至る経緯

本遺跡のI淵炎は、熊本駅北部線街路改良ﾘi業に伴

う'11前の記録保存をⅡ的とした発掘調企である。

’1f菜の実施に先立ちｆ定地内が二本木辿跡群の中

に含まれ、１１M縦文化1Mが存在する可能性が商いこと

から、確認‘淵森を実施した。その結果、ｉｉｉ代、中iIl：

の過構や迩物が発見され、過跡の存在が硫偲された．

その後、川1蔵文化財の発掘洲従が必要な範囲を確

認し、熊本U,↓熊本土木Ｉ{務所と協縦を重ねた上で、

捌代を行う巡ぴとなった。

第２節調査の組織

碓遡調企は平成14年度、発掘‘淵査は平成18年産、

報{lfi1I:作成及び印刷は平成19年度に行った。

【平成14年度（2002）確認調査】

捌従飛体熊本県教fjf委員会

‘淵従寅任者成瀬烈大（文化課災）

脇津義昭（牧育群I細l・課雌補佐）

捌従総括木崎康弘（文化財捌在第二係腿）

i淵作Ii務局小、信也（教育群縦１１.課及補佐）

中村幸笈(主幹兼総務係腿）

天野寿久（主任主11）

杉村郷彦（主リド）

調従担当Ium学（主任学芸ｕ）

寓崎拓（非常勤職１１）

【平成18年度（2006）発掘調査】

捌代主体熊本県教育委貝会

綱従黄任者梶野英二（文化課腿）

江本ｌf〔（課長補佐）

鯛従総括リリ住欣一郎（文化財Ｉ淵査第二係提）

潤代'1#務局吉Ⅲ忠（課長補佐）

間宮優美(主幹兼総務係長）

塚原健一（参りi）

小谷仁志（主任主Ilf）

調従拙当岡本真也（参邪）

後藤克博（文化財係捜主２１$）

波多野芳郎（非常勤職員）

末永浩平（非常勤職11）

【平成19年度（2007）報告書作成】

整理１１体熊本県教育委貝会

整恥0〔征者梶野英二（文化課災）

整珊総括求付士郎（孜育審縦叫雑課奨補佐）

江本戒（抑父補佐）

IHi住欣一郎（ｊ２幹兼文化財調盗聴係長）

整理!'卜務局商簡優美（1｛幹兼総務係長）

塚原健一（参事）

商松克行（Ｉｆ任主ﾘ↓）

整理仙当岡本典也（参事）

加藤早織（非常勤職Ⅱ）

調査協力者（順不同・敬称略）

杉Ill武久（春日地区13町内、治会lと)、タテオカ商店、

脈田範lIi{（熊本I|j教育委仙会)、焚谷部拷一（熊本県

教育委側会)、池田朋生（熊本県立装飾古城航)、長

井勲（美里町文化財保護委貝）

調査作業員

西岡正治・チズｆ，三宅幸生、古川雅信

第３節調査の過程

本I淵代は平成18年（2006）５月９Ｈから'０１年５月

2911まで行った。

以下に捌査のIllから狩縦すべき１噸や内容を簡単

に述べたい。

【５月】

９１１、表土剥ぎを行う。イｉｍが出土する。１箇所
6ｻﾍ＆

はＩＮＩ知石の石列で溝があった場所に排水管が倣設さ
び３．＄え

れており、もう１箇所は以Iiij当地にあった久末神社

に伴う石垣の一部と推測される。

ｌＯＨ～15日、撹乱士を除去しながらｲLi垣の爽測を

行う。原田氏と災谷部氏が来跡、周辺の基本l:増に

ついて御教示いただく。また、杉11I武久氏らからこ

れらの石垣について貴亜な証言をもらう。

1611～23日、神社の石h(を取り除き、掘り１ざげる。

このｲij1iの下も撹乱を受けていることが、下肘には、

大榔が存在することが判Ⅲjする“川|:遺物は、占代

･中世・近世・近現代の遺物が混在する。

24日、作業の効率を図るために、大淋上部にある撹

－１２７－



第Ⅷ章祁日地区鋪７次調盗の成果

乱層をⅢ機を用いて除去する。その後は手作業で慎

亜に棚り下げを行う。神社の石顛の下に溝が存在し

ていることが判明する。

２９日、大溝断面の土屑注記を終えて発掘作業を全

て終了する。

第４節調査の概要

調査は、調査区約２ｍ×１０ｍの周辺に設けた以下

の３点の座標値(新測地系)及び基準値をもとに行っ

た。（第１～２図参照）

（①Ｘ＝-23417.833,Ｙ＝-28581.901,Ｚ＝10021ｍ、

’②X＝-23420.495,Ｙ＝-28587.722,Ｚ＝9.894m、

③'Ｘ＝-23426.203,Ｙ＝-28590.831,Ｚ＝9.997m）

まず、綱査区約20㎡について表土層及び撹乱層ま

でを並機で除去した後、人力で棚り下げていく方法

をとった。しかし、ほとんどが近現代の撹乱であり、

近世以前に湖る通構としては溝１条のみであった。

この櫛の実測図、遺構配仙図及びi淵査区北而と西面

の断面図をl/20の縮尺で作成した。

また、それぞれの調森段階において、適揃35ｍと

中判のモノクロ及びカラーポジの２種類を用いて写

典撮影を実施した。

二本木遺跡群周辺の基本層位は、ほぼ同じ(')とい

うことであり、熊本駅柵内は近世・中世・古代・剃

文の遺物包含用及び遺櫛確認面がそれぞれ1W別に存

在するようだ。上届から表土、近11tの遺物包含１Ｗ

（褐色粒を含む略褐色土)、中世の遺物包含届（やや

色調の薄い暗褐色士)、古代の遺物包含層（やや色調

の濃い略褐色士)、漸移層、褐色砂簡土（上１１Wに縄文

時代後晩期の遺物包含1Wが存在)、ガチガチの砂簡

土、きめの細かい砂質士、シルト士、ガチガチに硬

くしまる黒褐色～行灰色土（縄文海進屑）と続くよ

うだ。それを基に考えると、この闘査区には近世か

ら縄文時代までの遺物包含層は失われており、溝の

娘下面の約20cm下に縄文海進層と考えられるガチガ

チに硬くしまる蝋色硬質土層が確泌される。

【註】

（')熊本市文化財課の原Ⅲ氏及び県文化課の長谷部

氏のご教示による。

第５節調査の結果

１はじめに

【遺栂】

ここでは、客土層を除去した上面で確泌した石列

ｌ～４及び矢穴のある石材(近現代)、更に下層で確

認した櫛１条（中世後期から近世）について述べた

い。（第２～６図参照）

【遺物】

出土遺物は、遺構、包含層を含めて、綱コンテナ

（46cm×61cm×20ｃｍの大きさ）に約３細分の戯で

あった。撹乱肘から約1.5箱、古代から近現代の週

物が混在して11}土した。櫛からは約1.5箱の出土M：

であり、上層から近世の遺物を含んだ古代・中世の

遺物、下層から古代・中世の遺物が出土した。

この報告書に褐戦した遺物実測図は、全て溝から

の出土遺物である。写典のみの遺物も３点を除き柵

からの出土遺物である。

２遺構及び遺物

(1)上面（近現代）（第２～４図）

①石列１

石列ｌは、幅約30～50cm，商さ約30～35cmのlIIj

知ｲガ（安山岩）が４個並んでいるだけであるが、

元々はもっと多くの石列が並び数段の石垣があっ

たものと考えられる。春日地区13町内自治会災の

杉山武久氏の話では、調査区に隣接して昭和40年
ひきすえ

代まで「久末神社」があったということであるの

で、神社の石垣の可能性が考えられる。石垣は、
ぬ刀づ

布研みであったと考えられる。

②澗列２

打列２は、石列ｌの石よりやや大きく幅約40～

６０cm、高さ約45～60cmの石（安山岩）が２個、原

位慨を留めていない状況で確遡された。久末神社

あるいは付近で使用されていた石が動かされたと

考えられる。

③‘石列３

イ刺３は、幅約35～40cm、満さ約30cm以上のＩＨＩ

－１２８－
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第１図調査区位置図（Ｓ＝1/500）
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第Ⅷ章イドⅡ地区第７次捌在の成果

知石（安山岩）が６個並んで確泌された。イjの加

工面は南西側を向いていることから、元々は南西

側に対の石列があったと考えられる。おそらく両

側が石坦の満であったと推定される。そして、土

管が敬役されている状況から推察すると、南西側

にあった石列は撤去されて土管が敬設されたので

あろう。ちなみに土管が倣設されたのが、昭和５９

年（1984）７ﾉ1という祇明があることから容土の

山砂は、昭和59年７月以前のものと考えられるｃ

④石列４

石列４は、帆約20～65cm、尚さ約20～40cmの面

取りのある石が向き合いながら５～６個並んでい

る。原位世を側めていないものもあるが、幅約２５

ｃｍの櫛を形成し、ほぼ西側から東側に向かって坪

井川へ流れていると推定される。一部安山岩も混

じるが、ほとんどが凝灰岩である。

⑤矢穴のある石材

帆約25cm、腿さ160ｃｍ以上ある矢穴のある石材

である。この石には７～１０cm間隔で９箇所に矢穴

痕跡があり、いずれも深さ2.5～３ｃｍで柵が６～

７cmを測る。石材は安山岩である。

杉111氏の話では、この倣地に接して杉山氏の家

があったということで、矢穴のある石材は家の敷

居の一部であった可能性が考えられる。大正１３年

頃、市髄が通った際に家を坪井川側に建て直した

ということで、その時のものであろう。しかしな

がら、石材自体は大正１３年以前に使用されていた

転用材の可能性も考えられる。

(2)下面（中世後期～近世）（第５図）

①満

〔規模・形状〕幅は上段では約３～3.5ｍ、下段

では約２ｍ，櫛底面では、約1.4ｍを測る。長さは

１．５ｍ以上である。深さは上段から咲面まで約1.5

～1.8ｍ、下段から底面まで約40～50cmを測る。

形状は２段のステップをもつ人工的な掘り込みを

持つ。下段のステップの北側には拳大から人頭大

の疎が多く欺き詰められており、水流で櫛の端が

壊されないための工夫であると考えられる。

〔悩士〕４肘に分臓。

１１Ｗ：黒色粘蘭土：古代･中１１t･近世の週物を含む。

２１Ｗ：照褐色粘衝士（IIuelOYR3/2）：ややしまる

粘質士。古代・I|'世の遺物を含む。

３肘：黒色砂１Ｗ（HuelOYR2/l）：古代の遺物を

含む。

４肘：灰黄褐色粘質土：非常に硬くしまる粘質士。

古代の小片の遺物を含む。

〔遺柵の性格など〕溝底面の高低蛙が７ｃｍあるこ

とから西から東に流れていたと考えられる。おそら

く当時の坪井川あるいは白川に注いでいた排水路で

あろう。

２～３層に中世の遺物、ｌ層に近世の過物が混在

することから'''1Ⅱ:から近世にかけて存在した排水路

であったと推定され、満３肘と４肘からの川土炭化

物による放射性炭素年代（ＡＭＳ法）や出土遺物を参

考にすれば、上限は１５世紀中～後半にまで洲ること

もできよう。下限は出土逝物から18世紀後半～1911ｔ

紀初頭と推定される。（第４図参照）

また、平面では確認できなかったが櫛断而の観察

により、大溝が埋まったｌ届から史なる掘り込みが

確認された。柵約１．２ｍ，深さ約１ｍを測る。掘り

込み面がｌ層であることから、おそらく近世期に掘

り込まれた満と推定される。

〔出土遺物〕櫛から出土した逝物は、網コンテナ

（46cm×61cm×20cmの大きさ)に約Ｌ５箱分の品であ

り、古代・中世・近世の遺物が混在していた。

ここでは１０点の遺物を紹介する。

ｌは、土師器の小Ⅲで２届からの出土である。復

元口径７４cm，復元底径5.6cm、器商L5cmであるｃ底

部は糸切り底であることから、１２世紀後半以降の111

世期の所産である。

２は、瓦質土器で描鉢の口縁部である。２層から

の出土である。残存高は7.5cm以上で、３～５本の

櫛目が２箇所に観察される。中世期の所脈である。

３は、輸入陶磁器の白磁Ⅲの底部で２肘からの川

土である。復元底径3.2Cl､、残存尚L4cIn以上である。

111本ｲ耐夫氏による大宰府土器型式と国産陶器・貿坊

陶磁器細年によれば、ⅢＶ類あるいはⅢⅥ蹴に分類

され、Ｃ期（11世紀後半～12世紀前半）の時期にあ

たると考えられる。

４は、瓦質土器で播鉢の底部である。２肘からの

－１３０－
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石列3と矢穴のある石材

L＝１０，２００ｍ

－ｎＴ

石列１

酬・

自
画

L＝10,200nｎ

－Ｅｌ
石列２

目目

巳

－１３２－

松材

L＝１０，２００ｍ
●

第Ⅷ章券日地lﾝ《第７次洲鉦の成果

F’

号えられる。２刑からの川上で、残存１１Wは6.7cm以

上を測る。内而にはケズリ、外1mにはハケ目が残る｡

９は、ＩＩｉ代の､Ｍ』の一部である。２１Wからの川l：

で、残存災6.5cm，残存輔8.7cm、厚さ2.2cmを測る。

内而にｲiiII、外liiに純状のタタキ11がﾙる。

ｌｏは、鉄製のiI1lj釘と巷えられる。２ルiからの出Ｉ：

であ1)、災ざ11.8cm以.上、’１１M1.1cm、ハ[さ0.6cm、ｉＩｔ

雌10.38ｇである。時期はｲくlﾘlであるが、古代から

中世の所産と考えられる。（鋪６図参照）

Ｓ＝1／５０

第３図石列見通し断面面

０ ２ｍ

川上である。残存I断は7.6cm以ｋで、４～６本の櫛

11が３箇所に観察される。中11t期の所産である。

５は、ＩＩｉ代の紙忠器の蛍か艶の１１縁部である。２

１Wからの出土で、残存糊は､4.1cm以上を測る。

６は、’11111:弧忠器の雌の口綜部からⅢi１部にかけて

の盗料である。２１『ｲからの出土で、復元、径13.2cm、

磯ｲ嫡は7.3cm以上を測る。内外1mにはハケ{Iが残る｡

７は、古代の弧忠勝の椛か認の11M部である。２１吋

からの出土で、残存糊は10.1cm以上を測る内面に

はllil心111文の､１１て典棋、外1ｍには．､ド行１１１〔線文のタタ

キ痕が残存する。

８は、土師jrr土器でIIr代の移ｌＩ１ｌ式カマドの脚部と
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３自然科学分析

二本水辿跡群川I:炭化物の放射性炭然年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

二本木遺跡群は、坪井川ｉｌＩｌｊ岸の沖Wi地に位in｝し、

東は白川右岸まで述する。これまでの発掘訓従によ

り、弥生時代からＩｌ１ｌｌｔまでの過撒・遡物が検川され

ている。今回の調介地点は、二本木過跡群の北部に

位慨し、大瀧が１条検出されている。雌上切には近

'11:の陶磁器片を含むが、中1Wから下肘には巾11tから

bli代の逝物が含まれていた。

今回の分析調査では、大榊の下１Wの年代を確磁す

るために、下層中から検出された炭化物２点につい

て放射性炭紫年代測定を実施する。

１．試料

拭料は、大溝下肘の埋土２胴中（砂1Ｗ下）から出

土した炭化物と、雌下馬床而から３cm上の白色粘士

肘''1から川上した炭化物の２点である。いずれも、上

壊''１に微細な炭化物が少最混じる検川状態であった。

２．分析方法

試料を''1然状態で乾燥させた後、実体顕微鏡で観

察しながら炭化物をピンセットで拾い出す，この過

秘で、炭化物に見られる組織柵造なども観察・肥録

を行う。炭化物に土壌や根など月的物と異なる年代

を持つものが付蒲している場合、これらをピンセッ

ト、超音波洗浄などにより物珊的に除去する。その

後ｌｌｃｌにより炭酸塩群酸可溶成分を除去､NaoIIに

より腐械酸搾アルカリ可溶成分を除去、ＨＣｌによ

りアルカリ処理時に雌成した炭酸塩等酸可溶成分の

除去を行う（酸・アルカリ・雌処理)”

拭料をバイコール符に入れ、１９の酸化銅（Ⅱ）

と銀筋（硫化物を除去するため）を加えて、併内を

真空にして封じきり、500℃（30分）850℃（２時|Ｈ１）

でjIjll熱する。液体紫推と液体蝋素十エタノールの温

庇鑑を利用し、真空ラインにてCO2を柵製する。典

空ラインにてバイコール管に柵製したCO2と鉄・水

索を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部の

みを650℃で１０時Ⅲ１以上加熱し、グラファイトを生

第Ⅷ量作日地Ⅸ鋪７次副従の成果

成する。

化学処皿後のグラフアイト・鉄粉批合試料を内径

１ｍｍの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源

に装若し、測定する。測定機器は、３ＭV小ハリタン

デム加速器をベースとしたｌ４Ｃ－ＡＭＳ専用装悩

（ＮＥＣＰｃＩｌｅｔｒｏｎ９ＳＤＨ－２）を使川する。ＡＭＳ測

定時に、標準試料である米IHI1K位標fﾘﾘ‘〕（ＮＩＳＴ）か

ら提供されるシュウ酸（ＩＩＯＸ－Ⅱ）とバックグラウ

ンド試料の測定も行う。また、測定中同時にl3C

／l2Cの測定も行うため、この値を川いてＪｌ３Ｃを算

川する。

放射性炭索の半減期はLIBBYの半減期5.568年を

仙川する。また、測定年代は1950年を堆点とした年

代(BP)であり、談雄は標準1M差(OnCSigma:68％）

に柑当する年代である。なお、暦年較正は、ＲＡ，

ＤＩＯＣＡＲＢＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴｌＯＮＰＲＯＧＲＡＭＣＡＬIB

REVaO2(CopyrighIl986-2005MStuiveraI1dPJ

Rcimer）を川い、誤莱として棟雌偏雄（ＯｎｅＳｉｇｍａ）

をⅢいる。

３．結果

同位体効果による補正を行った測定結果を表Ｉに示

す。埋土２肘中の炭化物は、520±4OBP、躍下肘床

1mから３clll上の白色粘土ｌＷ１Ｉｌの炭化物は580±4OBP

をｲﾐす。なお、測定IMIに実体顕微鏡で観察した結果、

jMI1t2層I|'の炭化物は炭化材であり、巡楕配列の特

徴からコナラ風アカガシ亜帆またはコナラ属コナラ

リⅡ属クヌギ節であるが、小片のため判別には至らな

かった。一・力、雌Ｗｉｲ床而から３cm上の白色粘lJiwi

‘|'の炭化物は微細な炭粉状のものであり、組織課が

観察できなかったため由来等は不明である。

勝年較正を行った結果を、炎２に示す。勝年校正

とは、大知'１の1.1C濃度が一定で半減則が5568年と

して算出された年代航に対し、過去の?i･:宙線強晩や

地球磁jbMiの変動による大気lliのＭＣ濃庇の変動、及

び，ド減期の述い（ＭＣの半減期5730±40年）を較１１Zす

ることである。勝年'校正に閲しては、本来10年iii位
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年代仙の鯛１１には、Libbyの半減期5568年を伽lIo
BPｲ|§代仙は、1950年を鵬点として何年前であるかを示す

付記した誤差は、測定娯催ぴ（測定値の68％が入る範Ⅲ）を年代価に換卵した仙・

測定誤雄を◎として計算させた結果、塊土２坤沖

の炭化物はcalADl,334-1.438、雌下Ｍﾙﾐ間から３

cm上の白色粘土脳111の炭化物はcalAD1.314-1,‘１０９

であり、いずれもＩｌｌＩＩＩ:の年代にｲ1脳する。

で炎すのが辿例であるが、将来的に勝年較正プログ

ラムや勝年'岐正1111級の改正があったjﾙ合の{i１，;I･卸､

I¥検討に対応するため、１年ｉｉｉ位で表している今

ＩＩｌｌは、２点とも北半球の大知i'炭素に''１来する岐正

IHI線を用いる。

ルド年較1Kは、測定縦差ぴ、２ぴ双ﾉjの値をIiけ):す

る。ぴは統計的に典の値が68％の確率で存在する範

'''１，２ぴは典の仙が95％の確率で存ｲl；する範Ｉ)Hであ

る。また、喪中のｲ１１対比とは、び、２ぴの範附をそ

れぞれｌとした場合、その範l川内で其の値が存ｲl;す

る確率を111対的に水したものである。

表１放射性炭素年代測定結果

第Ⅷ章作11地区鋪７次iMffの成1Ｍ

１
１
１

１
２
３

表２暦年較正結果

I）計紳:には、ＲＡＤＩＯCARB()ＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＰＲＯＧＲＡＭＣＡＬＩＢＲＥＶ５､０１(Copyrighll986-2005MSmivcl・
andPJReimel･）を使用

2），汁節には表に,パした丸めるlMjの仙を仙川している。

3）１桁Iiを丸めるのが慣例だが、ルギ年校正曲線や勝年較正プログラムが改ｌＥされた場合のI席|･算や比鮫が行いや
すいように、１桁Ⅱを丸めていない。

l）統計的に典のiiiが人為硫率はぴは68％、２ぴは95％である

5）側対比は、ぴ、２ぴのそれぞれをｌとした場合、確率的に典の(１１(が存在する比率を柵対的に示したものである．

－１３８－

試料名
補正年代

(BP）
暦年鮫正年代（cal）

大洲jIK1:２ルiＩＩ１

(砂肘下）

人櫛雌下肘床而から

3cm上の''１色粘-ﾋﾙ沖

521土３８

±

０

２ぴ

ぴ

２び

ｃａｌＡＤ１,334‐αｌｌＡＤｌ,336

cal八，1,398‐ｃａｌＡＤ1..138

ｃａｌＡＤ１,317-calADL354

calAD1.389‐ｃａＩＡＤ1..146

calＡＩ）L3M-caIAI)1,356

calＡＤ1.388‐ｃａｌＡＤ１．．１０９

calＡＩ）1,298‐ｃａｌＡＤＬ３７１

ｃ３ＩＡＤｌ,378‐ｃａｌＡＤｌ.‘122

ｃａｌＢＰ６１６‐６１.ｌ

ｃａｌＢＰ５５２‐５１２

ｃａｌＢＰ６３３‐５９６

ｃａｌＢＰ５６１‐50.1

ｃａｌＢＰ６３６‐５９，１

ｃａｌＢＰ５６２‐５‘1１

ｃａｌＢＰ６５２‐５７９

ｃａｌＢＰ５７２‐５２８

0.013

0.987

ワ
■一

.７

0.664

0.336

0.650

0.350

－１

9３５５－２

相対比 ＣｏｄｅＮｏ

遺構

火祇

大洲

層位等

jIlLk2府中（砂Ⅳ1下）

蚊ド１Ｗ床而から３cｍ

この内色粘･':脳中

種類

炭化材(アカガシ亜

脇またはクヌギ節）

腿化物(由来不明）

補正年代

BＰ

520±4０

580±4０

５１３Ｃ

(%｡）

-28.21宝0．９３

-25.88±０．７７

測定年代

BＰ

570土‘10

590±‘1０

ＣｏｄｅＮＱ

9３５５－１

9355-2

MeasurementNcL

1Ａ八八一61086

IＡＡＡ－６１０８７



第６節まとめ

１はじめに

今Iniの発捌,淵在により近現代の石列を除き、中世

後期から近世にかけての溝１条が確認された。

ここでは、’''１１tから近世にかけて周辺地域の沿碓を

元に考察を試みたい。

２各時代の考察

中世

(1)歴史的背景

鋤術期になると、飽田郡には飽Ⅱl郷．立川郷．

鹿子水荘・活屯（いけがめ）荘・河尻荘、祉麻郡

には安画報･神蔵雅･大箇雑などが現れてくる。さ

らに少し時代が下ると、飽川郡には＃j・北1,1,j郷に

鹿子水荘も束･西岡雑に区分され、牒崎荘．寓内

荘・八王子jIl;・藤崎郷なども見えてくる。祉麻郡

内の大荘圃は神蔵雅で江津湖以西の部分をＩｌｉめ、

さらに同荘の西側には安樹洲;があり、安餅本洲;が

その中心地で現在の本荘町がその地にあたり、神

職・安富両雑の地頭は託麻氏であった。

平安期の大社には藤崎八幡宮・祇KII宮（後の北

岡神社)・代継宮などがあるが、祉瞳|樹は天疋２年

（979)に祇園山（現花岡山）に移っている。

応仁～文Iﾘj年間(1467～87)の頃、干葉城（現

ＮＨＫ熊本放送局）には出田秀偏が在城した。秀信

の死後、楠原城城主の鹿子木親員（寂心）が隈本

城に入り、茶臼山のIfi西部に新城を柵えて移った。

この城は今Ｈでは古城（ふるしろ）と呼ばれてい

るが、これが近世初弧に至る隈本城である＞

天1,5年(1587)鋤Ｉｉ秀吉が九州攻めを開始する

と、胤津氏は全軍をあげて灘廉に退き、城久唯も

隈本城を秀iIiに明け渡して退去した。秀吉は佐々

成政を隈本城主として球磨郡を除く肥後一Iltlを与

えた。しかし、検地を強行しようとして同衆･-．挨

を起こした尚任を洲われ切腹を命じられた。その

後、肥後の北半分と飛北郡の一部の19万5000ｲiは

加藤滴正の飢国となった｡(l987鈴木）

(2)発掘調査地点の推定

関代地点は、飽ＩＨ郡の飽111郷か託麻郡の安↑;V荘

に閥していたと推定される。また、祇剛宮（後の

第Ⅷ章綱1地区輔７次湖従の成果

北岡神社）のﾊIjl辺に位慨している。確Ｉ隠された柵は、

白川あるいは坪井川に注いでいたと考えられる排水

路と椛定される。用途は農業川の可能性が考えられ

る。

時川は、櫛３．４NWll土の炭化物による放射性炭

素年代（ＡＭＳ法）や出土遺物を参考にすれば、１５

世紀中～後半と推定されよう。

近世

(1)歴史的背景

近1M:に入り、加藤術ｌｉは肥後人国後、豊匝秀鳥Ｉｌｉの

命によって検地を実施し、また、土木・治水－１:'11に

ﾉJを入れ、白川筋・緑川筋の改修を開始した。澗正

は慶及５年(1600)の関ヶ原の職では東1〔につき、Ｐｔｉ

ｌ１ｉの中心となった小西行艮の宇土城・八代城を攻略

し、次いで小関甑を合わせて執することとなった。

滴正の茶臼llI新城の築城開始時期はlﾘjらかではな

いが、Ｉ‘112年(1607)熊本城が完成している。

慶及16年消正の死後、子の忠広が相続したが、幼

少のため幕府の厳しい介入のもとでの統治が行われ

た。寛永９年(1632)加雌家は取り激され、豊前小倉

から細川忠利が就封した。以後細川氏は明治維新ま

で12代240年余肥後を統治する｡(l987鈴木）

熊本城下は白川のｲi岸に柵成され，城内の二の

丸・三の丸は亜lIiの邸宅にあてられ、城の北側の京

町台地から東而の坪井・子飼・子反畑・止林・手取・

間田原一･帯に侍膿敬が配枇された。城の南手には古

町と呼ばれる町峨、南IJli部には新町の1111雌が並び、

さらに坪井にも町屋が股けられたｃ城下の外祁は水

襟と土IiI;で囲まれ、城下から外への出１１には瀞所が

股けられ、夜Ｍ１は門を'１１じる決まりであった｡城下

町は、はじめその職fjiによって''１業者をlIjlじ地域に

集めたため、古町には細工町・板屋町・鍛冶雌町・

米屋町・魚屋町・紺屋IIII・大工町・呉服町・桶雌町・

など、新町には堰屋町・梢物犀町・瓶膿町・鳥雌町・

職人町・柚屋町・魚屋町など、坪井には米屋町・魚

膿町・八百膝町・職人町・烏町などがあったが、幕

末になると本格的な職樋に必ずしも拘束されなく

なっている｡(l987鈴木）

近年､熊本市占町遺跡の調在成果(2004美濃口･

脇田）が公表され、町雌の様子が明らかにされつつ
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第Ⅷ章イ畑地Ⅸ鋪７次潤従の成果

ある。

熊本城下へのＨ常生涌必需品は主に海路で高橋港

に運び込まれ、坪井川を経て輸送された。そのため

高橋にも多くの運送業稀や商店が肝を並べ、幕末に

はさらに下手の小島が物資搬入保管の港町として栄

えた。南の川尻も加藤氏の時代から藩の米倉庫が設

けられ，緑川流域の年煎米が染wiされ、多くの労働

者が集中し、そのにぎわいに抽DIiをかけた。年貢米

を連んできた船は．帰りに農業およびＨ術生活に必

要な道典類を側い入れたため、川尻は刃物と木製品

の製造ならびに木造船の製作が膿んで、商橋ととも

に五ケ町のうちに加えられ商業の中心地ともなった。

飽111郡の南部と託麻郡の大半は水田地併で米作の

中心地であり、馬場補井手・大井手などの取水に

よって用水を賄った。飽田郡北部の金峰山麓や托麻

郡東部の台地では畑作が主体で、麦・大豆．小豆．

粟などの穀物が主体であったが、中期頃には城下町

へ供給するダイコン・ナス・カブ．唐芋．ニンジン．

ゴボウなどの野菜（主として根菜類）が近郊農村で

栽培され、販光されるようになった（裕太日記)。

幕末の特産,Ｈ１として「肥の後州名所筋物数望附」

のなかに松尾の唐芋、水前寺の晒し葛、熊本織、熊

本白髪素麺、水前寺もやし、熊本生蕎炎切、水前寺

苔、白川の鈷、江津の鯉鋤、はえ、熊本大小金典彫

物、細工町キセル、象恢鍔、加仙以多、朝鮮飴、典

珠丸などが兇える｡(l987鈴木）

肥後藩における地方行政単位として手水制度がⅢ

いられていた。手永は郡と村の中間にあって、数村

あるいは数十村を一つの単位とする行政単位であっ

た。

村を統括し、村を代表するのが庄屋である。村役

人のうち庄雌．頭百姓・村横目を村方三役といった。

村政は、郡代・惣庄腿を通して逆せられる「法令」

（村人への伝述方法は商札または口達）に基づいて

なされる。村は村山・神田・川水路などの財産を持

ち、自治的に迎営された。村規約・村役人．座祭．

年中行ﾘ１．農作業など村の亜要な事柄は農民の寄り

合いで決定された。とくに正ﾉ110日前後に開かれる

初寄り合いはその年の堆本的な約束邪を決めるもの

として重視された。寄り合いの決定事項は村規約と

して記録され．共同作業に多く依存した村社会では、

述腿者には川不足銭や過料銭その他の荊則が裸せら

れた。

肥後では天草島原の乱後に武士･町人･農民をそれ

ぞれ５人から７人ずつ組み合わせ、檀家名輔を作り

誓荊を杏かせた。もともとキリシタン宗門取締りを

Ｍ的としていた五人組も、のちには農作業における

相亙扶助・連帯責任を義務づけられ、法を犯す肴が

出れば五人組は連帯責任をⅢわれて冊せられた。

（2004機本）

(2)発掘調査地点の推定

「熊本之図｣(文化２年(1805)の原図を鶏永３年

(1850)に、さらにそれを文久４年(1864)に模写）を

参考にして捌査地点を推定すれば、城下町から外れ

た祇園社（北岡神社）の南側に位世し北岡村に属し

ていたと考えられる。地図の記号「＃」から荒地か

林だったのであろう｡

閥査区内の石材に刻まれた矢穴は43個確認され、

矢穴幅の平均が9.1cmであり、３寸(９cm)を超える

ことから江戸前期に測る可能性が考えられる。確認

された櫛は、中世期同様に坪井川に注いでいた排水

路と推定される。川途も農業用であろうか。

榊内から出土した辿物の下限は18世紀後半から１９

世紀初頭と考えられることから、「熊本之図」は溝の

終末期の状況を呈していることになる。

（第７～８図参照）
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第Ⅸ章総括

今ＩⅡ１，発棚洲査を実施した地点は、二本水遺跡僻

の北側端部にあり、北側縁辺部の過跡の械州の一端

を確泌できたことになる。

券Ⅱ地区第１次調炎では、古代の櫛状辿柵・竪穴

住居跡を確認した。榔状過柵については古代の区画

の一部ではなかろうかｃ

春Ⅱ地区第２次調代では、古代・''１世．近世の辿

構を検出した。古代の遺構は櫛状辿櫛１基、２群の

士城群、中11tの遺櫛は満状週櫛１J鵬、小上城数基、

近世の遺櫛は溝状遺櫛１基、小土峨３基である。川

土遺物は古代から近１１tのものである。

春Ｈ地区第３次調在では、８世紀後半～９世紀IiiI

半の蝦穴住IiI;跡や井)二i跡、北西から南東方Iiﾘの同じ

方向に伸びる７条の砿複した櫛跡を検出した。櫛跡

は切り合いIⅢ係から、８世紀後半～９世紀IiiI半以IMI

と考えることができる。この他には''１枇・近世の巡

物が川士している。

春11地区第４次調代の検川遺撒のi;体は、中世の

遺物を包含した櫛跡１０条で、これらを中世以降の土

峨等が切る状態である。包含肘からは占代から中111：

の土器群が出ｔしている。

春11地区５次調森では、ｉｌｉ代の井ﾉ寸跡ｌ雌を碓遡

した。井戸跡の覆土３届出士の炭化ｲIIi子のI1Cの年

代測定結果は、１０世紀後半であり、ｊｌ:戸の廃棄がそ

れ以IiiIであったことが判明した。この他に、中世の

土師蘭上器が多品に川土した。

存Ｈ地区鋪７次調在では、‘''11t後期～近'1tの溝跡

１条を検出した。その他､古代の遺物も出土している．

二本水遺跡群の過去の調従成果から全体を見てみ

る。この地域は熊本巾教育委典会文化財抑による発

掘調代が数多く行われている‘その成果をまとめる

と、二:本木遺跡群は、奈良時代後半～平安時代前半・

平安時代後半～室町時代を主体とする複合過跡であ

る。中でも、８世紀後半～９世紀前半には、磯穴(l§

居跡や櫛跡が広範囲に確認されている。この時代の

出土過物としては、陶硯、鋼跨、石誇などの官荷避

跡から出土する遺物も多く1,1‘られる。その後、lliIl：

紀末～13世紀代に資料が期加し、棚１k柱巡物跡、櫛

跡、士峨、井戸などが問い密度で存在している，出

土遺物では国内外の輸入,Y1、畿内産の凡器椀がil§Ｈ

できる（文献ｌ）,

雌近のi淵森のIllでも、熊本Tli牧育委此会文化1M課

が平成11年度、平成１４．１５年度に実施した二本木遺

跡鮮第13吹i凋在Ⅸの成果は注目すべきものである。

南北方向の主軸をもつ81111×8111jの大卿掘立柱巡物

跡１棟、この建物跡の周辺隣接地に東西〃向のi軸

をもつ掘立柱建物跡３棟（うち、1棟は３１Ⅲ×７１Nl)、

南北方向のj：軸をもつ州立柱建物跡２棟、区画と考

えられる桃列２列、満跡２条が碓融されている。こ

れらの建物僻は出土遺物から811t紀後半と考えられ

ている（文献２)◎これらの中でも、８IHI×８冊の建

物は特殊で、桁行８間で梁行が４間と３１川の２棟の

建物を隣接して述投し、一体として利川していると

推定できる。床を支える柱穴もあることから床MjIiり

の巡物であるｃ古代において、床1m稲を広げるため

に複数の述物を接して建てることを双蝋と呼んでい

る。双堂の例は11本では平城宮の内製、災屋ﾆ邸、

西大寺、奈良時代後半のIjLj宮にある。範本木遺跡群

の辿物は規模・柵造の点から中央の例に雌じるもの

で、単なる地方官術の施没とは考え難い。双堂の検

出は、肥後伺府の一部を確認している可能性が問い

（文献３)。そうなると、今回検出した８世紀後半

の辿柵はｌＩｉＩ府または凶府凹連遺柵の北端部のものと

しての価仙づけができる｡

参考文献

(1)「新熊本市史」別編第２巻民俗・文化財熊

本市平成８年

(2)「己本木通跡群Ⅲ」熊本IIi教育委員会平成19年

(3)1&川芳英「古代地方官術遺跡研究の新股間」「ｌｊ刊

文化財』‘１月り。（499号）平成17年
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あとがき

埋蔵文化財の発掘調在は、発掘調従現場、資料終

班・報告iIIF作成、発掘i淵在成果の活１Ｍに大きく分け

ることができます。

発掘潤在現場では、土を掘り下げ、士の色や性質、

堆枇状態などから、昔の人々が地面に残した生活の

跡を確遡します。様々な分野で機械化が進んでいま

すが、発掘調交での作業の多くは手作推です。地面

に残っている穴などは手作業でないとうまく掘るこ

とができないからです。そのため、現場で作難をさ

れる方々は毎日土と戦っています。時には、地而か

ら湧いてくる水とも戦わなければなりません。

資料終理・報告書作成では、遺跡から出土した土

器や石器などの遺物に付着している土を水洗いする

ことから始めます。寒い時に水洗いするのは辛い作

業です。次の段階は、水洗い後の遺物一点ごとに巡

跡名、出土地点・層位などを蝿で注紀します。撮影

の妨げにならない場所に小さな文字・記号を注記し

ます。細かな辿物への注記は拡大レンズが必要で、

大変な作業です。注記しないと出土した遺物の情報

が無くなり、拾った辿物とI‘jlじになります。次に、

注記後の遺物の接合作梁を行います。多くの破片か

ら接合する破片を探し出す作業は根気がいります。

石田牧子

大津由美

燭竹典巾美

禰口紺代

中島ひろみ

古庄美伊子

吉武知佐子

整理作業に携わった方々

今村幸枝上野栄子

大塚トシ子川井Ⅲ久子

興鼎賊貴子古閑知子

高演悦子商松孝子

野添千津子野川愛

益Ⅲ久子松本直枝

吉本清子米愈五Ｍ

接合が済んだ遺物の実測、写真搬影が次の仕事ですｃ

実測は方眼紙に遺物の形状、調盤などを記録します。

写真では実測では炎現できない質感などの表現に気

をつけて搬影をします。また、遺物の整理作業と並

行して、現場で記録した凶而を盤理し、印刷用のト

レース、印刷の版組などを行います。

発掘調在成果の活用では、発捌調査成果をまとめ

た報告書、川土遺物などを中心に、多くの方々に利

用してもらうことが大切です。

以上のように、埋蔵文化財の発掘調在は担当粉一

人でできるものではありません。色々な場面で、多

くの人が業務に桃わっています。これらの人々のお

陰で、発捌綱査の成果をまとめた綴告iIドが完成しま

す。

これまで、色々な業務に携わった関係者の方々に

感謝いたします。大変お世話になりました。皆様の

ご粋労に報いるためにも今後の沿用に力を注いでい

きます。

(敬称略、あいうえお順）

上村孝子ｉＩＩｉＩＨ和忠

木村典子木村雅子

後藤直美佐藤淳子

田中知悪推卜・キエン

平川忠里子平川早苗

松本裕子宮崎典子

渡遜いわ子

江島刷子

工藤光美

篠崎チカ子

補田知子

府内博子

吉岡施子
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